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　今年は新型コロナウイルス感染症への対応による外出自粛などで、家庭内でのストレスがたまり、児童
虐待に発展してしまうおそれが高まっています。
　虐待してしまいそうなとき、また、虐待を受けたと思われる子どもを発見したときには、各相談機関に
ご相談ください。

児童虐待を防ぐためには、地域の皆さんの深い関心と理解そして協力が必要です。
� 問�／こども未来課　☎463-0364

令和２年度　児童虐待防止推進月間標語
STOP！児童虐待　11月は児童虐待防止推進月間です

通告・相談先　児童虐待かな…と思ったら
児童相談所虐待対応ダイヤル１８９（いちはやく）
その他児童虐待通告・相談先

こども未来課　☎048-463-0364 所沢児童相談所　☎04-2992-4152
受付時間／月～金曜日（祝日・年末年始を除く）　午前８時30分～午後６時15分
受付時間外は「休日夜間児童虐待通報ダイヤル」へ　☎048-779-1154朝霞警察署　　☎048-465-0110

　　　　　　　（緊急時は110番）
◎通告者や相談者の秘密は守られます。また、匿名でも構いません。
通告の結果、虐待でなくても罰せられることはありません。お子さん本人からの相談も受けています。

〈子どもを虐待から守るための５か条〉
①「おかしい」と感じたら迷わず連絡（通告してください）
②「しつけのつもり…」は言い訳（子どもの立場に立って判断しましょう）
③ひとりで抱え込まない（あなたにできることから即実行しましょう）
④親の立場より子どもの立場（子どもの命を最優先しましょう）
⑤虐待はあなたの周りでも起こりうる（特別なことではありません）

児童虐待の
要因・背景

　これらは、ごく一部の要因や背景です。虐待は決して特別な人だけに起きる問題ではありません。虐待が発生してしま
う前に、地域の相談機関に気軽に相談し、子どもも保護者もともに育っていきましょう。

『１８９（いちはやく）知らせて守る こどもの未来』

養育者の問題
・子どもをかわいく思えない
・虐待されて育った
・精神疾患や抑うつ状態など

子どもとの関係
・育てにくい子ども
・相性が合わないなど

地域からの孤立
・子育ての相談相手がいない
・知り合いがいないなど

家庭内のストレス
・パートナーとの関係がうまくいかない　・経済的不安など

24時間受付
通話料無料
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　ファミリー・サポート・センターとは、子育ての援助をしてほしい方(ファミリー会員)と子育ての手助けをし
てくださる方(サポート会員)が会員となり、センターがファミリー会員の依頼内容や要望に合うサポート会員を
紹介し、相互援助活動を通じ、子育て家庭を応援する有償のボランティア活動を進めていく会員組織です。

サポート会員募集！
サ�ポート会員になれる方／市内に住み、心身ともに健康で子育て
に理解と意欲のある20歳以上の方
サ�ポート会員になるためには／センター主催の入会説明会と養成
講習会を受講し、登録していただきます。日時は、随時広報あ
さかや市ホームページでお知らせします。
※もしものときに備えて、補償保険に加入しています(費用は市が
負担）
援助できる内容／
・�保育園等への送迎、開始前および終了後のお預かり
・�保護者の資格取得や外出、リフレッシュのためのお預かり
※そのほか、ファミリー会員が必要とする育児援助など
ファミリー・サポート・センター入会説明会・養成講習会
日時／①12月１日㈫　入会説明会…午前９時～９時30分、養成講習会…午前９時30分～正午
　　　②12月２日㈬　養成講習会…午前９時～正午
　　　③12月３日㈭　養成講習会…午前９時～正午
※ファミリー会員は入会説明会へ、サポート会員はすべての回への参加が必要です。
会場／中央公民館・コミュニティセンター　　定員／①②20人(要予約)、③15人(要予約)
保育／先着６人(１歳以上の未就学児)
申込方法／11月２日㈪　午前９時から電話またはファミリー・サポート・センター（保育課内）窓口で

～地域市民で子育てのお手伝い～

申・問／ファミリー・サポート・センター(保育課内)　　☎483-4501

ファミリー・サポート・センターをご利用ください

ファミサポのしくみ

援助を依頼したい会員はファミリー・サポート・センターに連絡します

ファミリー会員
育児の援助を受けたい人

サポート会員
育児の援助を行う人

ファミリー・サポート・センター

アドバイザー

アドバイザーはサポート会員をコーディネイトします

ファミリー会員、サポート会員とアドバイザーによる事前打ち合わせをします

会員による相互援助活動

援
助
の
打
診

登
　録

登
　録

援助の申し入れ

援　助

報　酬

家庭児童相談室です♪
お子さんが成長していく過程でおこる、さまざまな問題・心配なことをご相談ください。

問／家庭児童相談室（こども未来課内）
相�談日／毎週月～金曜日（年末年始、祝日を除く）
　　　　午前９時30分～午後４時　☎463-2231

――相談室の利用について――
◦相談は無料です（来室の場合は事前にご連絡ください）。　　◦個室でお受けしますので、気兼ねなく相談できます。
◦電話、手紙、来室などでご相談できます。　　◦相談についての秘密は固く守られますので、安心してご相談ください。

子育て中の保護者から
◦�子育てに疲れていて…
◦�子どもがかわいいと思えない
◦�どこに行っても落ち着きがなくて…
◦�子どもが強いこだわりを持っていて…
◦�しつけって…？　など

子ども自身から
◦�友達とうまくつき合えない
◦�家や学校で困っていることがある
◦�学校に行くのがつらい…　など

地域の方から
◦�あれって虐待なのかな…
◦�最近、姿を見かけなくて心配
◦�あの子、おうちで面倒見てもらっているのかしら…　など

例えばこんな
相談が
できますよ

◦�家庭児童相談室は、子どもたちの心身ともに健やかな成長をお手伝いする身近
な相談室です。
◦�子育てには楽しいこともあれば、イライラしたり不安なこともありますよね。
そんなあなたの気持ちをどうぞお聞かせください。
◦�保護者の方だけでなく、子ども自身、地域の方からの相談もお受けします。　
まずはご連絡ください（０歳～18歳くらいまでのお子さんが対象です）。
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〇助成金・支援金・補助金・給付金
名称 対象 問い合わせ（市外局番は048です）

住居確保給付金 離職・やむをえない休業等で家賃の支
払いが困難な方 福祉相談課　☎423-5082

ひとり親世帯臨時特別給付金 ひとり親の子育て世帯（所得制限あり） こども未来課　☎463-2834

★特別出産給付金 令和２年４月28日〜 12月31日に生ま
れたお子さんを育てている方など 健康づくり課　☎465-8611

傷病手当金（会社等に勤めている方）
朝霞市国民健康保険・後期高齢者医療
保険の被保険者で、感染または感染の
疑いにより会社等を休んだ方 保険年金課　

国民健康保険　☎463-0283
後期高齢者医療保険　☎463-1928★傷病見舞金（自営業などの方）

朝霞市国民健康保険の被保険者で、自
営業で新型コロナウイルス感染症に感
染し、休業等となった方

小学校等の臨時休業に対応する保護者
支援（厚生労働省） 委託を受けて個人で仕事をする方

厚生労働省学校等休業助成金・支援金、
雇用調整助成金コールセンター
☎0120-60-3999

新型コロナウイルス感染症対応休業支
援金・給付金

事業主の指示を受けて休業（休業手当の
支払いなし）した中小企業の労働者

厚生労働省新型コロナウイルス感染症
対応休業支援金・給付金コールセンター
☎0120-221-276

〇貸付・融資
★福祉資金貸付 家計の維持が苦しい世帯 福祉相談課　☎463-1594
特例緊急小口資金・特例総合支援資金 社会福祉協議会　☎486-2478
★朝霞市奨学金制度

学費などに困っている学生など

教育管理課　☎463-0793

埼玉県高等学校等奨学金制度 埼玉県教育局財務課授業料・奨学金
担当　☎048-830-6652

日本学生支援機構奨学金制度 日本学生支援機構奨学金相談センター
☎0570-666-301

〇料金・税金等の納付の猶予・減免等
国民健康保険税の減免

税金・保険料を支払うことができない方

保険年金課　☎463-0283
介護保険料の支払猶予・減免 長寿はつらつ課　☎463-1952
後期高齢者医療保険料の徴収猶予・減免 保険年金課　☎463-1928
国民年金保険料の免除 保険年金課　☎463-0284
市税の納税猶予

税金を一時的に納付することが困難な方

収納課　☎463-2023
県税の納税猶予 朝霞県税事務所　☎463-1671

国税の納税猶予 関東信越国税局猶予相談センター　
☎0120-948-249

水道料金・下水道使用料の支払猶予等 料金等を一時的に支払うことが困難な方 水道経営課　☎462-3366
★水道料金基本料金の減額 市内の全世帯および事業所 水道経営課　☎462-3366
★証明書郵送請求時の返信送料の免除 証明書等を郵送請求された方 総合窓口課　☎463-2605

★住民票・印鑑登録証明書の手数料免除 住民票・証明書等を発行された方 総合窓口課・朝霞駅前出張所・朝霞台
出張所・内間木支所　☎463-2605

新型コロナウイルス感染症対策に関する
税制上の措置

制度・対象についてはお問い合わせく
ださい。

課税課　市民税係　☎463-2852 ～ 3
　　　　固定資産税係　☎463-2875
　　　　庶務係　☎463-2851

所得税の確定申告（朝霞税務署） 期限内に申告等が困難な方 朝霞税務署　☎467-2211
〇その他
生活困窮に関する相談 離職や休業等で生活にお困りの方 福祉相談課　☎423-5082

生活保護に関する相談 傷病、失業等で生計の見通しが立たな
い方

生活援護課
☎463-1562・1576

障害年金受給者の障害状態確認届の届
出期間の延長

障害年金を継続して受給するため、届
出が必要な方 保険年金課　☎463-0284

★自転車等駐車場使用料の還付（学生の
定期利用者）

通学先の学校が休業となった学生で、
還付を希望される方 まちづくり推進課　☎463-1514

消費生活相談 悪質商法等について電話・対面相談を
したい方

地域づくり支援課
☎463-1111　内線2256

外国人相談窓口 新型コロナウイルスでお困りで、日本
語に自信がない外国人の方

埼玉県外国人向け新型コロナウイルス
相談ホットライン　☎048-711-3025

【個人向け】新型コロナウイルス感染症の支援・相談窓口一覧　★印は本市独自の事業
※詳細は、お問い合わせください。
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〇貸付・融資
名称 内容 問い合わせ（市外局番は048です）

★朝霞市中小企業融資制度および利子
補給

市内中小企業者が経営の安定化に必要
な事業資金の融資および支払利子の補
給　※令和２年１月から12月支払い利
子は全額補給 産業振興課　☎463-1903

★融資制度利用に係る各種証明書の発
行手数料の免除

市内事業者の方で、市、県および国の
融資を利用する際の証明書発行の手数
料を免除

埼玉県中小企業制度融資 県内中小企業者で、経営の安定化を図る
うえで必要な事業資金についての融資

埼玉県産業労働部金融課
☎048-830-3801
朝霞市商工会（申請先）　☎470-5959

新型コロナウイルス感染症特別貸付等
の日本政策金融公庫の融資制度

一時的な業績悪化をきたしている方へ
設備資金および運転資金を貸付

日本政策金融公庫事業資金相談ダイヤル
☎0120-154-505

〇認定書等の発行
セーフティネット保証４号、５号、
危機関連保証の認定書発行

各種保証、補助金申請に必要な認定書・
証明書の発行 産業振興課　☎463-1903小規模事業者持続化補助金の申請に関

するコロナウイルス感染症の影響を受
けたことの証明書発行

〇助成金・支援金等

持続化給付金（経済産業省） 営業自粛等で影響を受ける事業者に対
しての事業全般に使用できる給付金

持続化給付金事業コールセンター
☎0120-279-292

家賃支援給付金（経済産業省） 売上が減少した事業者の地代・家賃（賃
料）の負担を軽減する給付金

家賃支援給付金コールセンター
☎0120-653-930

雇用調整助成金（埼玉労働局） 事業活動縮小により従業員雇用維持を
図る場合で、休業手当等の一部を助成

ハローワーク朝霞
☎463-2233

埼玉県中小企業・個人事業主等家賃支援金
 テナント向け 　売上が減少したテナン
ト事業者の方に家賃の一部を支援
 オーナー向け 　家賃を減免した不動産
賃貸人に減免家賃の一部を支援

埼玉県中小企業等支援相談窓口
☎0570-000-678

小学校等の臨時休業に伴う保護者の休
暇取得支援（厚生労働省）

小学校等臨時休業に伴い、保護者に休
暇を取得させた事業者向けの助成金

厚生労働省学校等休業助成金・支援金、
雇用調整助成金コールセンター
☎0120-60-3999

★中小・小規模企業者支援金
令和２年１月～ 12月で、前年の同月と
比較し、売上が20パーセント以上減少
している事業者へ、一律10万円支給

産業振興課　☎463-1903

★持ち帰り・宅配サービス導入奨励金
令和２年２月～ 10月に持ち帰り（テイ
クアウト）または宅配（デリバリー）を始
めた飲食店に、一律５万円支給

中小事業者等が所有する事業用家屋お
よび償却資産に係る令和３年度分の固
定資産税・都市計画税の軽減措置

令和３年度分の固定資産税・都市計画
税の課税標準を、事業収入の減少幅に
応じ、２分の１またはゼロとします。

課税課固定資産税係　☎463-2875

〇相談窓口
商工業者の経営や融資に関する相談

事業者の方で、感染症、経営、融資、
労働に関する相談を実施

朝霞市商工会　☎470-5959

感染症に関する経営相談 埼玉県よろず支援拠点
☎0120-973-248

感染症に関連する特別労働相談 埼玉県労働局相談窓口
☎048-600-6262

農業者・食品事業者等向けの感染症に
関する相談

関東農政局企画調整室
☎048-740-0311・0016

新型コロナウイルス感染症等で影響を
受けている事業者等への無料相談窓口 産業振興課　☎463-1903

【事業者向け】新型コロナウイルス感染症の支援・相談窓口一覧　★印は本市独自の事業
※詳細は、お問い合わせください。



広報あさか　2020.11 6

　来年の彩夏祭開催に向け、「地域を盛り上げ、みんなで楽しめ
たら」との想いをこめて、歴代鳴子大賞受賞チームや花火など、
彩夏祭の歴史を感じられる特別なデザインの切手となっていま
す。
　切手としての使用はもちろん、今年だけの記念品として、鑑
賞や保存にもピッタリ！
　より多くの方に少しでも彩夏祭を感じてもらえれば幸いです。

販売価格／1,330円（税込）（84円切手×10枚）
販売方法／①県南西部の郵便局窓口
　　　　　②郵便局ホームページ（11月上旬予定）

★☆デザインされている鳴子大賞受賞チーム☆★
第31回（2014年）　かつみ
第32回（2015年）　夏舞徒
第33回（2016年）　朝霞なるこ遊和会
第34回（2017年）　霞童
第35回（2018年）　REDA舞神楽
第36回（2019年）　朝霞高校　若欅

　彩夏祭を継続して盛り上げていくために、「彩夏ちゃんガーデ
ンライト」を販売しています。
　ぜひ、クリスマスイルミネーションなどの飾り付けとして、
玄関先やお庭などに飾り、次回の開催に向けて、彩夏祭をご支
援ください！
　なお、この商品の製作の一部は、はあとぴあ福祉作業所にご
協力いただいております。

販売価格／1,000円（税込）
サ イ ズ／6.8㎝×13.0㎝
仕　　様／太陽光発電、暖色、夜間自動点灯
ステッカーの色／赤、黄色の２種類

どちらも数に限りがあります！
お早めにお買い求めください。
販売場所などの詳細は、彩夏祭
ホームページで確認してね♪

問／朝霞市民まつり実行委員会事務局（地域づくり支援課）
　　☎463-2645

彩夏祭のオリジナルフレーム切手を数量限定で販売中！

彩夏ちゃんガーデンライトを販売しています！

彩
さい

夏
か

祭
さい

朝霞市民まつり 特別企画！
お久しぶりです！

市民まつり実行委員会
からのお知らせだよ♪

彩夏祭
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市の職員数や職員給与等の状況についてお知らせします。　　　　　　　　　　　　　　問／職員課　☎463-3196
過去の情報は、市ホームページで公開していますのでご覧ください。

市職員の給与の状況などをお知らせします

人件費の状況（令和元年度普通会計決算）
住民基本
台帳人口

歳出額
（A) 実質収支 人件費

（B)
人件費率
（B/A)

H30年度
人件費率

142,073
人

43,266,460
千円

967,917
千円

7,142,917
千円 16.5% 17.0%

※住民基本台帳人口は、令和２年３月31日現在の数値です。
※人件費には、報酬・給与・共済費等を含みます。

職員給与費の状況（令和元年度普通会計決算）

職員数(A） 給料 職員手当 期末・
勤勉手当 計（B)

714人 2,670,344 798,921 1,150,937 4,620,202
千円 千円 千円 千円

１人当たりの給与費（B/A) 6,471千円

主な手当の概要（令和２年４月１日現在）
地域手当 支給率：12% 住居手当 借家等:最高28,000円

扶養手当

配偶者、父母等
　　主事補級～課長級：6,500円
　　部次長級：3,500円    部長級：なし
子　10,000円
　　※16～22歳の子１人につき5,000円加算

通勤手当
交通機関利用者：運賃相当額を支給（上限50,000円）
交通用具利用者：通勤距離に応じて支給
※徒歩及び通勤距離が２㎞未満は支給しない

管理職手当 35,000円～80,000円

期末手当 ６月：1.3月　12月：1.3月　計：2.6月
※一般職員の標準的な支給率

勤勉手当 ６月：0.95月　12月：0.95月　計：1.9月
※一般職員の標準的な支給率

時間外勤務手当（令和元年度）
職員１人当たりの平均支給年額 237千円

退職手当（令和２年４月１日現在）
区分 自己都合 定年

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
最高限度 47.709月分 47.709月分

職員の初任給（令和２年４月１日現在）

区分 朝霞市 埼玉県 国

一般行政職 大学卒 188,700円 188,700円 182,200円
高校卒 154,900円 154,900円 150,600円

職員の平均給料月額および平均年齢	 	
	 	 	 　（令和２年４月１日現在）

一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
325,045円 42.3歳 278,419円 55.4歳

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額	
	 	 	 　（令和２年４月１日現在）

経験年数 10～15年 15～20年 20～25年

一般行政職
大学卒 291,549円 332,720円 371,625円
高校卒 268,400円 300,133円 346,400円

技能労務職 高校卒 － － 282,850円

特別職の報酬など（令和２年４月１日現在）
市長 副市長 教育長 議長 副議長 議員

月額（円）930,000 788,000 722,000 473,000 412,000 390,000
期末
手当 年間4.5月分 年間3.75月分

退職
手当

市　長 給料月額×在職月数×35/100×115/100
副市長 給料月額×在職月数×21/100×115/100
教育長 給料月額×在職月数×20/100×115/100

職層別職員数（一般行政職）	 	 	
	 	  （令和２年４月１日現在　単位：人）
主事・
主事補
級

主任級 係長級 課長
補佐級 課長級

部次
長級 部長級 合計

114 119 107 47 40 18 12 457

部門別職員数の状況と主な増減理由	 	
	 　　　（令和２年４月１日現在　単位：人）
区　分 職員数 対前年

増減数 主な増減理由部　門 R２ H31
議　会 7 7 0
総務・企画 171 170 1 業務増による増
税　務 49 50 −1 調整による減
民　生 249 253 −4 退職等による減
衛　生 52 52 0
労　働 2 2 0
農林水産 4 4 0
商　工 4 4 0
土　木 58 58 0
教　育 118 119 −1 退職等による減

公
営
企
業
等

水　道 22 22 0
下水道 11 11 0
その他（国保等） 31 31 0
合　計 778 783 −5

懲戒処分（令和元年度　単位：人）
免　職 停　職 減　給 戒　告

0 0 0 0

公平委員会の業務の状況（令和元年度）
業務の種別 件数

職員の勤務条件に関する措置の要求の状況 0件
職員に対する不利益処分に関する審査請求の状況 0件

　問…問い合わせ

市ホームページ
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青
葉
台
公
園
の
新
し
い
広
場
、

「
コ
コ
イ
ロ
ア
オ
バ
」。
朝
霞
市
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
が
10
月

か
ら
、
遊
具
を
配
置
し
た
、
子
ど

も
向
け
の
新
し
い
プ
レ
イ
ラ
ン
ド

を
は
じ
め
ま
し
た
。

コ
コ
イ
ロ
ア
オ
バ
に
込
め
た

望
み

　「
角
張
っ
た
印
象
を
与
え
ず
、

か
わ
い
ら
し
い
雰
囲
気
を
持
っ
た

広
場
に
し
た
い
と
思
い
、
名
付
け

ま
し
た
。」
と
コ
コ
イ
ロ
ア
オ
バ

を
担
当
し
た
伊
藤
さ
ん
は
話
し
ま

す
。
親
に
、
そ
し
て
子
ど
も
に
親

し
ま
れ
る
広
場
に
。
そ
ん
な
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
広
場
を
つ
く
る
挑
戦

　
青
葉
台
公
園
の
運
営
・
管
理
を

行
う
朝
霞
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
公
社
で
は
、
公
園
内
の
自
然
や

公
園
設
備
が
中
心
部
に
固
ま
っ
て

お
り
、
親
子
で
訪
れ
遊
び
や
す
い

場
所
で
あ
る
と
い
う
、
青
葉
台
公

園
の
特
色
を
活
か
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
伊
藤
さ

ん
た
ち
は
今
年
の
３
月
か
ら
、
あ

る
挑
戦
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

親
子
で
楽
し
め
る
、
子
ど
も
向
け

の
遊
具
を
揃
え
た
新
し
い
遊
び
場

を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

一
つ
の
こ
だ
わ
り
、
た
く
さ

ん
の
共
感

　
一
方
、
同
公
社
公
園
体
育
施
設

事
務
所
所
長
・
宮
地
さ
ん
は
、
コ

コ
イ
ロ
ア
オ
バ
の
オ
ー
プ
ン
に
当

た
り
、
一
つ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
ミ

ニ
バ
イ
ク
や
三
輪
車
な
ど
の
遊
具

を
広
く
募
集
し
、
広
場
で
共
有
す

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
は
、
た
く

さ
ん
の
遊
具
で
楽
し
み
、
思
い
出

を
作
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、「
今

は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ

を
ま
た
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
募
集
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
多
く

の
共
感
を
呼
び
、
た
く
さ
ん
の
方

か
ら
寄
付
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

公
園
に
行
く
き
っ
か
け
に

　
コ
コ
イ
ロ
ア
オ
バ
の
実
施
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
投
稿
し
た
と
こ
ろ
、
予
想

以
上
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
伊

藤
さ
ん
は
、「
た
く
さ
ん
の
人
が
朝

霞
の
公
園
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
う
れ
し

か
っ
た
。
利
用
者
が
増
え
て
き
た

ら
、
規
模
を
拡
大
し
、
も
っ
と
い

ろ
い
ろ
な
も
の
を
開
催
し
て
い
き

た
い
。」
と
、
企
画
発
展
へ
の
意

気
込
み
を
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　
こ
う
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
コ
コ

イ
ロ
ア
オ
バ
。
青
葉
台
公
園
の
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
は
、
み
ん
な
の

思
い
出
が
つ
ま
っ
た
遊
具
が
集
ま

り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
目
を
輝
か

せ
、
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
る
、
そ
ん
な

広
場
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

11月以降は第１・３土日開催予定
午前９時～午後５時に青葉台公園ゲートボール場にてオープン。企画第１弾として、お子さんがのびのび遊べる
プレイランドを開催しています。（０～12歳向け、一部遊具利用制限あり）　※遊具募集中。右のコード参照。

Ａｓａｋａには「このまちを明
るくするには」「子どもたちのた
めには」と考える人たちがいます。
それはより良いＡｓａｋａの未
来を願うから。
そこから始まった、Ａｓａｋａ
の未来に向けた取り組みに注目
し、紹介します。

いま、動き出す。　　
　　　　Asakaの未来。

上から朝霞市文化・スポーツ
振興公社公園体育施設事務所
所長　宮

みや

地
じ

　秀
ひで

幸
ゆき

さん
主任　伊

い

藤
とう

　秀
ひで

晃
あき

さん

Fe a t u r e
×

F u t u r e

問／朝霞市文化・スポーツ振興公社　☎048-465-9811

願
い
が
集
ま
る

新
し
い
遊
び
場
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集
編

▼

会
員
委
集
編
り
よ
だ
会
議

第
３
回
朝
霞
市
議
会
定
例
会

令
和
元
年
度（
２
０
１
９
年
度
）朝
霞
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て
な
ど
19
議
案
を
審
議

　
令
和
２
年
第
３
回
朝
霞
市
議
会

定
例
会
は
、
８
月
31
日
㈪
か
ら
９

月
28
日
㈪
ま
で
29
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。
定
例
会
最
終
日

に
は
、
朝
霞
和
光
資
源
循
環
組
合

議
会
議
員
の
選
出
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら

19
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審

議
し
た
結
果
、
19
件
の
議
案
を
可

決
・
認
定
・
同
意
し
ま
し
た
。
ま

た
、
議
員
提
出
議
案
が
２
件
提
出

さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

　
議
案
の
件
名
と
要
旨
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
議
案
等
審
議
結
果
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。議　

案　
審　
議

議
案
第
46
号　
令
和
元
年
度（
２

０
１
９
年
度
）朝
霞
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

【
説
明
】

　
歳
入
445
億
857
万
828
円
、
歳
出
433

億
４
１
６
９
万
299
円
で
、
こ
の
決

算
を
正
当
な
も
の
と
し
て
認
定
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
税
、

地
方
消
費
税
交
付
金
、
国
庫
支
出

金
、
県
支
出
金
、
市
債
な
ど
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
防
災
行

政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
工
事
、

住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
借
上
料
、
介

護
給
付
・
訓
練
等
給
付
費
負
担
金
、

児
童
手
当
、
各
種
個
別
予
防
接
種
、

市
民
農
園
整
備
工
事
、
小
口
等
融

資
貸
付
預
託
金
、
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー

ド
整
備
工
事
、
朝
霞
地
区
一
部
事

務
組
合
負
担
金
、
学
校
の
給
食
賄

材
料
費
、
第
八
小
学
校
自
校
給
食

施
設
等
整
備
工
事
、
総
合
体
育
館

施
設
改
修
工
事
な
ど
で
す
。

【
質
疑
】

第
８
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画

利
根
川
仁
志
議
員　
朝
霞
市
は
、

こ
れ
ま
で
国
の
施
策
以
外
に
、
低

所
得
者
の
皆
さ
ま
を
対
象
と
し
た

市
独
自
の
保
険
料
の
軽
減
に
取
り

組
ん
で
き
て
お
り
ま
す
。
高
齢
者

が
増
え
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
も
増
加
す
る
中
で
、
介
護
保
険

特
別
会
計
自
体
が
大
き
く
な
る
と
、

同
時
に
保
険
料
も
増
え
て
く
る
は

ず
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
低
所

得
者
の
皆
さ
ま
へ
の
対
応
は
必
要

と
考
え
ま
す
。
令
和
３
年
度
か
ら

始
ま
る
第
８
期
計
画
の
現
在
の
進

捗
状
況
と
、
新
た
な
負
担
軽
減
に

つ
い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長　
現
在
策
定
を
進
め
て
い
る

第
８
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
で
は
、
令
和
３
年

度
か
ら
の
３
年
間
の
介
護
保
険
料

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本

市
の
介
護
保
険
料
は
、
現
在
第
１

段
階
は
県
内
の
自
治
体
で
一
番
低

く
、
第
２
、
第
３
段
階
に
お
い
て

も
大
変
低
い
保
険
料
率
に
し
て
い

ま
す
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
の
第
８
期
計

画
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
課
題

と
な
っ
て
い
た
世
帯
内
に
課
税
者

が
い
る
所
得
80
万
円
以
下
の
非
課

税
者
で
あ
る
第
４
段
階
の
方
の
保

険
料
率
の
引
き
下
げ
を
行
う
こ
と

で
、
低
所
得
者
の
方
に
対
す
る
さ

ら
な
る
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
質
単
年
度
収
支
マ
イ
ナ
ス
の
認

識黒
川
滋
議
員　
２
０
１
９
年
度
一

般
会
計
決
算
で
は
、
単
年
度
収
支

か
ら
資
本
的
な
収
支
を
差
し
引
き

し
た
「
実
質
単
年
度
収
支
」
が
マ

イ
ナ
ス
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
へ
の
認
識
を
お
伺

い
し
ま
す
。

総
務
部
長　
実
質
単
年
度
収
支
が

赤
字
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
歳

出
を
当
該
年
度
の
歳
入
だ
け
で
賄

う
こ
と
が
で
き
ず
に
、
前
年
度
か

ら
の
繰
り
越
し
財
源
を
消
費
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
決
し

て
好
ま
し
い
こ
と
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

　
次
年
度
以
降
も
赤
字
が
続
く
よ

う
で
す
と
、
徐
々
に
財
政
状
況
が

悪
化
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
歳
入
歳
出
の
動
き
を
適
宜

把
握
し
な
が
ら
、
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

職
員
の
時
間
外
勤
務
の
状
況
と
健

康
面
で
の
配
慮

石
川
啓
子
議
員　
職
員
の
時
間
外

勤
務
が
前
年
よ
り
９
５
２
９
時
間

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
時

間
外
勤
務
が
多
い
保
育
課
、
生
活

援
護
課
、
総
合
窓
口
課
な
ど
の
職

員
を
増
員
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
時
間
外
勤
務
が
多
か
っ

た
職
員
の
健
康
面
で
の
フ
ォ
ロ
ー

も
必
要
で
す
。

　
月
に
45
時
間
を
超
え
た
職
員
は

産
業
医
の
健
康
相
談
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
枠
が
３

人
ま
で
と
な
っ
て
い
て
多
く
の
職

員
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
健
康
相
談
の
枠
を
増
や
す

な
ど
改
善
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

総
務
部
長　
職
員
の
健
康
管
理
に

つ
い
て
は
、
私
ど
も
も
大
変
重
要

な
件
と
把
握
し
て
お
り
、
令
和
元

年
度
に
お
け
る
過
重
労
働
者
の
人

数
は
137
名
と
非
常
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
健
康
相
談
は
、
月
に
１

回
、
３
名
の
枠
と
な
っ
て
お
り
、

過
重
労
働
者
に
該
当
し
た
職
員
が

す
べ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た
め
、
時

間
数
の
多
い
職
員
を
優
先
的
に
相

談
し
て
も
ら
う
よ
う
に
進
め
て
お

り
、
そ
れ
以
外
の
職
員
に
つ
い
て

は
、
保
健
師
か
ら
の
声
が
け
や
職

員
か
ら
の
相
談
に
よ
り
体
調
面
の

フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い
る
状
況
で

す
。

　
健
康
相
談
に
つ
い
て
は
、
過
重

労
働
者
へ
の
対
応
の
ほ
か
、
定
期

健
康
診
断
の
結
果
に
基
づ
く
健
康

指
導
、
職
員
本
人
か
ら
の
申
し
出

に
よ
り
活
用
し
て
い
ま
す
が
、
健

康
相
談
の
実
施
日
を
増
や
す
こ
と

や
利
用
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
、

産
業
医
の
先
生
の
了
承
や
朝
霞
地

区
医
師
会
と
の
調
整
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
今
後
の
利
用
状
況

に
応
じ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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公
共
工
事
の
品
質
を
守
る
た
め
に

山
口
公
悦
議
員　
市
が
発
注
す
る

公
共
工
事
の
品
質
を
守
る
た
め
、

工
事
成
績
評
定
が
一
定
の
目
安
と

な
っ
て
い
ま
す
。
工
事
途
中
で
の

検
査
や
技
術
系
の
職
員
の
人
材
の

確
保
と
育
成
と
い
う
こ
と
が
公
共

工
事
の
品
質
を
担
保
す
る
う
え
で

重
要
で
す
。
２
０
１
９
年
度
の
総

評
と
人
材
の
確
保
と
育
成
に
つ
い

て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

副
市
長　
令
和
元
年
度
に
執
行
し

た
検
査
室
対
象
工
事
の
工
事
成
績

評
定
の
平
均
点
は
82
点
で
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
人
材
育
成
に
関
し
て
は
、
専
門

の
研
修
会
や
講
習
会
に
職
員
を
積

極
的
に
参
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、

県
の
工
事
検
査
に
立
ち
会
う
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
検
査
技
術
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
お

よ
び
県
内
市
町
村
で
構
成
す
る
工

事
検
査
担
当
者
連
絡
会
に
も
出
席

し
、
国
・
県
の
検
査
動
向
や
基
準
、

指
針
等
の
改
定
情
報
を
得
る
と
と

も
に
、
県
内
各
市
と
事
例
に
対
す

る
意
見
交
換
も
行
っ
て
い
ま
す
。

総
務
部
長　
技
術
系
職
員
の
人
材

確
保
で
す
が
、
定
期
採
用
試
験
の

応
募
者
が
少
な
く
、
採
用
に
至
ら

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
技
術
系
職
員
の
内
部
養

成
を
目
的
に
、
国
土
交
通
大
学
校

を
含
め
た
研
修
機
関
へ
職
員
を
派

遣
し
て
、
人
材
育
成
に
努
め
て
い

ま
す
。

【
採
決
】

認
定
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
47
号　
令
和
元
年
度（
２

０
１
９
年
度
）朝
霞
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

【
説
明
】

　
歳
入
111
億
４
０
６
０
万
９
８
２

８
円
、
歳
出
109
億
９
３
５
８
万
８

４
９
２
円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当

な
も
の
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で

す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
民
健

康
保
険
税
、
県
支
出
金
な
ど
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
療
養
給

付
事
業
、
高
額
療
養
費
支
給
事
業
、

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
な

ど
で
す
。

【
採
決
】

認
定
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
48
号　
令
和
元
年
度（
２

０
１
９
年
度
）朝
霞
市
朝
霞
都
市

計
画
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

【
説
明
】

　
歳
入
13
億
３
３
５
３
万
５
７
９

７
円
、
歳
出
12
億
２
７
１
２
万
４

４
７
４
円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当

な
も
の
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で

す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
使
用
料

及
び
手
数
料
、
繰
入
金
、
繰
越
金

な
ど
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
職
員
人

件
費
、
料
金
徴
収
業
務
委
託
料
、

公
営
企
業
会
計
移
行
支
援
業
務
委

託
料
、
荒
川
右
岸
流
域
下
水
道
事

業
の
維
持
管
理
負
担
金
お
よ
び
事

業
費
負
担
金
、
市
債
の
元
利
償
還

金
な
ど
で
す
。

【
採
決
】

認
定
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
49
号　
令
和
元
年
度（
２

０
１
９
年
度
）朝
霞
市
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

【
説
明
】

　
歳
入
73
億
３
８
２
２
万
４
０
６

７
円
、
歳
出
70
億
４
８
８
２
万
６

３
１
３
円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当

な
も
の
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で

す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
65
歳
以

上
の
第
１
号
被
保
険
者
分
保
険
料
、

介
護
給
付
費
交
付
金
な
ど
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
居
宅
介

護
等
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
負
担
金
、

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
負
担

金
、
介
護
予
防
事
業
や
包
括
的
支

援
事
業
・
任
意
事
業
に
係
る
委
託

料
な
ど
で
す
。

【
採
決
】

認
定
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
50
号　
令
和
元
年
度（
２

０
１
９
年
度
）朝
霞
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

【
説
明
】

　

歳
入
13
億
43
万
５
４
６
５
円
、

歳
出
12
億
９
６
９
０
万
８
４
４
６

円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当
な
も
の

と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、
繰
入
金
な
ど

で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
一
般
管

理
事
務
費
、
徴
収
事
業
、
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
事
業
、

保
険
料
還
付
事
業
な
ど
で
す
。

【
採
決
】

認
定
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
51
号　
令
和
元
年
度（
２

０
１
９
年
度
）朝
霞
市
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

【
説
明
】

　

剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て
は
、

当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
う

ち
、
２
億
５
７
９
４
万
６
２
７
４

円
を
資
本
金
へ
組
み
入
れ
、
減
債

積
立
金
お
よ
び
建
設
改
良
積
立
金

に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
５
０
０
万

円
を
積
み
立
て
る
も
の
で
す
。

　
決
算
に
つ
い
て
は
、
収
益
的
収

入
額
24
億
５
６
０
５
万
５
５
１
７

円
、
収
益
的
支
出
額
21
億
511
万
３

７
９
２
円
、
資
本
的
収
入
額
５
億

４
５
８
２
万
７
７
７
９
円
、
資
本

的
支
出
額
12
億
７
８
２
５
万
７
６

８
３
円
で
、
こ
の
決
算
を
正
当
な

も
の
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　

収
益
的
収
入
の
主
な
も
の
は
、

水
道
料
金
や
水
道
利
用
加
入
金
な

ど
で
す
。

　

収
益
的
支
出
の
主
な
も
の
は
、

県
水
受
水
費
や
職
員
人
件
費
、
委

託
料
、
修
繕
費
な
ど
で
す
。

　

資
本
的
収
入
の
主
な
も
の
は
、

企
業
債
で
す
。

　

資
本
的
支
出
の
主
な
も
の
は
、

泉
水
浄
水
場
場
外
施
設
制
御
設
備

更
新
工
事
、
水
道
施
設
耐
震
化
事

業
、
老
朽
管
更
新
お
よ
び
水
圧
不

足
改
善
事
業
な
ど
で
す
。

【
採
決
】

原
案
可
決
及
び
認
定(

賛
成
多
数
）
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議
案
第
52
号　
令
和
２
年
度（
２

０
２
０
年
度
）朝
霞
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

【
説
明
】

　
補
正
額
は
、
14
億
２
５
２
９
万

６
千
円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は
、

610
億
３
７
６
４
万
２
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方
特

例
交
付
金
、
国
庫
支
出
金
、
県
支

出
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入
、
市
債

を
増
額
し
、
使
用
料
及
び
手
数
料
、

繰
入
金
な
ど
を
減
額
し
、
地
方
交

付
税
を
新
た
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
避
難
所

に
お
け
る
感
染
症
対
策
に
係
る
経

費
、
介
護
保
険
利
用
者
負
担
軽
減

対
策
費
補
助
金
、
朝
霞
和
光
資
源

循
環
組
合
負
担
金
、
農
業
近
代
化

設
備
事
業
費
補
助
金
、
中
小
・
小

規
模
企
業
者
支
援
金
、
道
路
舗
装

工
事
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て
一

人
１
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
端
末

を
整
備
す
る
た
め
の
教
材
教
具
購

入
費
な
ど
を
増
額
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
計
上
す
る
も
の

と
し
て
は
、
障
害
者
施
設
や
保
育

園
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
に

お
け
る
感
染
症
対
策
へ
の
補
助
金
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
費
補

助
金
、
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
整
備

工
事
、
自
転
車
駐
車
場
整
備
工
事
、

防
火
水
槽
撤
去
に
伴
う
補
償
料
、

小
・
中
学
校
に
学
習
支
援
員
を
配

置
す
る
た
め
の
経
費
、
西
朝
霞
公

民
館
施
設
改
修
工
事
な
ど
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
令
和
元
年
度
決
算

に
よ
る
前
年
度
繰
越
金
を
財
政
調

整
基
金
に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

【
質
疑
】

教
育
費
に
お
け
る
学
習
支
援
事
業

本
田
麻
希
子
議
員　
教
育
費
に
お

い
て
学
習
支
援
事
業
が
盛
り
込
ま

れ
、
支
援
員
謝
金
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
支
援
事
業
の
具
体

的
な
内
容
と
支
援
員
を
会
計
年
度

任
用
職
員
と
し
て
雇
用
す
る
の
か
、

謝
金
を
支
払
う
と
い
う
待
遇
に
な

る
の
か
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

学
校
教
育
部
長　
今
回
の
学
習
支

援
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
長
期
の
臨
時
休

業
の
影
響
か
ら
、
学
習
内
容
の
定

着
が
不
十
分
な
児
童
・
生
徒
へ
の

学
び
の
保
障
の
た
め
に
、
学
習
支

援
員
を
配
置
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
国
が
実
施
す
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
学

習
支
援
事
業
、
学
習
指
導
員
等
配

置
事
業
に
よ
る
補
助
金
を
受
け
て

実
施
す
る
も
の
で
、
国
の
要
綱
等

に
基
づ
き
、
小
学
校
に
各
２
名
、

中
学
校
に
各
１
名
を
配
置
す
る
予

定
で
す
。

　
待
遇
に
つ
い
て
は
、
報
償
費
に

よ
る
謝
金
対
応
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
転
車
駐
車
場
整
備
に
つ
い
て

福
川
鷹
子
議
員　
自
転
車
は
健
康

に
よ
い
こ
と
や
環
境
に
優
し
い
だ

け
で
な
く
手
軽
で
便
利
な
の
で
、

大
勢
の
市
民
が
通
勤
、
通
学
な
ど

で
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅

を
利
用
す
る
際
に
は
駅
周
辺
の
自

転
車
駐
車
場
の
定
期
利
用
を
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
付
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
付
３

人
乗
り
自
転
車
な
ど
大
型
化
し
た

自
転
車
を
利
用
す
る
人
が
増
え
、

従
来
の
自
転
車
駐
車
場
に
は
収
ま

ら
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
整
備

が
必
要
で
す
。
本
市
の
今
後
の
整

備
内
容
、
供
用
開
始
の
時
期
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　
駅
前
自
転
車
駐

車
場
に
お
い
て
、
大
型
自
転
車
の

長
期
間
に
わ
た
る
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
が
発
生
し
て
い
る
と
と
も
に
、

子
育
て
世
代
か
ら
の
大
型
自
転
車

駐
車
場
の
増
設
要
望
も
多
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
駐
車
場
の
整
備
工
事

を
実
施
す
る
た
め
、
こ
の
た
び
補

正
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
工
事
の
内
容
は
、
朝
霞
台
駅
南

口
の
溝
沼
浄
水
場
跡
地
に
47
台
、

北
朝
霞
駅
東
口
原
動
機
付
自
転
車

駐
車
場
内
に
60
台
、
朝
霞
駅
東
口

の
駅
東
通
線
事
業
予
定
地
内
に
71

台
、
朝
霞
駅
南
口
原
動
機
付
自
転

車
駐
車
場
内
に
51
台
、
合
計
229
台

の
大
型
自
転
車
駐
車
場
を
整
備
す

る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
整
備
工
事
は
、
令
和
３

年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
を
計
画
し

て
お
り
、
供
用
開
始
は
令
和
３
年

４
月
１
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

オ
リ
・
パ
ラ
の
現
体
制
と
災
害
対

応
に
つ
い
て

田
辺
淳
議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
ま
さ
に
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
規
模
の
感
染

拡
大
）
で
、
全
く
や
む
気
配
も
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
よ
り
今
年
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
来
年
に
延
期
と
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
も
そ
も
来
年
に
で
き
る
か

ど
う
か
も
不
透
明
で
、
む
し
ろ
絶

望
的
で
す
。
現
在
の
市
の
オ
リ
・

パ
ラ
に
要
す
る
人
員
体
制
と
、
そ

の
人
た
ち
を
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
一

年
配
置
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
問

わ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
応
や
風
水

害
の
災
害
対
策
な
ど
、
い
ま
、
緊

急
性
を
要
す
る
と
こ
ろ
に
（
人
件

費
の
有
効
活
用
の
意
味
も
兼
ね
て
）

職
員
を
配
置
す
る
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

市
長　
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
、

初
め
は
健
康
づ
く
り
課
を
中
心
に

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
と
し
て

は
有
事
の
際
の
対
応
と
し
て
、
危

機
管
理
室
も
中
心
に
な
っ
て
行
う

よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、
今
は
危

機
管
理
室
と
健
康
づ
く
り
課
が
事

務
局
に
な
っ
て
動
い
て
い
ま
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
部
署
か
ら
応
援
の
職

員
を
出
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
も
皆
さ
ん
あ
る

わ
け
で
す
が
、
特
に
オ
リ
・
パ
ラ

室
は
こ
れ
か
ら
仕
事
が
な
く
な
る

わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
東
京

都
が
、
今
は
行
う
と
い
う
前
提
で

進
め
て
い
ま
す
か
ら
、
我
々
と
し

て
は
、
そ
れ
に
向
け
て
協
力
し
て

い
く
と
い
う
の
が
基
本
姿
勢
で
す

の
で
、
今
後
に
つ
い
て
も
、
ど
う

い
う
状
況
に
な
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
全
庁
内
の
職
員
を
柔
軟
に

割
り
振
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。



広報あさか　2020.11 12

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ
い
て

大
橋
正
好
議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
売
す
る

理
由
と
内
容
を
お
聞
き
し
ま
す
。

市
民
環
境
部
長　
今
回
発
行
す
る

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
、
500
円

券
の
12
枚
つ
づ
り
で
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

大
き
く
受
け
た
飲
食
店
や
個
店
、

個
人
の
事
業
者
な
ど
小
規
模
事
業

者
の
支
援
を
目
的
の
一
つ
と
し
て

い
る
た
め
、
参
加
店
舗
か
ら
ス
ー

パ
ー
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
除
外
す
る

予
定
で
す
。
そ
れ
ら
が
対
象
外
と

な
る
こ
と
で
、
購
入
を
控
え
る
方

も
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
50

㌫
の
プ
レ
ミ
ア
ム
率
で
、
販
売
単

位
を
６
千
円
と
小
さ
く
し
、
個
人

の
商
店
な
ど
で
使
い
や
す
い
商
品

券
と
な
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
１
人
５
冊
ま
で
、
最
大

２
万
円
で
３
万
円
の
商
品
券
を
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
採
決
】

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
53
号　
令
和
２
年
度（
２

０
２
０
年
度
）朝
霞
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）

【
説
明
】

　
補
正
額
は
、
１
億
７
３
０
１
万

５
千
円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は
、

106
億
304
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
県
支
出
金
、
繰
越
金

を
増
額
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
国
民
健

康
保
険
税
の
減
免
に
伴
う
還
付
金
、

保
険
給
付
費
等
交
付
金
の
確
定
に

伴
う
返
還
金
を
増
額
し
、
今
回
の

補
正
に
お
け
る
歳
入
歳
出
の
差
引

額
を
財
政
調
整
基
金
等
積
立
事
業

に
積
み
立
て
る
も
の
で
す
。

【
採
決
】

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
54
号　
令
和
２
年
度（
２

０
２
０
年
度
）朝
霞
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

【
説
明
】

　
補
正
額
は
、
２
億
９
２
０
１
万

３
千
円
の
増
額
で
、
予
算
総
額
は
、

74
億
１
７
４
５
万
８
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
、
支
払

基
金
交
付
金
、
県
支
出
金
、
繰
入

金
、
基
金
繰
入
金
、
繰
越
金
を
増

額
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
等
の
感
染
予
防
対
策
の

た
め
の
衛
生
用
品
等
の
購
入
な
ど

に
よ
り
一
般
介
護
予
防
事
業
費
、

包
括
的
支
援
事
業
・
任
意
事
業
費
、

介
護
保
険
保
険
給
付
費
支
払
基
金

積
立
金
、
令
和
元
年
度
決
算
の
確

定
に
伴
う
国
、
県
、
支
払
基
金
へ

の
返
還
金
お
よ
び
一
般
会
計
繰
出

金
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

【
採
決
】

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
55
号　
令
和
２
年
度（
２

０
２
０
年
度
）朝
霞
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）

【
説
明
】

　
補
正
額
は
、
352
万
６
千
円
の
増

額
で
、
予
算
総
額
は
、
14
億
６
万

３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
繰
越
金
を
増
額
し
て

い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
令
和
元
年
度
の
出
納

整
理
期
間
分
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
一
般
会
計
繰
出
金
を
増

額
し
て
い
ま
す
。

【
採
決
】

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
56
号　
朝
霞
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
説
明
】

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
個
人
市

民
税
で
は
、
未
婚
の
ひ
と
り
親
に

対
す
る
税
制
上
の
措
置
お
よ
び
寡

婦
控
除
を
見
直
し
、
固
定
資
産
税

で
は
、
登
記
簿
上
の
所
有
者
が
死

亡
し
、
相
続
登
記
さ
れ
る
ま
で
の

間
に
お
い
て
、
現
に
所
有
し
て
い

る
者
の
申
告
の
制
度
化
を
行
い
、

市
た
ば
こ
税
で
は
、
軽
量
な
葉
巻

た
ば
こ
の
課
税
方
式
の
見
直
し
を

段
階
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
お
よ
び
そ
の
ま
ん
延
防
止

の
た
め
の
措
置
が
納
税
者
に
及
ぼ

す
影
響
の
緩
和
を
図
る
た
め
、
個

人
市
民
税
で
は
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
の
適
用
期
限
を
延

長
し
、
固
定
資
産
税
で
は
、
中
小

事
業
者
が
所
有
す
る
事
業
用
家
屋

お
よ
び
償
却
資
産
に
係
る
課
税
標

準
に
つ
い
て
、
事
業
収
入
の
減
少

幅
に
応
じ
た
軽
減
な
ど
を
行
い
、

軽
自
動
車
税
で
は
、
環
境
性
能
割

の
臨
時
的
軽
減
措
置
を
延
長
す
る

も
の
で
す
。

【
質
疑
】

ひ
と
り
親
控
除
の
改
正
に
つ
い
て

駒
牧
容
子
議
員　
今
回
の
改
正
に

よ
る
「
ひ
と
り
親
控
除
」
の
創
設

お
よ
び
「
寡
婦
控
除
」
の
見
直
し

内
容
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
改
正
に
伴
い
影

響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
対
象
の

方
々
と
そ
の
人
数
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

総
務
部
長　
ひ
と
り
親
に
対
す
る

税
制
改
革
の
内
容
は
、
す
べ
て
の

ひ
と
り
親
に
対
す
る
公
平
な
税
制

を
実
現
す
る
た
め
、
ひ
と
り
親
控

除
を
創
設
し
、
非
課
税
措
置
お
よ

び
寡
婦
控
除
の
見
直
し
を
行
う
も

の
で
、
対
象
と
な
る
ひ
と
り
親
は
、

現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
、
本
人

の
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
500
万

円
以
下
の
方
な
ど
で
す
。

　
子
以
外
の
扶
養
親
族
を
有
す
る

死
別
・
離
別
の
女
性
な
ど
は
寡
婦

控
除
と
し
て
存
置
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
他
の
ひ
と
り
親
の
方
は
、
す

べ
て
ひ
と
り
親
控
除
に
統
一
さ
れ

ま
す
。

　
個
人
市
民
税
の
非
課
税
措
置
の

見
直
し
と
し
て
、
新
た
に
ひ
と
り

親
を
非
課
税
措
置
の
対
象
と
す
る

こ
と
か
ら
、
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
135
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
、

個
人
市
民
税
が
非
課
税
に
な
り
ま

す
。

　
ひ
と
り
親
控
除
の
創
設
に
伴
う

影
響
と
し
て
、
未
婚
の
ひ
と
り
親

と
寡
夫
控
除
の
対
象
の
方
は
減
税

と
な
る
一
方
、
寡
婦
控
除
に
所
得
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制
限
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り

対
象
外
と
な
る
方
は
増
税
と
な
り

ま
す
。

　
対
象
者
数
は
、
新
た
に
対
象
と

な
る
未
婚
の
ひ
と
り
親
の
方
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
制
度
で
あ
る
た

め
、
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
対

象
と
な
る
寡
夫
の
方
は
159
人
、
寡

婦
の
方
の
う
ち
、
所
得
制
限
に
よ

り
ひ
と
り
親
控
除
の
対
象
外
と
な

る
方
は
90
人
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

【
採
決
】

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
57
号　
朝
霞
市
都
市
計
画

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
説
明
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

お
よ
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め

の
措
置
が
納
税
者
に
及
ぼ
す
影
響

の
緩
和
を
図
る
た
め
、
地
方
税
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
中
小
事

業
者
が
所
有
す
る
事
業
用
家
屋
に

係
る
課
税
標
準
に
つ
い
て
、
事
業

収
入
の
減
少
幅
に
応
じ
軽
減
す
る

も
の
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
法
律
改
正
に
合
わ

せ
て
、
所
要
の
措
置
を
行
う
も
の

で
す
。

【
採
決
】

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
58
号　
朝
霞
市
水
道
事

業
及
び
下
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

【
説
明
】

　
給
水
人
口
お
よ
び
１
日
最
大
給

水
量
を
現
状
に
合
わ
せ
る
た
め
に

変
更
す
る
も
の
で
す
。

【
採
決
】

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
59
号　
財
産
の
取
得
に

つ
い
て

【
説
明
】

　
取
得
す
る
財
産
は
、
朝
霞
市
立

中
学
校
に
お
け
る
学
習
者
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、

ケ
ー
ス
一
体
型
キ
ー
ボ
ー
ド
、
管

理
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
そ
れ
ぞ
れ
２

２
０
６
台
分
で
す
。

　
契
約
金
額
は
、
税
抜
き
１
億
１

千
万
円
で
す
。

【
採
決
】

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
60
号　
財
産
の
取
得
に

つ
い
て

【
説
明
】

　
取
得
す
る
財
産
は
、
朝
霞
市
立

小
学
校
に
お
け
る
学
習
者
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、

ケ
ー
ス
一
体
型
キ
ー
ボ
ー
ド
、
管

理
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
そ
れ
ぞ
れ
４

９
６
３
台
分
、
教
育
委
員
会
管
理

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
１
台
で
す
。

　
契
約
金
額
は
、
税
抜
き
２
億
４

７
５
３
万
９
５
５
１
円
で
す
。

【
採
決
】

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

議
案
第
61
号　
人
権
擁
護
委
員

候
補
者
の
推
薦
に
関
す
る
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
説
明
】

　

任
期
満
了
と
な
る
次
の
方
を
、

再
び
委
員
に
推
薦
す
る
こ
と
に
議

会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。

久く

瀬ぜ　
逸い

つ
子こ

【
採
決
】

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

議
案
第
62
号　
教
育
委
員
会
委

員
任
命
に
関
す
る
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

【
説
明
】

　

任
期
満
了
と
な
る
次
の
方
を
、

再
び
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

平ひ
ら

木き　
倫み

ち
子こ

【
採
決
】

同
意
（
全
会
一
致
）

議
案
第
63
号　
教
育
委
員
会
委

員
任
命
に
関
す
る
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

【
説
明
】

　

任
期
満
了
と
な
る
次
の
方
を
、

再
び
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に
同

意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

髙た
か

橋は
し　

松ま
つ

久ひ
さ

【
採
決
】

同
意
（
全
会
一
致
）

議
案
第
64
号　
教
育
委
員
会
委

員
任
命
に
関
す
る
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

【
説
明
】

　
次
の
方
を
新
た
に
、
委
員
に
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
を
求
め
る
も

の
で
す
。

上う
え

野の　
正ま

さ
道み

ち

【
採
決
】

同
意
（
賛
成
多
数
）

一　
般　
質　
問

　
一
般
質
問
と
は
、
生
活
に
関
わ

る
市
政
全
般
の
こ
と
に
つ
い
て
、

市
に
対
し
て
行
う
質
問
で
す
。

総　
務　
関　
係

朝
霞
台
駅
改
修
工
事
予
定

の
現
況
に
つ
い
て

須
田
義
博
議
員　
朝
霞
台
駅
の
改

修
工
事
計
画
に
伴
い
、
北
朝
霞
地

区
に
お
い
て
は
、
こ
の
機
会
に
地

区
の
公
共
施
設
再
編
を
行
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
ま
す
。
朝
霞
台
出
張

所
は
で
き
れ
ば
駅
舎
の
中
に
移
転

さ
せ
て
、
今
の
場
所
は
別
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
施
設
に
す
る
な
ど
、

老
朽
化
を
迎
え
た
周
辺
公
共
施
設

の
統
合
や
再
編
に
と
っ
て
、
よ
い

機
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。
こ
の
地

区
は
、
ま
と
ま
っ
た
土
地
が
無
く
、

土
地
の
確
保
も
難
し
い
地
区
で
す
。

溝
沼
浄
水
場
の
跡
地
も
含
め
、
北

朝
霞
地
区
の
公
共
施
設
再
編
に
つ

い
て
、
朝
霞
市
の
考
え
を
お
聞
き

し
ま
す
。

市
長　
北
朝
霞
地
区
の
公
共
施
設

の
再
編
は
、
こ
れ
か
ら
当
然
行
っ

て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
し
、
私
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
中
に
も
朝
霞
台
駅
南

口
の
改
修
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

財
政
等
の
状
況
か
ら
難
し
く
、
手

が
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
今
後
、
朝
霞
台
駅
の
駅
舎
の
改

修
に
合
わ
せ
て
、
再
編
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
溝
沼
浄

水
場
跡
地
に
つ
い
て
は
、
北
朝
霞

地
区
に
は
貴
重
な
公
有
地
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
当
面
、
一
部
を

大
型
の
自
転
車
駐
車
場
と
し
て
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
こ
の
地
域
で
は
、
児
童
館

あ
る
い
は
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
公
共
施
設
を
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望
む
ご
意
見
も
伺
っ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
う
い
っ
た
施
設
を
含
む
複

合
的
な
施
設
の
整
備
が
で
き
な
い

か
、
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目　
上
野
荒
川

運
動
公
園
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い

て
／
災
害
時
の
自
動
車
に
よ
る
避

難
に
つ
い
て

性
犯
罪
・
性
暴
力
に
つ
い

て福
川
鷹
子
議
員　
性
犯
罪
・
性
暴

力
の
根
絶
は
、
待
っ
た
な
し
の
課

題
で
す
。
誰
も
が
性
犯
罪
・
性
暴

力
の
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
傍

観
者
に
も
な
ら
な
い
よ
う
社
会
全

体
で
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
し
、
令
和
２
年
度
か
ら

４
年
度
ま
で
の
３
年
間
を
、
性
犯

罪
・
性
暴
力
対
策
の
集
中
強
化
期

間
と
し
て
刑
法
の
在
り
方
の
検
討
、

被
害
者
支
援
の
充
実
、
加
害
者
対

策
、
教
育
、
啓
発
の
強
化
等
の
実

効
性
あ
る
取
り
組
み
を
速
や
か
に

進
め
る
こ
と
や
今
年
10
月
ま
で
に

全
国
共
通
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
を
導
入

す
る
方
針
が
決
ま
り
ま
し
た
。
本

市
の
取
り
組
み
を
お
聞
き
し
ま
す
。

総
務
部
長　
性
犯
罪
・
性
暴
力
対

策
に
つ
い
て
は
、
男
女
平
等
推
進

庁
内
連
絡
会
議
の
組
織
を
活
用
し

て
、
関
係
部
課
相
互
の
連
絡
調
整

や
役
割
、
職
員
の
意
識
醸
成
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
関
係
機
関
と
は
、
Ｄ
Ｖ

対
策
関
係
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
の
組
織
を
活
用
し
て
、
配
偶
者

お
よ
び
パ
ー
ト
ナ
ー
等
か
ら
の
暴

力
の
根
絶
に
向
け
た
連
携
体
制
の

強
化
に
加
え
て
、
国
や
県
・
市
に

お
け
る
性
犯
罪
・
性
暴
力
に
対
す

る
被
害
者
支
援
の
取
り
組
み
や
役

割
に
つ
い
て
協
議
す
る
な
ど
、
連

携
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
若
年
層
に
対
す
る
性
犯

罪
・
性
暴
力
は
、
子
ど
も
の
成
育

に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か

ら
、
教
育
委
員
会
や
こ
ど
も
未
来

課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
等
に
よ
る
支

援
、
さ
ら
に
防
犯
対
策
の
観
点
か

ら
、
危
機
管
理
部
門
と
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
性
犯
罪
・
性
暴
力

対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目　
障
害
児
保

育
に
つ
い
て
／
学
校
教
育
に
つ
い

て
／
明
る
い
話
題
を
届
け
る
た
め

に

性
的
少
数
者
へ
の
支
援
体

制
に
つ
い
て

山
下
隆
昭
議
員　
本
市
に
お
い
て

は
、
昨
年
６
月
議
会
で
性
的
少
数

者
に
関
す
る
請
願
が
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
、
職
員
研
修
や
当
事
者

の
方
と
の
意
見
交
換
等
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
東
京
都
で
は
７
月
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
活
用
し
た
専
門
の
相
談
窓
口

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
相
談
＠
東
京
」
を
開

設
し
、
幅
広
く
対
応
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
情
報
ツ
ー
ル
を
活
用

し
、
行
政
と
の
間
に
限
ら
ず
、
当

事
者
同
士
や
ご
家
族
、
支
援
者
な

ど
、
広
く
横
の
つ
な
が
り
を
構
築

す
る
こ
と
が
、
さ
ら
な
る
理
解
の

促
進
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

総
務
部
長　
昨
年
度
、
市
が
多
様

な
性
に
関
す
る
チ
ラ
シ
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
際
に
、
市
内

の
当
事
者
の
方
を
通
じ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
て
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー

に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
イ
ラ

ス
ト
の
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

く
な
ど
、
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
が
図

れ
た
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
施
策
展
開

に
つ
い
て
は
、
相
談
体
制
の
充
実

や
当
事
者
同
士
の
つ
な
が
り
の
場

の
創
出
な
ど
が
考
え
ら
れ
、
手
軽

に
相
談
が
で
き
る
、
同
じ
悩
み
を

抱
え
る
方
と
の
交
流
が
図
り
や
す

い
な
ど
の
利
点
が
あ
る
一
方
で
、

相
談
の
受
け
手
側
の
体
制
づ
く
り

や
、
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
等
に
対
処
す

る
た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
の

課
題
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

先
進
自
治
体
や
民
間
団
体
等
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
調
査

研
究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目　
内
間
木
橋

の
撤
去
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て
／

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

活
用
に
つ
い
て

利
根
川
仁
志
議
員　
市
内
で
中
小

企
業
を
経
営
す
る
方
に
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
、

室
内
換
気
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
パ

ネ
ル
を
設
置
す
る
等
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
朝
霞
市
の
中
小
企
業
対
策
支
援

金
で
は
、
20
㌫
以
上
減
収
し
た
企

業
に
、
10
万
円
の
支
援
金
を
出
す

施
策
を
行
い
ま
し
た
が
、
同
様
に
、

３
密
対
策
で
投
資
を
行
い
、
頑
張

っ
て
経
営
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

中
小
企
業
の
皆
さ
ま
へ
、
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
一
部
で

も
助
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

市
長
公
室
長　
補
正
予
算
に
計
上

し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
は
、
小
・
中
学
校

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
購
入
、
飲
食
店

等
へ
の
観
点
か
ら
、
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
の
発
行
支
援
、
中
小
・

小
規
模
企
業
者
支
援
金
の
追
加
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
生
活
や
市
内
事
業

者
の
事
業
活
動
の
継
続
を
支
援
す

る
た
め
、
ま
た
、
３
密
の
回
避
な

ど
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
対
応

す
る
た
め
、
国
の
事
例
集
「
地
域

未
来
構
想
20
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
例
集
の
提
供
を
受
け
て
お
り
、

そ
れ
ら
も
庁
内
で
共
有
し
な
が
ら

参
考
に
し
つ
つ
、
さ
ら
に
実
施
の

必
要
性
な
ど
を
判
断
し
、
優
先
度

や
財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
た
う

え
で
決
定
し
た
も
の
で
す
。

教
育
環
境
関
係

さ
わ
や
か
相
談
室
等
の
利

用
に
つ
い
て

宮
林
智
美
議
員　
さ
わ
や
か
相
談

室
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
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ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

は
一
番
身
近
で
学
校
や
家
庭
、
地

域
に
つ
な
が
っ
て
も
ら
え
る
相
談

窓
口
で
す
。
学
校
か
ら
の
お
知
ら

せ
等
で
存
在
は
知
っ
て
い
る
も
の

の
、
い
ざ
相
談
し
よ
う
と
思
っ
て

も
結
構
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
気
軽

に
立
ち
寄
っ
た
り
電
話
を
か
け
た

り
し
づ
ら
い
も
の
で
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
予
約
や
相
談
が
で
き
れ
ば
、

も
っ
と
気
軽
に
利
用
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

伺
い
ま
す
。

学
校
教
育
部
長　
さ
わ
や
か
相
談

室
の
役
割
や
機
能
に
つ
い
て
は
、

教
職
員
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
生
徒
が
さ
わ
や
か
相
談
室

に
つ
な
が
っ
た
り
、
不
登
校
だ
っ

た
生
徒
が
さ
わ
や
か
相
談
室
に
登

校
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
ま
し
た
が
、

若
手
の
教
員
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
さ
わ
や
か
相
談
室
の
活

動
へ
の
理
解
が
不
十
分
な
た
め
に
、

必
要
な
生
徒
や
保
護
者
へ
の
紹
介

が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
教
職

員
に
さ
わ
や
か
相
談
室
の
活
動
を

周
知
し
、
児
童
・
生
徒
お
よ
び
保

護
者
に
対
し
て
さ
わ
や
か
相
談
室

な
ど
の
相
談
窓
口
を
積
極
的
に
紹

介
す
る
よ
う
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
、
今
年
度
中

に
教
職
員
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
整
備
す
る
の
と
同
時
に
、
さ
わ

や
か
相
談
室
に
も
１
台
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
整
備
す
る
予
定
で
す
の

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
相
談
や

予
約
に
つ
い
て
は
、
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
運
用
規
程
を
今
後
、
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目　
障
が
い
の

あ
る
乳
幼
児
の
保
育
／
液
体
ミ
ル

ク
の
災
害
備
蓄
／
脊
柱
側
わ
ん
症

の
検
診
に
つ
い
て

教
科
書
採
択
の
現
状
と
課

題田
原
亮
議
員　
我
が
国
の
子
供
達

の
自
尊
感
情
は
相
対
的
に
低
い
。

そ
の
原
因
は
教
育
に
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
歴
史
教
科
書
採
択
に
つ
い
て
は
、

戦
後
の
連
合
国
軍
統
治
下
に
お
け

る
Ｗ
Ｇ
Ｉ
Ｐ
か
ら
い
ま
だ
に
抜
け

出
せ
な
い
、
も
し
く
は
そ
の
手
法

を
都
合
よ
く
利
用
し
続
け
る
勢
力

の
存
在
が
大
き
な
問
題
で
す
。

　
教
科
書
展
示
会
ア
ン
ケ
ー
ト
や

採
択
へ
の
要
望
に
も
、
特
定
の
教

科
書
を
採
択
し
な
い
よ
う
求
め
る

等
、
声
だ
け
大
き
い
一
部
の
勢
力

の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

来
年
の
中
学
歴
史
教
科
書
採
択
結

果
と
本
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

学
校
教
育
部
長　
採
択
さ
れ
た
歴

史
教
科
書
の
出
版
社
に
つ
い
て
は
、

第
５
採
択
地
区
と
し
て
設
定
さ
れ

て
い
る
朝
霞
市
お
よ
び
和
光
市
で

は
、
令
和
３
年
度
の
使
用
教
科
書

と
し
て
東
京
書
籍
の
歴
史
教
科
書

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県

下
で
も
25
地
区
す
べ
て
の
採
択
地

区
に
お
い
て
、
東
京
書
籍
が
採
択

さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
長　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

よ
り
幅
広
い
視
点
か
ら
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
専
門
性
を
有

す
る
調
査
員
に
よ
る
報
告
書
や
学

校
が
作
成
し
た
調
査
研
究
資
料
と

併
せ
て
、
要
望
書
や
ア
ン
ケ
ー
ト

も
資
料
の
一
つ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
採
択
に
際
し
て
は
、
児
童
・
生

徒
や
地
域
の
実
態
に
合
わ
せ
た
最

も
適
切
な
教
科
書
を
採
択
す
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
り
、
綿
密
な
調
査

研
究
を
踏
ま
え
、
公
正
性
、
透
明

性
を
高
め
、
適
切
に
行
わ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目　
朝
霞
駅
「

市
役
所
通
り
」
お
よ
び
北
朝
霞
地

区
の
に
ぎ
わ
い
創
出
／
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
に
お
け
る
ソ
フ
ト
面
の
課
題

希
望
を
叶
え
る
授
業
料
助

成
拡
大
と
家
計
負
担
軽
減

か
し
わ
や
勝
幸
議
員　
高
校
就
学

支
援
制
度
は
経
済
的
負
担
軽
減
と

教
育
機
会
均
等
を
目
的
に
、
国
の

高
校
就
学
支
援
制
度
・
私
立
高
校

授
業
料
無
償
化
制
度
の
う
え
に
、

県
独
自
の
高
校
等
父
母
負
担
軽
減

補
助
事
業
の
３
階
建
て
で
無
償
化

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
52
年
施

行
の
県
補
助
事
業
の
み
県
外
私
立

は
助
成
対
象
外
で
す
。

　
朝
霞
市
の
進
学
状
況
は
、
県
内

私
立
28
㌫
・
県
外
私
立
14
㌫
で
す

が
、
県
民
税
を
徴
収
さ
れ
て
い
な

が
ら
、
多
く
の
家
庭
・
学
生
は
対

象
外
で
不
平
等
、
教
育
機
会
不
均

等
で
是
正
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

市
長
・
教
育
委
員
会
の
見
解
を
伺

い
ま
す
。

市
長　
埼
玉
県
父
母
負
担
軽
減
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
私
も
不

公
平
感
は
議
員
と
共
有
で
き
ま
す

の
で
、
機
会
を
捉
え
て
、
県
に
私

か
ら
も
要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
教
育
部
長　
埼
玉
県
父
母
負

担
軽
減
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、

県
外
の
私
立
高
等
学
校
等
へ
進
学

さ
れ
た
ご
家
庭
の
中
に
は
、
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
観
点
か
ら
、

支
援
が
な
い
こ
と
に
疑
問
や
不
満

を
お
持
ち
で
あ
る
方
々
が
多
い
と

い
う
旨
は
理
解
し
ま
し
た
。
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
県
外
私
立
高

等
学
校
等
も
補
助
対
象
に
追
加
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
捉
え
埼
玉
県
教
育
委
員
会

に
要
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目　
東
京
都
と

県
境
で
の
福
祉
・
医
療
・
教
育
支

援
と
助
成
格
差
是
正
／
高
齢
者
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
無
償
化

地
球
温
暖
化
問
題
と
ご
み

焼
却
処
分
に
つ
い
て

田
辺
淳
議
員　
米
国
で
は
異
常
乾

燥
で
山
火
事
が
広
が
り
、
毎
年
巨

大
な
ハ
リ
ケ
ー
ン
が
押
し
寄
せ
、

（
パ
リ
協
定
か
ら
離
脱
し
た
米
国

は
）
大
自
然
か
ら
厳
し
い
審
判
を

受
け
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
日
本
で
も
巨
大
台
風
、

ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
暖
冬
、
猛
暑
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
異
常
気
象
が
続
い
て

い
ま
す
。
気
候
変
動
へ
の
取
り
組

み
（
Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制
）
が
国
際

公
約
と
な
り
、
朝
霞
市
も
そ
の
取

り
組
み
の
実
効
性
が
問
わ
れ
て
い
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ま
す
。
市
の
最
大
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

施
設
は
ご
み
焼
却
炉
で
す
。
異
常

な
数
の
焼
却
炉
が
稼
働
し
て
い
る

日
本
の
現
状
に
、
ま
た
、
新
た
な

焼
却
炉
建
設
で
し
の
ぐ
と
い
う
市

の
方
針
は
再
考
さ
れ
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
民
環
境
部
長　
ご
み
を
燃
や
す

こ
と
も
、
あ
る
程
度
Ｃ
Ｏ
２
の
排

出
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
ご
み

焼
却
処
理
施
設
で
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出

量
が
最
も
多
い
の
は
、
電
気
お
よ

び
灯
油
の
使
用
で
す
。

　
新
し
い
焼
却
施
設
で
は
、
場
内

で
ま
ず
余
熱
を
利
用
し
、
余
剰
電

気
は
売
却
す
る
こ
と
で
、
費
用
が

削
減
で
き
る
ほ
か
、
現
在
使
っ
て

い
る
電
気
の
量
を
減
ら
す
こ
と
も

可
能
で
あ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目　
五
小
前
の

信
号
機
設
置
と
歩
道
橋
撤
去
／
西

弁
財
に
図
書
館
・
児
童
館
の
設
置

を
／
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
検
証

子
ど
も
た
ち
に
少
人
数
学

級
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

山
口
公
悦
議
員　
文
科
省
は
、
コ

ロ
ナ
感
染
の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る

に
は
、
１
ク
ラ
ス
40
人
で
は
“
３

密
”
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
少
人

数
ク
ラ
ス
に
す
べ
き
と
行
動
基
準

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
教
育
関
係
者
や
保
護
者
、
有
識

者
か
ら
は
、「
一
刻
も
早
く
少
人
数

ク
ラ
ス
に
す
る
べ
き
だ
」
と
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
分
散
授
業

に
よ
っ
て
少
人
数
学
級
を
経
験
し

た
教
員
か
ら
は
、「
目
が
行
き
届
き
、

声
か
け
の
量
な
ど
も
全
然
違
っ

た
」、「
子
ど
も
た
ち
が
落
ち
着
い

て
き
た
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
少
人
数
学
級
を
早
期
に

実
施
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
長　
少
人
数
学
級
の
実
現
は
全

国
市
長
会
に
お
い
て
も
、
重
点
提

言
と
し
て
繰
り
返
し
各
省
庁
に
要

望
書
を
提
出
し
て
き
て
お
り
、
今

年
の
７
月
２
日
に
も
全
国
知
事
会

と
全
国
町
村
会
と
連
名
で
少
人
数

学
級
に
向
け
た
教
員
の
確
保
に
つ

い
て
緊
急
提
言
を
し
て
お
り
、
そ

の
方
向
性
に
は
賛
同
す
る
考
え
で

い
ま
す
。

　
朝
霞
市
と
し
て
も
、
学
校
の
事

情
に
合
わ
せ
て
、
少
人
数
学
級
と

同
じ
よ
う
に
教
師
の
目
が
子
ど
も

た
ち
一
人
一
人
に
行
き
届
き
、
十

分
に
学
習
内
容
が
習
得
で
き
る
よ

う
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
員
を
増
員
し

て
、
教
育
環
境
を
整
え
て
き
た
つ

も
り
で
す
。

　

国
や
県
の
動
向
を
見
る
限
り
、

近
い
う
ち
に
少
人
数
学
級
に
向
け

た
動
き
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
小
学
３
年
生
の
35
人
学
級
実

現
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
の
教
育

水
準
を
維
持
す
る
た
め
の
教
室
の

確
保
と
い
っ
た
課
題
の
整
理
と
実

現
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目　
教
員
の
変

形
労
働
時
間
制
導
入
問
題
／
北
朝

霞
駅
に
複
数
の
改
札
口
を
／
県
道

の
宮
戸
２

−

２
付
近
に
信
号
機
を

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
活
用

性
に
つ
い
て

佐
久
間
ケ
ン
タ
議
員　
端
末
の
各

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
を
検
討
し
て

い
る
と
伺
い
ま
し
た
が
、
宿
題
と

し
て
動
画
学
習
は
検
討
し
て
い

る
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。
ま

た
、
ラ
イ
ブ
配
信
の
活
用
性
は
休

校
で
の
授
業
と
し
て
も
有
効
で
す

が
、
学
校
に
登
校
で
き
て
い
な
い

児
童
・
生
徒
へ
の
家
庭
学
習
の
学

び
の
場
と
し
て
通
常
授
業
を
整
備

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
入
試
の
際
に
不
利
に
な
ら
な

い
よ
う
出
席
に
考
慮
さ
れ
る
か
と

い
っ
た
こ
と
も
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
教
育
委
員
会
で
は
、
ど

の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
か
、
お

伺
い
し
ま
す
。

学
校
教
育
部
長　
学
習
指
導
要
領

の
改
訂
に
伴
い
、
小
・
中
学
校
の

教
科
書
に
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
印

刷
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
込
む
こ
と
で
、
説

明
動
画
な
ど
の
視
聴
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
学
校
で
は
、
教

員
が
作
成
し
た
解
説
動
画
を
動
画

配
信
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、

児
童
・
生
徒
が
自
宅
で
予
習
や
復

習
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
事

例
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
学
校
に
登
校
で
き
な
い

児
童
・
生
徒
に
対
し
て
は
、
ラ
イ

ブ
配
信
や
動
画
配
信
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
学
習
機
会
を
確
保
し
学

び
を
保
障
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
訪
問
等
に
よ
る
対
面
指
導
が
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
、
保
護
者
と

学
校
の
間
で
十
分
な
連
携
・
協
力

関
係
が
保
た
れ
て
い
る
な
ど
、
一

定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
、
校
長

の
判
断
で
、
指
導
要
録
上
出
席
扱

い
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目　
一
人
１
台

端
末
の
進
捗
に
つ
い
て
／
奨
学
金

返
還
支
援
に
つ
い
て
／
水
道
手
続

の
申
請
に
つ
い
て

建　
設　
関　
係

観
音
通
線
に
お
け
る
一
部

交
通
速
度
制
限
に
つ
い
て

小
池
貴
訓
議
員　
令
和
２
年
２
月

22
日
に
歩
車
道
分
離
が
実
現
し
歩

行
空
間
の
安
全
性
が
高
ま
っ
た
都

市
計
画
道
路
の
観
音
通
線
が
全
線

開
通
し
ま
し
た
が
、
朝
霞
駅
南
口

か
ら
図
書
館
入
口
信
号
ま
で
が
時

速
40
㌖
制
限
、
そ
こ
か
ら
国
道
254

号
ま
で
が
時
速
30
㌖
制
限
と
な
っ

て
い
ま
す
。
全
線
開
通
し
た
今
、

速
度
制
限
を
時
速
40
㌖
に
統
一
す

べ
き
だ
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
観

音
通
線
と
市
道
12
号
線
の
交
差
点

は
事
故
が
多
く
、
手
押
し
信
号
の

設
置
要
望
を
続
け
る
べ
き
で
す
。

全
線
時
速
40
㌖
制
限
に
統
一
す
る

ま
で
は
道
路
上
に
大
き
く
ゾ
ー
ン

30
と
標
示
す
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

都
市
建
設
部
長　
市
で
は
、
交
通

事
故
防
止
を
最
優
先
に
、
朝
霞
警

察
署
に
対
し
従
前
か
ら
の
制
限
速
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度
時
速
30
㌖
規
制
継
続
に
つ
い
て

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
効
果
的
に
交
通
安
全
対

策
が
図
ら
れ
た
場
合
に
は
、
制
限

速
度
を
時
速
40
㌖
以
上
に
変
更
す

る
こ
と
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
交
差
点
へ
の
信
号
機
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
朝
霞
警
察
署
に
設
置

の
要
望
を
し
て
い
ま
す
が
、
警
察

庁
通
達
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
検

討
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
道
路
標
識
で
規

制
区
間
を
表
示
し
て
い
ま
す
が
、

路
面
標
示
な
ど
も
で
き
な
い
か
、

朝
霞
警
察
署
に
相
談
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目　
災
害
に
強

い
ま
ち
朝
霞
を
目
指
し
て
「
消
防

団
員
の
今
後
と
災
害
に
向
き
合
う

総
合
体
制
に
つ
い
て
」

台
風
・
集
中
（
ゲ
リ
ラ
）

豪
雨
対
策
に
つ
い
て

大
橋
正
好
議
員　
毎
年
こ
の
時
期

に
朝
霞
市
内
で
台
風
や
集
中
（
ゲ

リ
ラ
）
豪
雨
が
被
害
を
も
た
ら
し
、

地
域
住
民
を
大
変
困
ら
せ
、
苦
し

め
て
い
る
状
況
で
す
。

　
被
害
が
出
る
た
び
に
改
修
、
改

善
を
続
け
て
き
た
結
果
が
出
て
、

苦
情
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う

で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
雨
水
被
害
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
膝
折
末
無
川
交

差
点
地
域
、溝
沼
地
域
、三
原
４・

５
丁
目
地
域
、
朝
志
ケ
丘
地
域
等

に
つ
い
て
、
い
つ
頃
ど
の
よ
う
な

工
事
を
す
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
の

改
善
計
画
を
お
聞
き
し
ま
す
。

上
下
水
道
部
長　
膝
折
町
地
区
に

は
、
市
道
486
号
線
末
無
川
交
差
点

付
近
の
側
溝
整
備
工
事
等
を
、
溝

沼
地
区
に
は
、
排
水
ポ
ン
プ
の
設

置
等
を
、
三
原
地
区
に
は
、
市
道

396
号
線
と
397
号
線
に
雨
水
管
の
布

設
等
を
、
朝
志
ケ
丘
地
区
に
は
、

市
道
２
３
４
１
号
線
に
浸
透
式
の

貯
留
施
設
の
設
置
等
を
い
た
し
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
雨
水
管
が
埋
設
さ
れ

て
い
な
い
路
線
の
整
備
工
事
や
、

朝
霞
市
雨
水
管
理
総
合
計
画
に
基

づ
く
工
事
に
着
手
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ほ
か
の
地
域
は
、
下
水

道
管
を
適
切
に
管
理
し
、
流
下
機

能
を
保
全
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目　
黒
目
川
の

改
善
対
策
／
学
校
教
育
、
早
寝
早

起
き
朝
ご
は
ん
の
実
践

バ
ス
路
線
の
廃
止
提
案
へ

の
対
応

黒
川
滋
議
員　

今
年
の
３
月
に

「
朝
11
」
朝
霞
駅
南
口
・
志
木
駅

東
口
間
の
バ
ス
路
線
等
を
廃
止
す

る
提
案
が
運
行
会
社
か
ら
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
８
月
の
地
域
公
共

交
通
協
議
会
で
、
運
行
会
社
か
ら
、

廃
止
は
撤
回
す
る
こ
と
が
表
明
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
経
緯
を
お
伺
い

し
ま
す
。

　
廃
止
を
届
け
出
ら
れ
た
県
か
ら
、

市
に
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

と
再
生
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

生
活
路
線
維
持
確
保
計
画
の
提
出

の
有
無
の
問
い
合
わ
せ
に
、
意
見

な
し
と
し
た
事
情
を
お
伺
い
し
ま

す
。

都
市
建
設
部
長　
国
際
興
業
バ
ス

の
一
部
路
線
廃
止
の
撤
回
に
至
る

ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
３
月
10
日
に
当
該
路
線
を
令

和
２
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
廃
止

す
る
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
４
月
９
日
に
国
際
興
業
バ
ス
か

ら
再
度
詳
細
な
報
告
を
受
け
、
路

線
の
廃
止
日
は
令
和
３
年
３
月
16

日
と
す
る
こ
と
や
路
線
廃
止
の
理

由
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
生
活
路
線
維
持
確
保
計
画
を
作

成
す
る
こ
と
自
体
は
可
能
で
し
た

が
、
県
に
よ
る
と
、
当
該
路
線
は

当
該
計
画
を
提
出
し
て
も
生
活
路

線
と
し
て
維
持
確
保
す
る
路
線
で

あ
る
と
の
判
断
は
な
さ
れ
ず
、
国

や
県
の
補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

６
月
４
日
に
、
市
と
し
て
は
県
に

当
該
計
画
の
策
定
を
し
な
い
旨
を

正
式
に
回
答
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
令
和
２
年
８
月
21
日

付
の
国
際
興
業
バ
ス
か
ら
の
文
書

に
よ
り
、
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た

乗
務
員
不
足
に
つ
い
て
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
再
検
討
が

可
能
と
な
っ
た
た
め
、
路
線
廃
止

を
撤
回
す
る
旨
の
文
書
を
収
受
し
、

８
月
26
日
に
第
４
回
地
域
公
共
交

通
協
議
会
で
報
告
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目　
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
で
の
保
健
所
支
援
／

公
共
交
通
政
策
／
東
弁
財
の
交
通

安
全
対
策
／
校
則
改
定
手
続
き

東
Ａ
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
と
九
小
通
学
路

本
田
麻
希
子
議
員　
積
水
化
学
工

業
東
京
工
場
跡
地
の
開
発
が
進

み
、
そ
の
東
側
の
東
Ａ
地
区
も
土

地
区
画
整
理
事
業
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
九
小
児
童
の
保
護
者
か

ら
は
、
建
設
中
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
や
こ
の
土
地
区
画
整
理
事

業
に
よ
っ
て
、
通
学
路
周
辺
の
交

通
量
が
増
え
た
り
、
車
の
流
れ
が

変
わ
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か

と
の
心
配
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に

関
わ
る
周
辺
道
路
の
拡
幅
と
九
小

通
学
路
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
で
し
ょ
う
か
。

都
市
建
設
部
長　
整
備
を
予
定
し

て
い
る
区
画
道
路
は
、
第
九
小
学

校
前
の
市
道
22
号
線
、
カ
イ
ン
ズ

と
区
画
整
理
事
業
予
定
地
と
の
間

の
市
道
159
号
線
、
通
学
路
と
な
っ

て
い
る
市
道
６
号
線
の
３
路
線
の

拡
幅
と
新
設
道
路
３
路
線
で
、
歩

車
道
分
離
を
図
る
計
画
で
あ
り
、

地
区
全
体
の
約
80
㌫
に
歩
道
を
設

置
す
る
予
定
で
す
。
周
辺
の
市
道

の
拡
幅
計
画
に
つ
い
て
は
、
事
業

区
域
に
接
す
る
主
な
路
線
を
現
況

幅
員
3.64
㍍
か
ら
約
15.6
㍍
の
と
こ
ろ

を
計
画
幅
員
６
㍍
か
ら
12.5
㍍
と
す

る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
台
坂
交
差
点
歩
道
橋
は
、

学
校
か
ら
存
続
の
要
望
が
あ
り
、

架
け
替
え
を
行
う
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
通
学
路
や
保
育
園
の
散

歩
ル
ー
ト
な
ど
、
地
域
の
状
況
を

考
慮
し
な
が
ら
検
討
を
行
う
と
と

も
に
、
沿
道
地
権
者
の
合
意
が
得

ら
れ
た
箇
所
か
ら
順
次
整
備
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目　
生
活
困
窮

者
支
援
／
保
育
に
欠
け
る
児
童
へ

の
対
応
／
安
心
し
て
産
み
育
て
る

た
め
の
支
援
ほ
か
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「
徘
徊
高
齢
者
等
見
守
り

シ
ー
ル
」
の
対
象
拡
大

駒
牧
容
子
議
員　
徘
徊
高
齢
者
等

見
守
り
シ
ー
ル
は
、
認
知
症
に
よ

り
、
徘
徊
の
お
そ
れ
が
あ
る
在
宅

高
齢
者
な
ど
が
行
方
不
明
と
な
っ

た
場
合
に
、
早
期
発
見
お
よ
び
事

故
の
未
然
防
止
の
た
め
、
平
成
28

年
９
月
か
ら
配
布
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
現
在
、
統
合
失
調

症
や
知
的
障
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
障
害
が
事
業
の
対
象
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
迷
子
・
迷
い
人
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
、
見
守
り
を

必
要
と
さ
れ
る
方
に
対
し
て
支
援

を
拡
大
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
朝
霞
市
の
見
解
を
お

伺
い
い
た
し
ま
す
。

市
長　

徘
徊
高
齢
者
等
見
守
り

シ
ー
ル
配
布
事
業
に
つ
い
て
は
、

要
介
護
認
定
等
を
受
け
た
認
知
症

ま
た
は
若
年
性
認
知
症
の
方
で
、

徘
徊
の
お
そ
れ
が
あ
る
方
な
ど
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
知
的
障

害
や
精
神
障
害
の
あ
る
方
は
対
象

と
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
知
的
障
害

や
精
神
障
害
の
あ
る
方
に
つ
い
て

も
同
様
に
迷
い
人
と
な
る
場
合
も

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し

た
方
に
対
す
る
見
守
り
シ
ー
ル
の

配
布
に
つ
い
て
、
実
施
に
向
け
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目　
高
齢
者
へ

の
熱
中
症
対
策
／
特
殊
詐
欺
被
害

防
止
対
策
／
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

の
導
入
／
九
小
通
学
路
整
備

子
ど
も
の
予
防
接
種
を
遅

ら
せ
な
い
よ
う
に

岡
﨑
和
広
議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
子

ど
も
の
定
期
予
防
接
種
を
遅
ら
せ

る
事
例
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い

る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
予
防
接

種
を
遅
ら
せ
る
こ
と
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
以
外
の
重
い
病
気

に
か
か
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
高

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
予
防
接
種
は
子
ど
も
を
重
い
病

気
か
ら
守
る
た
め
の
も
の
で
、
不

要
不
急
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
感

染
対
策
を
心
が
け
つ
つ
、
予
定
ど

お
り
接
種
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
市
の

対
応
を
お
伺
い
し
ま
す
。

こ
ど
も
・
健
康
部
長　
定
期
予
防

接
種
は
、
感
染
症
に
感
染
し
や
す

い
年
齢
を
考
慮
し
て
、
感
染
症
ご

と
に
接
種
年
齢
を
定
め
て
実
施
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
非
常
に
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
定
期
予
防

接
種
に
関
す
る
相
談
や
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
際
に
は
、
適
切
な
時

期
に
予
定
ど
お
り
接
種
を
受
け
る

よ
う
に
説
明
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
接
種
が
遅
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
今
後
、

定
期
予
防
接
種
対
象
者
へ
の
個
別

通
知
を
送
付
す
る
際
は
、
予
防
接

種
を
適
切
な
時
期
に
実
施
す
る
こ

と
の
重
要
性
に
関
す
る
周
知
を
目

的
と
し
て
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
同
封
し
、
定
期
予
防
接
種
を

控
え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
関
係

機
関
と
も
連
携
し
て
十
分
な
情
報

発
信
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目　
Ｈ
Ｓ
Ｐ
・

Ｈ
Ｓ
Ｃ
の
周
知
と
配
慮
／
市
民
通

報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
／
市
内
循

環
バ
ス
に
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

特
別
定
額
給
付
金
の
対
象

者
に
つ
い
て

遠
藤
光
博
議
員　
特
別
定
額
給
付

金
の
対
象
者
は
、
基
準
日
に
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者

で
受
給
権
者
は
そ
の
者
の
属
す
る

世
帯
主
と
な
り
ま
す
。
４
月
27
日

時
点
で
存
命
で
あ
っ
て
も
申
請
前

に
亡
く
な
っ
た
単
身
世
帯
の
方
は

対
象
外
で
す
。

　
国
の
制
度
に
公
平
性
が
あ
る
と

思
え
ま
せ
ん
。
亡
く
な
っ
た
方
へ

の
尊
敬
の
念
か
ら
も
市
独
自
の
施

策
で
特
別
定
額
給
付
金
同
等
の
給

付
が
で
き
な
い
か
強
く
訴
え
ま
す
。

他
市
の
例
で
は
亡
く
な
っ
た
単
身

世
帯
主
の
法
定
相
続
人
へ
の
給
付

が
あ
り
ま
す
。
市
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

市
長　
国
の
特
別
定
額
給
付
金
の

取
扱
基
準
で
は
、
基
準
日
以
降
、

給
付
金
の
申
請
を
す
る
前
に
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
単
身
世
帯
の
方

に
つ
い
て
は
、
給
付
の
対
象
外
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
国
の

定
め
た
取
扱
基
準
に
つ
い
て
、
私

自
身
も
制
度
上
の
矛
盾
が
あ
る
と

思
い
ま
す
し
、
ご
遺
族
の
方
に
と

り
ま
し
て
も
不
公
平
感
が
あ
る
こ

と
も
理
解
で
き
ま
す
。

　
市
と
し
ま
し
て
は
、
４
月
28
日

以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
様
へ
10
万

円
を
支
援
す
る
本
市
独
自
の
制
度

を
設
け
た
経
緯
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
の
取
扱
基
準
を
補
う
た
め
の
方

策
に
つ
い
て
、
実
施
に
向
け
て
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目　
市
内
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
／
子
ど

も
の
安
全
な
居
場
所　
ほ
か

災
害
避
難
に
困
難
を
要
す

る
方
々
へ
の
対
応

外
山
ま
き
議
員　
一
般
の
避
難
所

で
過
ご
す
こ
と
が
厳
し
い
、
配
慮

を
要
す
る
方
々
の
た
め
に
、
福
祉

避
難
所
の
開
設
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
防
災
マ
ッ
プ
に
も
載
っ

て
お
ら
ず
、
存
在
を
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
今
あ
る
福
祉
避
難
所
４

か
所
の
う
ち
、
２
か
所
は
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
対
象
地
域
内
に

あ
り
、
前
年
の
台
風
19
号
の
と
き

に
も
浸
水
し
て
被
害
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
代
わ
り
の
福
祉
避
難
所

を
早
く
指
定
し
周
知
を
す
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
が
、
和
光
市
に
あ

る
特
別
支
援
学
校
を
新
た
な
福
祉

避
難
所
に
指
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。

福
祉
部
長　
福
祉
避
難
所
に
つ
い

て
は
、
受
け
入
れ
人
数
の
限
度
や

施
設
種
別
に
よ
り
対
象
者
が
限
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
施
設
と
の

事
前
調
整
が
必
要
と
な
る
た
め
、

地
域
防
災
計
画
に
は
協
定
施
設
を

掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
積
極
的

な
周
知
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
福
祉
避
難
所
を
知
ら
な
い
こ
と

に
よ
り
、
避
難
を
た
め
ら
う
方
が

い
る
こ
と
は
課
題
と
し
て
認
識
し

て
お
り
、
今
後
、
要
配
慮
者
の
方
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が
適
切
な
避
難
行
動
が
で
き
る
よ

う
、
周
知
の
方
法
な
ど
を
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
福
祉
避
難
所
を
増
や
す
こ
と
に

つ
い
て
は
、
新
た
に
３
施
設
と
協

定
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す

が
、
障
害
の
あ
る
児
童
が
通
う
特

別
支
援
学
校
を
福
祉
避
難
所
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
特

別
支
援
学
校
と
協
議
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目　
災
害
に
備

え
る
体
制
づ
く
り
／
新
型
コ
ロ
ナ

経
済
対
策
／
子
ど
も
た
ち
と
高
齢

者
の
マ
ス
ク
着
用
と
熱
中
症
対
策

危
険
な
保
育
園
舎
の
改
修

工
事
を
早
急
に

石
川
啓
子
議
員　
公
立
保
育
園
は

老
朽
化
し
、
危
険
な
状
態
で
す
。

　
「
床
が
剝
が
れ
て
ト
ゲ
が
刺
さ

る
園
児
が
い
る
」「
床
が
割
れ
て

テ
ー
プ
で
補
強
し
て
い
る
」「
外

水
道
の
タ
イ
ル
が
剝
げ
て
園
児
が

ケ
ガ
を
す
る
」「
中
テ
ラ
ス
木
材

が
腐
り
始
め
て
い
て
、
子
ど
も
を

出
す
の
が
危
険
」「
給
食
室
の
床

が
ひ
び
割
れ
て
保
健
所
に
指
摘
さ

れ
た
」
な
ど
各
園
や
保
護
者
連
絡

会
か
ら
危
険
箇
所
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
予
定
さ
れ
て
い
た
工

事
の
ほ
と
ん
ど
が
先
送
り
さ
れ
ま

し
た
。
危
険
箇
所
は
す
ぐ
に
改
修

す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
ど
も
・
健
康
部
長　
昨
年
度
の

公
設
保
育
園
施
設
改
修
修
繕
の
状

況
は
、
さ
く
ら
保
育
園
の
ガ
ス
エ

ア
コ
ン
１
基
が
故
障
し
、
そ
の
交

換
工
事
を
し
た
ほ
か
、
北
朝
霞
保

育
園
や
東
朝
霞
保
育
園
の
エ
ア
コ

ン
が
不
調
と
な
り
、
直
ち
に
修
理

が
必
要
と
な
っ
た
た
め
に
緊
急
工

事
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
初
予
定

を
し
て
い
た
８
か
所
の
工
事
の
う

ち
、
東
朝
霞
保
育
園
２
歳
児
室
の

床
の
修
繕
工
事
は
、
優
先
度
が
高

か
っ
た
こ
と
か
ら
10
月
に
実
施
し

ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
工
事
は
や

む
を
え
ず
未
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
保
育
園
保
護
者
連
絡
会
か
ら
の

建
物
、
設
備
の
改
修
に
関
す
る
要

望
に
つ
い
て
は
、
安
全
な
保
育
を

実
施
す
る
た
め
に
、
公
立
保
育
園

全
園
の
現
場
を
確
認
し
た
う
え
で
、

要
望
を
踏
ま
え
、
計
画
的
な
施
設

の
改
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
空
調
等
の
設

備
の
修
繕
な
ど
、
突
発
的
で
緊
急

性
の
高
い
修
繕
が
例
年
発
生
し
て

い
る
た
め
、
予
定
し
て
い
た
改
修

が
先
送
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
保
育
園
の
改
修
等
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
拡
充
／
就
学
援
助
の
拡
充
／
避

難
所
の
感
染
対
策
／
市
の
行
事
に

手
話
通
訳
と
要
約
筆
記
を

県
の
国
保
運
営
方
針
と
、

市
増
税
計
画
の
見
直
し

斉
藤
弘
道
議
員　
埼
玉
県
の
国
保

運
営
方
針
の
案
が
示
さ
れ
、
朝
霞

市
に
も
意
見
照
会
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
説
明
を

受
け
て
回
答
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
案
の
内
容
を
国
保
運
営
協

議
会
に
説
明
し
な
い
の
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。
保
険
者
の
一
員
と
し

て
の
責
任
を
果
た
せ
な
い
な
ら
、

市
の
姿
勢
を
改
め
、
県
と
の
関
係

を
見
直
す
べ
き
で
す
。

　
こ
の
案
と
２
０
１
９
年
度
の
市

の
国
保
の
決
算
状
況
を
踏
ま
え
れ

ば
、
２
０
２
２
年
度
に
、
市
の
負

担
を
２
億
円
減
ら
し
て
３
億
円
増

税
し
、
同
時
に
賦
課
方
式
を
変
更

す
る
朝
霞
市
の
計
画
は
見
直
す
べ

き
で
す
。

こ
ど
も
・
健
康
部
長　
県
の
運
営

方
針
に
つ
い
て
は
、
３
月
27
日
に

運
営
方
針
案
が
通
知
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
と
７
月
に
県
の
国
保

運
営
協
議
会
が
開
催
さ
れ
７
月
28

日
に
修
正
案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
へ
の
回
答
は
、
書
面
に
よ
り

提
供
さ
れ
た
情
報
を
基
に
回
答
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
か
ら
の
意
見
聴
取
の

通
知
が
８
月
７
日
に
あ
り
、
８
月

６
日
に
本
市
の
運
営
協
議
会
を
開

催
し
た
こ
と
か
ら
、
臨
時
で
開
催

す
る
た
め
の
日
程
調
整
が
困
難
で

し
た
。

　
県
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
周
知
を
し
て
い
た
だ
い
て
、

市
と
し
て
の
意
見
を
上
げ
て
い
く

こ
と
が
本
筋
だ
と
考
え
ま
す
の
で
、

今
後
、
機
会
を
捉
え
て
、
県
に
伝

え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
計
画
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年

度
決
算
を
踏
ま
え
、
本
市
の
国
民

健
康
保
険
の
財
政
状
況
の
見
通
し

に
つ
い
て
修
正
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
本
税
改
正
の
時
期
に
つ
い
て

も
見
直
し
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
項
目　
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
／
朝

霞
市
総
合
計
画
の
策
定
と
課
題

議
員
提
出
議
案 

２
件
を
審
議

　
議
案
の
件
名
と
要
旨
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な

悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確
保

を
求
め
る
意
見
書

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
伴
い
、
地
方
財
政
は
こ

れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
状
況
に
陥

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
国
に
対
し
、
令
和

３
年
度
地
方
財
政
対
策
お
よ
び
地

方
税
制
改
正
に
向
け
、
地
方
の
安

定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
一
般

財
源
や
地
方
交
付
税
の
総
額
の
確

保
、
思
い
切
っ
た
減
収
補
填
措
置

の
実
施
、
安
定
的
な
地
方
税
体
系

の
構
築
、
国
税
・
地
方
税
の
政
策

税
制
の
積
極
的
な
整
理
合
理
化
、

固
定
資
産
税
制
の
根
幹
に
影
響
す

る
見
直
し
は
行
わ
な
い
こ
と
な
ど

を
要
望
し
ま
す
。

【
採
決
】

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

※
こ
の
意
見
書
の
送
付
先

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内

閣
総
理
大
臣
・
内
閣
官
房
長
官
・

総
務
大
臣
・
財
務
大
臣
・
経
済
産

業
大
臣
・
経
済
再
生
担
当
大
臣
・

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
担
当

大
臣
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選
択
的
夫
婦
別
姓
に
関
す
る
議
論

を
進
め
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　
現
在
、
夫
婦
は
同
姓
に
統
一
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
民
法
で
定

め
ら
れ
て
お
り
、
婚
姻
届
を
出
さ

ず
、
事
実
婚
を
選
ぶ
夫
婦
が
増
え

て
い
ま
す
。

　
問
題
点
と
し
て
、
女
性
の
改
姓

率
が
96
㌫
と
、
婚
姻
時
の
改
姓
が

決
し
て
平
等
な
選
択
と
な
っ
て
い

な
い
こ
と
、
改
姓
に
際
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
務
手
続
き
が
必
要
な
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ど
ち
ら
か
の
姓
に
な
る
こ
と
、

ま
た
は
、
こ
れ
ま
で
の
姓
を
名
乗

る
こ
と
を
両
者
が
自
由
に
選
べ
る

制
度
を
確
立
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
議
論
を
進
め
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。

【
採
決
】

原
案
可
決
（
全
会
一
致
）

※
こ
の
意
見
書
の
送
付
先

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内

閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣
・
法
務

大
臣請

願
の
審
議
結
果

―
採
択
―

選
択
的
夫
婦
別
姓
に
関
す
る
議
論

を
進
め
る
意
見
書
を
国
へ
提
出
す

る
こ
と
を
求
め
る
請
願

（
請
願
者
）

フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
ン
ク
ロ
ス

高た
か

松ま
つ　

久く

美み

子こ

―
不
採
択
―

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担

の
現
状
維
持
を
求
め
る
請
願
書

（
請
願
者
）

全
日
本
年
金
者
組
合
朝
霞
支
部

支
部
長　
大お

お
塚つ

か　
進

す
す
む

国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
中
止

を
求
め
る
請
願

（
請
願
者
）

医
療
生
協
さ
い
た
ま
朝
霞
支
部

支
部
長　
村む

ら
田た　
と
き
子こ

―
継
続
審
査
―

少
人
数
学
級
を
す
み
や
か
に
実
施

し
て
下
さ
い

（
請
願
者
）

新
日
本
婦
人
の
会
朝
霞
支
部

支
部
長　
深ふ

か
澤ざ

わ　
侃や

す
子こ

朝
霞
和
光
資
源
循
環
組
合
議
会
議

員
を
次
の
と
お
り
選
出
し
ま
し
た

野
本　
一
幸　
小
池　
貴
訓

駒
牧　
容
子　
田
辺　
淳

石
原　
茂

※
掲
載
内
容
は
令
和
２
年
第
３
回

定
例
会
時
点
の
も
の
で
す
。(

敬

称
略)

議 

会 

か 

ら 

の 

お 

知 

ら 

せ

議
会
中
継
・
録
画
配
信

　
市
議
会
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
本
会
議
に
お
け
る
会
議
の
模

様
を
ラ
イ
ブ
映
像
お
よ
び
録
画
映

像
に
よ
り
公
開
し
て
い
ま
す
。

議
会
の
詳
細
は
会
議
録
で

　
市
議
会
の
審
議
内
容
を
詳
し
く

お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
１
階
）

の
ほ
か
、
図
書
館
（
本
館
・
北
朝

霞
分
館
）
ま
た
は
各
公
民
館
図
書

室
で
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
常
任
委
員
会
の
会
議
録

も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

※
今
回
の
会
議
録
は
、
12
月
上
旬

に
公
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

請
願（
陳
情
）に
つ
い
て

　
請
願
（
陳
情
）
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
直
接
市
政
な
ど
に
関
し
て
、

議
会
に
要
望
で
き
る
制
度
で
、
政

治
に
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
さ
せ
る

役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
請
願
（
陳
情
）
は
文
書
で
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
件
名
、

要
旨
、
理
由
、
提
出
年
月
日
、
住

所
、
氏
名
を
記
載
の
う
え
、
押
印

し
て
く
だ
さ
い
。

　
内
容
は
、
市
の
仕
事
に
関
す
る

こ
と
や
公
益
に
関
す
る
も
の
と
し

て
く
だ
さ
い
。

　

要
旨
は
重
要
な
部
分
な
の
で
、

そ
の
内
容
は
、
理
解
し
や
す
い
文

章
で
、
理
由
や
説
明
を
は
っ
き
り

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
２
つ
以
上

の
理
由
や
説
明
が
あ
る
場
合
は
、

な
る
べ
く
箇
条
書
き
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
施
設
の
建
設
や
道
路
な
ど
場
所

に
関
す
る
請
願
（
陳
情
）
に
は
、

略
図
等
参
考
資
料
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　
法
人
な
ど
団
体
の
場
合
は
、
名

称
、
事
務
所
の
所
在
地
以
外
に
代

表
者
の
氏
名
、
押
印
が
必
要
で
す
。

　
請
願
者
（
陳
情
者
）
が
多
い
場

合
に
は
、
請
願
書
（
陳
情
書
）
に

署
名
簿
を
添
え
、
表
紙
に
は
代
表

者
だ
け
を
記
載
し
、「
ほ
か
〇
人
」

と
し
て
く
だ
さ
い
。
署
名
簿
に
は
、

署
名
者
の
住
所
、
氏
名
を
記
載
の

う
え
、
署
名
者
ご
と
に
押
印
し
て

く
だ
さ
い
。

　
紹
介
議
員
は
請
願
の
提
出
要
件

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
表
紙
に

紹
介
議
員
１
人
以
上
の
署
名
（
自

筆
）
ま
た
は
記
名
押
印
が
必
要
で

す
。
陳
情
の
場
合
は
不
要
で
す
。

　
請
願
に
つ
い
て
は
、
審
議
の
結

果
を
請
願
提
出
者
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
請
願
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情

報
（
住
所
・
氏
名
）
は
、
議
会
の

審
議
の
た
め
に
用
い
る
と
と
も
に
、

会
議
録
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲

載
さ
れ
る
ほ
か
、
行
政
文
書
と
し

て
情
報
公
開
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

次
回
定
例
会
の
予
定

　
次
回
定
例
会
の
開
会
は
、
11
月

24
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
の
予
定
で

す
。

※
請
願
の
提
出
は
、
11
月
17
日
㈫

午
後
５
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
議
会
総
務
課

　
☎
４
６
３

−

０
５
４
９
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ひとの推移
人　口　14万3,063人（＋96人）　　　男　7万2,135人（＋70人）　　　女　7万0,928人（＋26人）
世帯数　6万7,688世帯（＋60世帯）　　　　　　　　　　　　令和２年10月１日現在（　）内は前月比

市長コラム  

早
いちはやく

富岡 勝則

　皆さんこんにちは。
　早いもので、今年もあと２か月となりました。
朝夕めっきり肌寒くなり、お布団からなかなか出
られない方もいらっしゃるのではないでしょうか。
日中との気温差で体調を崩しやすい時期ですので、
体調管理に十分お気をつけください。
　さて、例年10月から予防接種法に基づく高齢
者のインフルエンザワクチンの定期接種が始ま
ります。原則65歳以上の方が対象になっていて、
市の補助で1,500円の自己負担で接種できるよう
になっていました。今年は、新型コロナウイルス
感染症の影響で県からも補助金が出るようにな
り、無料で接種出来ます。ただし、無料で受けら
れるのは12月までとなっていて、これは、イン
フルエンザの流行期に発熱患者が増えると、新型
コロナウイルス感染症の患者と区別がつきにくく

なることや、インフルエンザの重症者が多くなる
と医療現場の負担が大きくなることから、早めの
ワクチン接種を促すために行われるものです。な
お、60歳以上65歳未満の方で心臓などに疾患が
ある方や免疫機能に障害をお持ちの身体障害1級
程度の方も無料接種の対象になっていますので、
早めのワクチン接種にご協力をお願いします。な
お、対象となる方など詳しいことは、健康づくり
課（☎465-8611）までお問い合わせください。
　ところで、10月の３歳児健康診査から、お子
さんの視力の異常を早期に発見するために行って
きた視力検査に「スポットビジョンスクリーナー」
という検査機器を導入しています。この時期のお
子さんは発達状況に個人差があり、ご家庭での
カードを使った視力検査だけでは視力の異常を見
落としてしまう可能性があります。「スポットビ
ジョンスクリーナー」を使ったスクリーニング検
査を加えることにより、弱視の危険因子となる斜
視や遠視、乱視、近視などの屈折異常を早期に発
見することが出来るようになります。検査は、１
メートルの距離から両目で１分程度機器を見るだ
けで終わります。お子さんの視力が発達する時期
は、３歳から５歳がピークと言われていますので、
視力の異常をいち早く見つけることで、少しでも
早く適切な治療につなげられたらと思っています。
　では、また。

ぽぽちゃれんじvol.2   “「ソーシャルディスタンス」に挑戦、の巻”公開中！

＼待望のLINEスタンプ第３弾発売開始！／

　市キャラクターぽぽたんが、失敗を繰り返しながらも、
ソーシャルディスタンスをしっかり決めて、お決まりの

「トライ アンド えらい！！」で締めくくる。
　そんな、思わずくすっと笑ってしまうぽぽたんの姿を
家族そろってご覧ください。きっと、ぽぽたんからお茶
の間に笑顔が届くはずです。

みんなでスタンプして楽しくお話ししてぽ…♪

市ホームページ

♪朝霞市LINE配信
友だち登録はこちら

　問…問い合わせ

ＬＩＮＥスタンプ購入方法

右のコードを読み取るか
「朝霞市　LINE」で検索！
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募

集

※
様
式
自
由
。
匿
名
・
電
話
は
不

可
。
メ
ー
ル
の
場
合
、
件
名
を�

「
○
○
へ
の
意
見
」
と
し
、
添
付

フ
ァ
イ
ル
を
使
用
せ
ず
、
メ
ー
ル

本
文
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

意
見
の
公
表
／
提
出
さ
れ
た
ご
意

見
に
対
し
、
個
別
に
回
答
は
行

い
ま
せ
ん
。
い
た
だ
い
た
意
見

は
個
人
情
報
を
除
き
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
予
定
で
す
。

税
務
署
ア
ル
バ
イ
ト

勤
務
概
要
／
令
和
３
年
１
月
〜
３

月
の
う
ち
、
１
〜
３
か
月
間
、

１
日
４
〜
７
時
間
勤
務

時
給
／
１
０
１
０
円
ま
た
は
１
０

４
０
円
（
見
込
み)

人
数
／
90
人
程
度

申
込
方
法
／
12
月
４
日
㈮
【
必
着
】�

ま
で
に
朝
霞
税
務
署
総
務
課　

�

（
〒
351

－

8601　

朝
霞
市
本
町
1

－

１

－

46
）
に
履
歴
書
を
郵
送�

ま
た
は
持
参

選
考
方
法
／
面
接
。
実
施
予
定
者

に
連
絡
し
ま
す
。

申
・
問
／
朝
霞
税
務
署　

　
☎
４
６
７

－

２
２
１
１

　

aka.lg.jp

⑥
第
３
次
朝
霞
市
立
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
基
本
計
画
（
素
案
）

募
集
期
間
／
11
月
16
日
㈪
〜
12
月

16
日
㈬
【
必
着
】

問
／
図
書
館　

　
☎
４
６
６

－

８
６
８
６

　

４
６
６

－

８
４
４
１

　

tosyo@
city.asaka.lg.jp

共
通
事
項

提
出
で
き
る
方
／
市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
方
、
市
内
に
事
務

所
・
事
業
所
を
有
す
る
方
（
法

人
含
む
）、
こ
の
案
件
に
利
害

関
係
を
有
す
る
方

資
料
閲
覧
場
所
／
各
担
当
課
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
内
間
木
支
所
、

各
出
張
所
、
各
公
民
館
、
図
書�

館
（
本
館
、
北
朝
霞
分
館
）、�

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

提
出
方
法
／
住
所
、
氏
名
（
法
人

の
場
合
は
所
在
地
、
名
称
、
代

表
者
名
）、
ご
意
見
と
そ
の
理

由
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参

※
①
〜
⑤
の
郵
送
先
住
所
は
、
〒�

351

－

8501　

朝
霞
市
本
町
１

－

１

－

１
、
⑥
は
〒
351

－

0016　
朝
霞
市�

青
葉
台
１

－

７

－

26　
朝
霞
市
立�

図
書
館

パ
ブ
リ
ッ
ク・コ
メ
ン
ト

（
意
見
募
集
）

①
第
２
期
朝
霞
市
教
育
振
興
基
本

計
画(

素
案)

募
集
期
間
／
11
月
１
日
㈰
〜
30
日

㈪
【
必
着
】

問
／
教
育
総
務
課　

　
☎
４
６
３

－

２
７
６
０

　

４
６
７

－

４
７
１
６　

　

kyoiku_somu@city.asaka.�

　

lg.jp

②
第
２
期
朝
霞
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

計
画
（
素
案
）

募
集
期
間
／
11
月
１
日
㈰
〜
30
日

㈪
【
必
着
】

問
／
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課　

�

☎
４
６
３

－

２
４
０
３　

　

４
６
７

－

４
７
１
６　

　

syogaku_sports@city.as�

　

aka.lg.jp

③
第
５
次
朝
霞
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
（
素
案
）

募
集
期
間
／
11
月
12
日
㈭
〜
12
月

11
日
㈮
【
必
着
】

〈
市
民
意
見
交
換
会
〉

日
時
／
①
11
月
20
日
㈮　
午
後
５

時
〜
７
時　
②
11
月
28
日
㈯　

�

午
前
10
時
〜
正
午

※
入
退
室
自
由

会
場
／
市
役
所
５
階
大
会
議
室

問
／
政
策
企
画
課　

　
☎
４
６
３

－

３
０
８
９　

　

４
６
７

－

０
７
７
０　

　
seisaku_kikaku@

city.as�
　

aka.lg.jp
④
第
２
期
朝
霞
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
素
案
）

募
集
期
間
／
11
月
12
日
㈭
〜
12
月

11
日
㈮
【
必
着
】

問
／
政
策
企
画
課　

　
☎
４
６
３

－
３
０
８
９　

　

４
６
７

－
０
７
７
０　

　

seisaku_kikaku@
city.as�

　

aka.lg.jp

⑤
（
仮
称
）
あ
さ
か
Ｆ
Ｍ
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
素
案
）

募
集
期
間
／
11
月
18
日
㈬
〜
12
月

18
日
㈮
【
必
着
】

　
12
月
に
市
民
説
明
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
広
報

あ
さ
か
12
月
号
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
／
政
策
企
画
課　

　
☎
４
６
３

－

３
０
８
９　

　

４
６
７

－

０
７
７
０　

　

seisaku_kikaku@
city.as�

in
form

ation
インフォ
メーション

葬儀は
市民葬指定葬儀社

コールセンター
24時間対応

「マチイロ」アプリを�
使っていますか
　広報あさかの情報
がスマートフォン等
で見られるほか、自
分に合わせた情報が
届きます。
問 �／シティ・プロモー
ション課

　☎463-3059
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朝霞市役所（代表）　〒351−8501　朝霞市本町1−1−1　☎048−463−1111　 048−467−0770
※問い合わせの電話番号は直接各担当係につながります。また、市外局番は（048）です。直通番号一覧は右のコードからご覧ください。
●受付時間／午前８時30分～午後５時15分　●休日／土・日曜日、祝日、年末年始

ご
案
内

申…申し込み　問…問い合わせ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

資
格
／
原
則
と
し
て
60
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

内
容
／
公
共
施
設
の
管
理
・
受
付

業
務
、
清
掃
作
業
、
屋
内
外
軽

作
業
、
植
木
の
手
入
れ
、
除
草

作
業
、
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
等

入
会
説
明
会

日
時
／
11
月
16
日
㈪
、
12
月
15
日

㈫
、
令
和
３
年
１
月
14
日
㈭　

�

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜

会
場
／
朝
霞
地
区
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
武
道
館
敷
地
内
）

定
員
／
24
人
（
事
前
申
込
制
）

仕
事
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

　
危
険
な
仕
事
以
外
は
何
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

申
・
問
／
公
益
社
団
法
人
朝
霞
地

区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
４
６
５

－

０
３
３
９

博
物
館
協
議
会
委
員

対
象
・
人
数
／
市
民
・
１
人

任
期
／
令
和
３
年
２
月
20
日
〜　

令
和
５
年
２
月
19
日
（
予
定
）

報
酬
／
市
基
準
に
基
づ
き
支
給

申
込
方
法
／
12
月
１
日
㈫
【
必
着
】�

ま
で
に
、
博
物
館
ま
た
は
市
ホ�

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
書
に

記
入
の
う
え
、
郵
送
（
〒
351

－
0007　

朝
霞
市
岡
２

－

７

－

22
）、

メ
ー
ル
ま
た
は
持
参

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
12
月
８

日
㈫　
午
前
10
時
に
博
物
館
で
公

開
抽
せ
ん

申
・
問
／
博
物
館　

　
☎
４
６
９

－

２
２
８
５　

　

bunkazai@city.asaka.lg.jp

南
西
部
自
転
車
さ
ん
ぽ

実
施
期
間
／
11
月
２
日
㈪
〜
12
月

21
日
㈪

内
容
／
各
自
が
指
定
さ
れ
た
対
象

ス
ポ
ッ
ト
を
自
転
車
で
巡
り
、

撮
影
し
た
写
真
を
メ
ー
ル
で
送

る
こ
と
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

定
員
／
50
人
程
度
（
先
着
順
）

費
用
／
無
料　

※
飲
食
代
等
は
参
加
者
負
担

申
込
方
法
／
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く�

だ
さ
い
。

申
・
問
／
県
南
西
部
地
域
振
興
セ�

ン
タ
ー　
☎
４
５
１

－

１
１
１
０

令
和
３
年
２
月
28
日
㈰
に

市
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

　
こ
の
選
挙
は
、
令
和
３
年
３
月

16
日
㈫
に
朝
霞
市
長
の
任
期
が
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。
大
切
な
１
票
を
無
駄
に

す
る
こ
と
な
く
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
細
は
、
今
後
広
報
あ
さ
か
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催
し

ま
す

　
市
長
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
し

て
い
る
方
は
出
席
を
お
願
い
し
ま

す
（
代
理
人
可
）。
説
明
会
の
出

席
者
は
、
候
補
者
１
人
に
つ
き
３

人
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時
／
令
和
３
年
１
月
14
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
〜

会
場
／
市
役
所
５
階
502
会
議
室

問
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

�

☎
４
６
３

－

２
４
４
４

荒
川
緑
肥
を
無
償
で
配
布
し
ま
す

　
堤
防
の
刈
草
か
ら
作
っ
た
堆
肥

を
配
布
し
ま
す
。

※
販
売
目
的
の
方
に
は
配
布
不
可

申
込
方
法
／
12
月
11
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は

が
き
で
（
申
込
多
数
の
場
合
は

数
量
調
整
）

配
布
方
法
／
各
自
袋
を
持
参
し
、�

袋
詰
め
（
配
布
量
の
制
限
な
し
）

配
布
期
間
／
令
和
３
年
１
月
25
日

㈪
〜
２
月
６
日
㈯
を
予
定
（
１

月
31
日
㈰
を
除
く
）。

※
詳
し
く
は
、
荒
川
上
流
河
川
事

務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
荒
川

上
流
河
川
事
務
所
・
同
出
張
所
・

市
役
所
道
路
整
備
課
で
配
布
の
応

募
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
／
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
荒
川

緑
肥
事
務
局　

　
☎
０
４
９

－

２
４
６

－

１
０
３
１

防
災
行
政
無
線
で
緊
急
地
震�

速
報
の
試
験
放
送
を
行
い
ま
す

　
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
試
験
放

送
で
、
緊
急
地
震
速
報
の
チ
ャ
イ

ム
音
と
訓
練
を
お
知
ら
せ
す
る
内

容
が
放
送
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
市

の
防
災
ラ
ジ
オ
か
ら
も
同
様
に
放

送
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
５
日
㈭　
午
前
10
時

ご
ろ

問
／
危
機
管
理
室　

　
☎
４
６
３

－

１
７
８
８

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税�

の
予
定
納
税（
第
２
期
分
）の
納
税

を
お
忘
れ
な
く

納
期
限
／
11
月
30
日
㈪ 

問
／
朝
霞
税
務
署　

　
☎
４
６
７

－

２
２
１
１

ゆ
め
ぱ
れ
す
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
11
月
16
日
㈪
は
、
保
守
点
検
の

た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

問
／
ゆ
め
ぱ
れ
す
（
市
民
会
館
）�

☎
４
６
６

－

２
５
２
５

アートにふれて、心をゆたかに

丸沼芸術の森
http://marunuma-artpark.co.jp/

朝霞市上内間木493-1　TEL048-456-2533
「丸沼」バス停下車徒歩５分、朝霞市障害者ふれあいセンターとなり
常設展示はございません。詳細はホームページをご覧くださいませ。

協力：株式会社丸沼倉庫
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秋
の
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
運
動

　
住
み
良
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

市
内
全
域
を
対
象
と
し
た
「
秋
の

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
運
動
」
を

行
い
ま
す
。

日
時
／
11
月
29
日
㈰

実
施
方
法
／
道
路
に
散
乱
し
て
い

る
空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻

な
ど
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
す
。

　
ご
み
は
お
近
く
の
集
積
場
所
に

お
出
し
く
だ
さ
い
。

次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

・
体
調
が
悪
い
場
合
は
参
加
を
避

け
る
。

・
密
集
を
避
け
、
人
と
の
間
隔
を

空
け
て
活
動
す
る
。

・
危
険
な
場
所
で
の
作
業
は
せ
ず
、

安
全
に
で
き
る
範
囲
で
行
う
。

・「
資
源
と
ゴ
ミ
の
分
け
方
・
出

し
方
」
を
参
考
に
分
別
す
る
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
や
む
を
え
ず�

急
遽
中
止
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
ご
み
の
回
収
は
、
こ
の
運
動
で

集
め
ら
れ
た
ご
み
の
み
で
す
。
家

庭
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
等
に
よ
り
実
施
日
を
変
更

す
る
自
治
会
・
町
内
会
等
は
実
施

日
・
ご
み
の
収
集
場
所
を
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
／
環
境
推
進
課

　
☎
４
６
３

−

１
５
０
４

彩
の
国
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
推
進�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
す
！

　
県
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
推
進
事
業
に

賛
同
し
た
家
電
量
販
店
や
ま
ち
の

電
気
店
等
が
「
彩
の
国
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
推
進
店
」
と
し
て
省
エ
ネ
を
応

援
し
ま
す
。

期
間
／
11
月
14
日
㈯
〜
令
和
３
年

２
月
28
日
㈰

　
白
熱
電
球
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に

換
え
る
と
、
消
費
電
力
が
約
７
分

の
１
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
換
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
詳
し
く
は
、
埼
玉
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
／
埼
玉
県
温
暖
化
対
策
課

　
☎
８
３
０

−
３
０
３
３

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
燃
料
の

消
費
や
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
減

ら
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
心
が

け
た
運
転
方
法
で
す
。

・
駐
停
車
の
際
に
ア
イ
ド
リ
ン
グ

を
し
な
い

・
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
適
正
に
保�

ち
、
余
計
な
荷
物
は
載
せ
な
い

・
車
間
距
離
に
ゆ
と
り
を
も
っ
た

運
転　
な
ど

　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
こ
と
で
、

ガ
ソ
リ
ン
代
の
節
約
や
交
通
事
故

の
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ

ひ
心
や
時
間
に
ゆ
と
り
を
も
っ
た

運
転
を
心
が
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
／
環
境
推
進
課

　
☎
４
６
３

−

１
５
１
２

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費�

支
給
制
度
現
況
届
の
お
知
ら
せ

　
制
度
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、
受
給
資
格
更
新
の
た
め
現
況

届
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
児
童
扶
養
手
当
の
認
定

を
受
け
て
い
て
、
８
月
に
児
童
扶

養
手
当
現
況
届
の
手
続
き
を
お
済

み
の
方
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
手
続
き
が
な
い
と
翌
年
１
月
以

降
の
医
療
費
助
成
の
支
給
が
受
け�

ら
れ
な
い
た
め
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
出
期
間
／
11
月
２
日
㈪
〜
30
日
㈪

※
対
象
の
方
に
、
10
月
下
旬
に
通

知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

問
／
こ
ど
も
未
来
課　

　
☎
４
６
３

−

２
８
３
４ 

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
に
対
し
、
専
用
相
談
電
話
に

よ
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
／
11
月
12
日
㈭
〜
18
日
㈬　

�

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
14
日
㈯
、
15
日
㈰
は
午
前
10
時

〜
午
後
５
時

専
用
電
話
／
０
５
７
０

−

０
７
０�

−

８
１
０

相
談
担
当
者
／
法
務
局
職
員
、
人

権
擁
護
委
員

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
／
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権�

擁
護
課　
☎
８
５
９

−

３
５
０
７

11
月
12
日
㈭
〜
25
日
㈬
は
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間

　
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
、
売
買
春
、
人
身
取
引
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
は
、
い
か

な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
許
さ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
か

ら
の
３
年
間
は
性
犯
罪
・
性
暴
力

対
策
の
「
集
中
強
化
期
間
」
で
す
。

　
暴
力
の
な
い
男
女
平
等
社
会
の

実
現
に
向
け
、
多
く
の
方
に
こ
の

運
動
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
ツ
リ�

ー
の
作
成
や
Ｄ
Ｖ
関
連
図
書
、
朝

霞
市
の
Ｄ
Ｖ
相
談
統
計
の
展
示
な

ど
を
行
い
ま
す
。

問
／
そ
れ
い
ゆ
ぷ
ら
ざ
（
女
性
セ

ン
タ
ー
）

　
☎
４
６
３

−

２
６
９
７　
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年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

の
請
求
は
お
早
め
に
！

　
新
規
で
対
象
と
な
る
方
に
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き

の
ご
案
内
が
10
月
中
旬
以
降
、
順

次
郵
送
さ
れ
ま
す
。
令
和
３
年
２

月
１
日
㈪
ま
で
の
手
続
き
完
了
で
、�

令
和
２
年
８
月
分
か
ら
さ
か
の

ぼ
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
／
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５

　
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お�

か
け
に
な
る
場
合
は
☎
０
３

－

６
７
０
０

－

１
１
６
５

朝
霞
市
家
具
転
倒
防
止�

器
具
等
設
置
費
助
成
事
業

　
地
震
に
よ
る
家
具
の
転
倒
を
防

ぐ
器
具
等
や
、
そ
の
取
り
付
け
工

事
の
費
用
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
／
65
歳
以
上
の
方
の
み
で
構

成
さ
れ
る
高
齢
者
世
帯
、
障
害

の
あ
る
方
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
ま
た
は
障
害
の
あ
る
方
と

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
の
み

で
構
成
さ
れ
る
世
帯

助
成
額
／
１
万
円
（
１
世
帯
１
回
）

問
／
障
害
福
祉
課　

　
☎
４
６
３

－

１
５
９
８　

　
長
寿
は
つ
ら
つ
課　

　
☎
４
６
３

－

１
９
２
１　

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま
す

　
11
月
上
旬
（
10
月
１
日
以
降
に

今
年
初
め
て
納
付
さ
れ
た
方
は
来

年
の
２
月
上
旬
）
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
で
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
告
等
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
場
合
に
ご
本
人
の
社
会

保
険
料
控
除
に
加
え
る
際
は
、
ご

家
族
宛
て
の
控
除
証
明
書
を
添
付

の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
／
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル�

☎
０
５
７
０

－

０
０
３

－

０
０
４

　
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お�

か
け
に
な
る
場
合
は
☎
０
３

－
６
６
３
０

－

２
５
２
５

中
学
校
自
由
選
択

　
令
和
３
年
度
に
新
中
学
１
年
生

と
な
る
お
子
さ
ん
の
中
学
校
自
由

選
択
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。
親
子
で
よ
く
話
し
合
い
の
う

え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
／
11
月
２
日
㈪
〜
12
日�

㈭
（
３
日（
火・祝
）・７
日
㈯
を
除
く
）�

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
５
日
㈭
・
10
日
㈫
は
午
後

８
時
ま
で
）

持
参
す
る
も
の
／
印
鑑

申
・
問
／
教
育
管
理
課

　
☎
４
６
３

－

０
７
９
３

11
月
９
日
㈪
〜
15
日
㈰
は�

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間�

防
火
標
語
「
そ
の
火
事
を�

防
ぐ
あ
な
た
に　
金
メ
ダ
ル
」

　
こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え

ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る　
７

つ
の
ポ
イ
ン
ト

《
３
つ
の
習
慣
》

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

《
４
つ
の
対
策
》

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
身
の
回
り
の
布
製
品
に
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

・
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

問
／
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
予�

防
課　
☎
４
６
０

－

０
１
２
１

埼
玉
県
最
低
賃
金
は
時
間
額
928
円

　
10
月
１
日
㈭
か
ら
２
円
引
き
上

げ
と
な
り
、
県
内
す
べ
て
の
労
働

者
が
対
象
で
す
。

　
使
用
者
も
労
働
者
も
、
最
低
賃

金
以
上
に
な
っ
て
い
る
か
必
ず
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
産
業
に
よ
っ
て
、

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
定

め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
／
埼
玉
労
働
局
賃
金
室

　
☎
６
０
０

－

６
２
０
５

　
さ
い
た
ま
労
働
基
準
監
督
署　

�

☎
６
０
０

－

４
８
０
１

市
の
人
事
異
動（
10
月
１
日
付
け
）

　
課
長
級
以
上
、（　
）
内
は
旧
職

名
で
す
。

《
部
次
長
級
》
市
民
環
境
部
付
参

事
［
朝
霞
和
光
資
源
循
環
組
合
］

　
紺
清
公
介
（
市
民
環
境
部
付
参

事
［
朝
霞
市
・
和
光
市
ご
み
処
理

広
域
化
協
議
会
事
務
局
］）

《
課
長
級
》
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
課

付
主
幹
［
朝
霞
和
光
資
源
循
環
組

合
］　

鈴
木
恵
一
（
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
課
付
主
幹
［
朝
霞
市
・
和
光

市
ご
み
処
理
広
域
化
協
議
会
事
務

局
］）

問
／
職
員
課

　
☎
４
６
３

－

３
１
９
１

申…申し込み　問…問い合わせ

相続遺言／建設・宅建・産廃業／法人設立
農地転用／外国人雇用／Visa Application等

☎048-450-1390
ＡＳＫ（エーエスケー）行政書士法人
朝霞市本町2-7-21　www.gasaka.com
行政書士  松尾信一／浅川知之／松尾明子

毎月１回   無料相談会   開催中！
市役所徒歩１分　お気軽にお問合せ下さい
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重
症
心
身
障
害
児（
者
）�

短
期
入
所
事
業

　
在
宅
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）

を
介
護
し
て
い
る
保
護
者
等
が
、

一
時
的
に
家
庭
で
介
護
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
に
、
心
身
障
害
児
総

合
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
に
短
期
入

所
で
き
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
／
市
内
に
住
所
を
有
す
る
身�

体
障
害
者
手
帳
（
肢
体
不
自
由
）�

１
級
ま
た
は
２
級
の
交
付
を
受

け
、
か
つ
、
療
育
手
帳
Ⓐ
ま
た

は
Ａ
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
、

も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
障
害

の
あ
る
児
童
（
者
）

利
用
方
法
／
利
用
を
希
望
す
る
月

の
２
か
月
前
の
初
日
以
前
に
障

害
福
祉
課
に
申
し
込
み

※
利
用
調
整
の
結
果
、
ご
希
望
に

添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問
／
障
害
福
祉
課　

　
☎
４
６
３

－

１
５
９
８

　

４
６
３

－

１
０
２
５

職
親
制
度
の
ご
案
内

　
職
親
制
度
と
は
、
知
的
障
害
の

あ
る
方
が
自
立
更
生
を
図
る
た
め
、

職
親
（
知
的
障
害
が
あ
る
方
の
更

生
援
護
に
熱
意
を
有
す
る
事
業
経

営
者
な
ど
の
私
人
で
、
県
に
登
録

さ
れ
た
人
）
の
も
と
で
一
定
期
間

生
活
指
導
や
技
能
取
得
訓
練
等
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
／
障
害
福
祉
課　

　
☎
４
６
３

－

１
５
９
８

　

４
６
３

－

１
０
２
５

持
ち
帰
り・宅
配
サ
ー
ビ
ス
導
入

奨
励
金
の
受
付
が
終
了
し
ま
す

受
付
期
限
／
12
月
28
日
㈪
【
当
日

消
印
有
効
】

対
象
／
令
和
２
年
２
月
〜
10
月
ま

で
に
新
た
に
持
ち
帰
り
・
宅
配

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
飲
食
ス
ペ�

ー
ス
の
あ
る
市
内
飲
食
事
業
者

の
方

支
給
額
／
５
万
円

※
詳
し
い
要
件
や
申
請
方
法
等
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
／
産
業
振
興
課　

　
☎
４
６
３

－

１
９
０
３

11月の納付
市県民税� （随期）
国民健康保険税� （５期）
介護保険料� （５期）
後期高齢者医療保険料� （５期）
※納期限は11月30日㈪です。
○�納税・納付は納期限までに済ませ
ましょう。

○�便利で確実な口座振替をご利用く
ださい。

大切な人とのお別れは

がプロデュースする安心サポートご葬儀で。
直葬（火葬式）・家族親族葬・一般葬

〒351-0005　朝霞市根岸台 4-11-12　http://shiminso.jp

24 時間年中無休で受け付けております。

合祀墓・散骨・樹木葬・納骨堂
お手配、ご準備致します

㈱ 花 輪 式 典

℡ 0120－452－870

わたしたちができること

No.41　困
こま
っていること⑦

～障害者差別解消法～
問／障害福祉課　☎463-1599

内
ない
部
ぶ
障
しょう
害
がい
の方

かた
が、混

こん
雑
ざつ
時
じ
の電

でん
車
しゃ
や

バスで優
ゆう
先
せん
席
せき
に座

すわ
っていると、不

ふ

審
しん
な目

め
で見

み
られることがあります。

　ヘルプマークは、義
ぎ
足
そく
や人

じん
工
こう
関
かん
節
せつ
を使

し
用
よう
している方

かた
、内

ない
部
ぶ
障
しょう

害
がい
や難

なん
病
びょう
の方、妊

にん
娠
しん
初
しょ
期
き
の方

かた
など、援

えん
助
じょ
や配

はい
慮
りょ
を必

ひつ
要
よう
としてい

る方
かた
が身

み
に着

つ
けています。ヘルプマークを身

み
に着

つ
けている方

かた
を

見
み
かけたら、思

おも
いやりのある行

こう
動
どう
をお願

ねが
いします。

　なお、ヘルプマークは障
しょう
害
がい
福
ふく
祉
し
課
か
にて配

はい
布
ふ
しております。

日本手話情報コーナー No.51
問／障害福祉課　☎463-1599　 463-1025

「コンビニはどこですか？」

数
すう
字
じ
の「２」と「４」を表

あらわ
し、

そのまま円
えん
を描

えが
くように回

まわ
し

ます。

イラストの人
ひと
は、どんなことに困

こま
っているでしょうか

「どこですか？」※広報あさか８月号参照

＋

人
ひと
差
さ
し指

ゆび
を立

た
て、軽

かる
く左

さ

右
ゆう
に振

ふ
ります。

（相
あい
手
て
にたずねる表

ひょう
情
じょう
をします）

なに？

すこし曲
ま
げた指

ゆび
を下

した
に向

む

け、軽
かる
く置

お
きます。

場
ば
所
しょ

ヘルプマークを
活
かつ
用
よう
しましょう。

YouTube『朝
あさ
霞
か
社
しゃ
協
きょう
公
こう
式
しき
チャンネル』で定

てい
期
き
的
てき
に手

しゅ

話
わ
の動

どう
画
が
などを配

はい
信
しん
しております。ぜひご覧

らん
ください。

コンビニエンスストア
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朝霞市役所（代表）　〒351−8501　朝霞市本町1−1−1　☎048−463−1111　 048−467−0770
※問い合わせの電話番号は直接各担当係につながります。また、市外局番は（048）です。直通番号一覧は右のコードからご覧ください。
●受付時間／午前８時30分～午後５時15分　●休日／土・日曜日、祝日、年末年始

埼玉県都市競艇組合からの
お知らせ

競艇開催日／10月29日㈭～11月３日（火・祝）
　　　　　　11月12日㈭～15日㈰
会　　　場／戸田ボートレース場
※朝霞市は埼玉県都市競艇組合に加盟
しており、組合からの配分金をさまざ
まな事業に活用しています。
問�／埼玉県都市競艇組合
　☎823-8711
　https://www.boatrace-toda.jp/

樹木の剪定、伐採、草刈り
お見積もりは無料です！
例：樹高3m剪定3,000円　芝刈り㎡200円

〒351-0023 朝霞市溝沼5-15-9
TEL 048-424-3928　FAX 048-424-3982
URL : http://www.greenspaceltd.info
＊詳しくはホームページをご覧下さい。

グリーンスペース株式会社

＊オープンガーデン（日本庭園、枯山水）約400㎡
見学会開催中です。

信頼と実績の50年

「SAITAMA出会いサポートセンター」会員募集

　埼玉県、市町村、民間企業等が一体となって運営す
る結婚支援センターです。結婚を希望される方の出会
いから交際、結婚までを相談員と結婚支援システムに
よりサポートします。詳しく
はSAITAMA出会いサポー
トセンターホームページ
（https://www.koitama.jp）
をご覧ください。

問／SAITAMA出会いサポートセンター事務局　☎789-7721

申…申し込み　問…問い合わせ

あさか市民活動ニュースレター vol.75

問／市民活動支援ステーション・シニア活動センター　☎463-1417　 simin_katudo@city.asaka.lg.jp
未来への贈り物　～人と自然が共生出来るまちづくり～
　今回は、朝霞基地跡地の自然を守り、育てながら、自然の素
晴らしさを多くの市民の方に伝え、利用してもらうことを目的
に活動している「朝霞基地跡地の自然を守る会」の代表である、
大
おお

野
の

良
よし

夫
お

さんにインタビューした内容をご紹介します。
Ｑ�.活動内容は？
Ａ�.朝霞基地跡地暫定利用広場である「朝霞の森」の維持管理
を中心に活動しています。草刈りやベンチの手入れ等をボラ
ンティアで行っています。

　�また、「朝霞の森」の自然の魅力を発信し、市民の方に親しん
でもらえるよう、朝霞市補助事業として、年に３～４回、市民
企画講座を開催しています。今年は９月に「朝霞基地跡地の
樹林保全を考える」をテーマにした講演会を開催しました。11
月には「朝霞の森遊歩道の緑をみんなで育てよう」をテーマ
に講演会を開催する予定です。

　�他にも、夏の「虫捕り観察会」、秋には「虫たちの冬越し用こ
も巻き会（※）」、虫たちに春を告げる「こも外し観察会」、春
は食べられる野草を探す「自然観察会」等、さまざまなイベ
ントを開催しています。これらの取り組みは「朝霞の森」の四
季折々の特色を活用しながら、自然に触れてもらい、一緒に
自然を育てていく中で「人と自然は共生していること」を子ど
もの頃から体験し、知ってもらいたいという思いで実施してい
ます。毎回、子どもから大人まで、多くの市民の方に楽しん
でいただいています。

　�※こも巻き…木の幹に藁でできた菰
こも

を巻き付ける害虫駆除法。

Ｑ�.活動にやりがいを感じる時は？
Ａ�.「朝霞の森」は市民が自分たちでルールを定め、なるべく自
由度の高い広場になるように管理をしています。そこに多くの

方が集まり、楽しむことができるように、自然環境を守り、育
てていくことが、自身にとって喜びであり、やりがいになって
います。そして、何より大好きな自然の中に居られることが生
き甲斐でもあります。

Ｑ�.新型コロナウイルス感染防止のために、活動の中で工夫していることは？
Ａ�.会員同士が会わなくても情報交換が出来るように、メールや
ブログ等を利用して、多くの情報を発信することを心がけて
います。また、月に１度「自然を守る会通信」を発行し、会員
へ周知するとともに、公共施設等に設置し、一般の市民の方
にも活動報告をしています。
Ｑ�.市民の皆さんに伝えたいことは？
Ａ�.まだ市民が利用出来ていない基地跡地が残っています。私た
ちは、基地跡地を早く市民の方が利用できるように、市と協
働して、取り組んでいきたいと思っています。朝霞の未来へ
の贈り物として、基地跡地の自然を大事に守り、育てながら、
利用していく、そして新しい人と森との付き合い方を築いてい
きたいと考えています。
問 �／朝霞基地跡地の自然を守る会　☎464-3607（大野）
※このコーナーは、主に朝霞市内でＮＰＯなどの市民活動を行っ
ている団体にインタビューした内容を掲載しています。活動内容
等の詳細につきましては、団体にお問い合わせください。
☆メールマガジン配信のお知らせ☆
　市民活動に関する情報や市民活動団体によるイベントのお知
らせ等について、毎月メールマガジンを配信しています。配信を
希望する方は、件名「メールマガジン配信希望」として、配信
希望アドレスを記載のうえ、市民活動支援ステーション・シニア
活動センターまでメールにてお申し込みください。

「虫たちの冬越し用こも外し観察会」
の様子

「朝霞の森春の自然観察会」
摘んだ野草を天ぷらにして味わいました

「夏の虫捕り観察会」の様子
多くの親子連れが虫捕りに興じます

会員による朝霞の森維持管理作業

これってＤＶ？
　配偶者等から身
体的・精神的暴力
等を受けていると
感じたら、一度ご
相談ください。
問／それいゆぷらざ
　（女性センター）
　☎463-0356
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「あらゆる分野に女性の活躍を」
朝霞市は男女平等社会の実現を目指していま

す朝霞市は男女平等社会の実現を目指していま
す朝霞市は男女平等社会の実現を目指していま
す

　令和２年分の年末調整説明会の開催を中止します　
　毎年11月開催の年末調整説明会は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を踏まえ、開催を中
止します。年末調整説明関係資料は、源泉徴収義務者の皆さんへ10月下旬に郵送しました。
　また、年末調整に関する各種情報は、国税庁ホームページの年末調整特集ページをご覧ください。
書類は税務署窓口でも配布しており、国税庁ホームページからダウンロードすることもできます。
� 国税庁ホームページ
　国税に関するご相談は、まずはお電話を！　
　国税に関する一般的なご相談は、電話でお問い合わせください（自動音声案内の「１」番）。

　税務署での面接相談は「事前予約制」です！　
　待ち時間の短縮と十分な相談時間確保のため、ご予約を優先します。相談を希望する方は、まず電話でお問い合
わせください。

　確定申告に便利！ID・パスワードだけで自宅のパソコンから確定申告ができます　
　お近くの税務署で、12月中にID・パスワードの取得をお願いします！
※申告者ご本人の運転免許証などの本人確認書類が必要です。

問／朝霞税務署　☎467-2211
※自動音声案内の「２」を選択してください。朝霞税務署からのお知らせ

　2019年ジェンダーギャップ指数ランキングでは、日本は153か国中121位です。
　また、欧州や他の先進国の女性リーダーは、３〜４割に達していますが、日本の女性リーダーの割合は約１割
程度となっています。
　２017年に行った民間会社の調査で「管理職になりたいですか」という質問に対し、「なりたくない」と回答し
た女性社員は約87％であり、その理由は、「仕事と子育ての両立に不安を感じている・負担が増えるだけでメリッ
トがない・男性社員からの納得が得られるのか疑問である」といった内容でした。また、2019年に行った「朝霞
市男女平等に関する市民意識調査結果報告書」では、「女性自身が責任ある地位に就きたくない・男性リーダーが
社会慣行だから」といった理由が上位となっています。
　日本では、女性活躍の推進を最重要課題と位置づけ、企業等に女性参画の数値目標作りを義務付ける「女性活
躍推進法」（2016年）や男女の候補者数をできる限り均等になるよう政党に求めた「政治分野における男女共同参
画の推進に関する法律」（2018年）が施行されました。しかしながら、まだまだ固定的役割分業意識が残り、女性、
男性、社会などが法を理解し、自らが率先して行動していくといったリーガル・リテラシーが進んでいない状況
と考えられます。各国では、「クオータ制」を導入するなど男女共同参画に力を入れ推進していますが、一方では、
強制力のあるルール作りには否定的で、真の男女平等とはならないという意見もある状況です。
　政府は、2030年代にリーダーの男女の比率が同水準になることを目指すという新たな目標案を示しましたが、
「誰かが変えるだろう」といった人まかせではなく、私たち一人ひとりが意識して生活していくことが大切です。

※ジェンダーギャップ指数…世界経済フォーラムが公表する、経済、政治、教育、健康の４分野14項目のデータ
を元に男女格差を測る指数（上位ほど男女格差がないことを表す）
※リ－ガル・リテラシー…法律に対する知識と、それを活用する能力
※クオータ制…議員や会社役員などの女性の割合をあらかじめ一定数に定めて起用する制度
このコラムは、市と協働している男女平等推進事業企画・運営協力員が、日々の生活の中で感じている「男女平等」
について執筆しています。
（次回は広報あさか１月号に掲載します。）� 問／それいゆぷらざ（女性センター）　☎463-2697
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朝霞市役所（代表）　〒351−8501　朝霞市本町1−1−1　☎048−463−1111　 048−467−0770
※問い合わせの電話番号は直接各担当係につながります。また、市外局番は（048）です。直通番号一覧は右のコードからご覧ください。
●受付時間／午前８時30分～午後５時15分　●休日／土・日曜日、祝日、年末年始

申…申し込み　問…問い合わせ

　朝霞リーディングサークルのご協力により作成した「広報あさか音
声CD」をご自宅に無料で郵送しています。ご希望の方はご連絡ください。
※声の広報あさかとして、市ホームページでも聞くことができます。
※朝霞リーディングサークルとは…広報あさか等の音声ＣＤを作成し、
視覚障害のある方にお届けしているボランティアサーク
ルです。サークルでは一緒に活動してくださる方を募集
しています。興味のある方はぜひご連絡ください。
問／シティ・プロモーション課　☎463-3059

※ＩＰ電話からの放送確認はできません。
※定時放送（子どもの見守り放送、夕焼け放送）は除
きます。
※回線が混み合っている場合は、つながら
ないことがあります。しばらくしてからお
かけ直しください。
� 問／危機管理室　☎463-1788

� 問／保険年金課　国民健康保険係　☎463-0283　高齢者医療係　☎463-1928
　令和３年３月（予定）から、マイナンバーカードが保険証として使えるようになります。
　そのためには、事前に専用サイト（マイナポータル）で登録する必要があります。
　マイナンバーカードの取得については総合サイトやフリーダイヤルでご確認ください。
・マイナンバーカード総合サイト（https://www.kojinbango-card.go.jp/）
・マイナンバーカード総合フリーダイヤル　☎0120-95-0178
　（平日：午前９時30分〜午後８時　土・日曜日・祝日：午前９時30分〜午後５時30分　年末年始を除く）
※マイナンバーカードが使用できない医療機関等がありますので、その際は保険証をお使いください。
※保険証の更新や、国民健康保険または後期高齢者医療保険に加入の際には、これまでどおり保険証が発行されます。各
健康保険への加入・脱退の手続きも、これまでどおり必要です。

市内の視覚障害のある方に広報あさか音声CD
（デイジー形式）を無料で郵送しています

防災行政無線の放送内容を確認できます
専用ダイヤル／0800-8000-744
（通話無料）

マイナンバーカードが保険証として使えるようになります

運転免許自主返納啓発事業を実施しています！

支援内容　（どちらか１人１回限り）
①市内循環バス回数券（100枚分）

15,000円相当
②バス・鉄道共通交通系ICカード

10,000円相当

申請期間
随時受付中（土・日曜日、祝日、年末年始を除く午前９時〜午後５時）

申請方法
まちづくり推進課窓口（市役所５階）に申請してください。
書類に不備がなければ、その場で回数券もしくはICカードをお渡しします。

対象
平成31年４月１日以降に運転免許を自主返納し、自主返納日および申請日時点で朝霞市民の方
※運転免許を失効した方は対象となりません。

必要書類
・申請書兼受領書（要印鑑）　・運転免許取消通知書　・本人確認書類
※取り消し後の穴開き運転免許証は使用できません。
代理人による申請は、委任状と代理人の方の印鑑も必要です。
申請書兼受領書と委任状はまちづくり推進課で配布しているほか、
市ホームページにも掲載しています。
� 市ホームページ

詳しくは、まちづくり推進課へお問い合わせください。
※埼玉県警察では、高齢者の運転免許自主返納の支援として「シルバー・サポーター制度」を実施しています。

申・問／まちづくり推進課　☎463-1514
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日時／11月19日㈭　午前10時30分〜午後１時
会場／市役所１階市民ホール
内容／朝霞産農産物のＰＲと地産地消を推進するため、
旬の野菜を市内の生産者が直売します。

主催／朝霞市都市農業推進協議会・朝霞市
協力／ファーマーズ朝霞

日時／11月25日㈬　午後２時〜３時
定員／５組（令和２年９月生まれ対象）
予約開始日／11月４日㈬
内容／２か月のお子さんがいる方同士お喋りしたり、お
友達を作りたい方が集まる場所です。

朝霞産農産物直売　あさか新鮮野菜市 ピースのお部屋

第１日曜日の朝は朝市へ！

問／産業振興課　☎463-1904 会場・問／子育て支援センター「さくらんぼ」
☎450-7708

問／産業振興課　☎463-1903

広報あさかに掲載したお知らせは、新型コロナウイルスの影響で、催しの中止や
内容を変更する場合があります。詳しくは各問い合わせ先にご確認ください。
なお、催しの中止情報等は市ホームページからもご覧いただけます。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●催し・講座 記載のないものは、対象／どなたでも
費用／無料、申込方法／事前申込不要

日程／11月24日㈫　午後１時〜４時（午後０時30分〜受付）
会場／ソニックシティ地下第１・第２展示場　　対象／保育分野での就職を希望する求職者（保育士、保育補助等）
内容／事業所人事担当者と参加者の個別面接会、ハローワーク職員による就職相談　　
参加事業所／40か所（予定）　　※詳細は右のコードから埼玉労働局ホームページをご覧ください。
持ち物／履歴書、自己ＰＲ書等複数枚、ハローワークに登録がある方は、ハローワークカード

保育士合同就職面接会
問／埼玉労働局職業安定課　☎600-6208　　埼玉県少子政策課　☎830-3349

園庭開放

あさか環境ワークショップ　
「環境について考えよう！」

問／保育課　☎463-2939

申・問／環境推進課　☎463-1504　FAX463-9490　 kankyo_suisin@city.asaka.lg.jp

日時／11月１日㈰　午前７時〜９時　※雨天中止　　
会場／市役所正面駐車場
内容／服飾、雑貨、お茶などお手ごろな価格で提供しています。
※商品が無くなり次第終了。内容は変更になる場合あり。
主催／朝霞市朝市出店者協議会

日時／11月11日㈬・24日㈫　午前９時30分〜正午（雨
天中止）

会場／各公設保育園（北朝霞保育園分園は除く）　
※民設民営の保育園は園庭開放を行っていません。

　より効果的な制度活用のため、緑化したフェンスの設置および多年生のつる性植物での既存フェンスの緑化を補助対象
に加えました。　
■対象事業／新たに生け垣や緑化フェンスを設置する工事または高さ50㎝以上のブロック塀を取り壊し生け垣等を設置す

る工事、既存フェンスへの多年生のつる性植物の植栽費用
■対象／市に住民登録があり、市税を完納している方　
■補助金額／設置費用および撤去費用に対し１m当たり１万円まで（上限各10万円）。既存フェンスへの

多年生のつる性植物の植栽費用は、１m当たり２千円まで（上限２万円）。
※工事着手10日前までに要申請。　※詳細は市ホームページまたはお問い合わせください。

申・問／みどり公園課　☎463-0374

　市では、2022年度にスタートする朝霞市環境基本計画の策定に向けて取り組んでいます。朝霞市が目指すべき環境
の未来像について一緒に考えてみませんか？
日時／11月21日㈯　午後２時〜４時　　　会場／市役所５階大会議室　　対象／18歳以上の市内在住、在勤の方　　
定員／20人（先着順）　　申込方法／11月18日㈬までに、電話、ＦＡＸまたはメールで

市ホームページ

生け垣等設置補助制度をご利用ください！
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朝霞市役所（代表）　〒351−8501　朝霞市本町1−1−1　☎048−463−1111　 048−467−0770
※問い合わせの電話番号は直接各担当係につながります。また、市外局番は（048）です。直通番号一覧は右のコードからご覧ください。
●受付時間／午前８時30分～午後５時15分　●休日／土・日曜日、祝日、年末年始

申…申し込み　問…問い合わせ

朝霞市・志木市・新座市認定訪問介護員（生活支援のホームヘルプスタッフ）合同養成研修

市民活動団体支援補助事業「まんまる抱っこ講座」

日程・内容・講師／
１日目 12月14日㈪ 高齢社会の現状、介護保険制度の理解　等

介護サービスに従事してい
る介護福祉士、看護師等２日目 12月16日㈬ 医療・介護・福祉に関わる職種の理解と連携　等

３日目 12月17日㈭ 生活支援の理解、内容について　等
時間／午前９時30分〜午後４時30分（午前９時10分受付開始）　　会場／産業文化センター
受講対象者／以下の要件をすべて満たす方
　　　　　（1）市内在住の18歳以上の方で、在宅における生活支援に興味があり、働く意欲のある方
　　　　　（2）３日間（１日６時間　計18時間）の全ての研修に参加できる方
受講料／無料　※別途テキスト代1,300円（税込）　　定員／10人（申込多数の場合、抽せん）
申込方法／11月30日㈪までに申込書を株式会社シグマスタッフへ郵送（〒330-0854　さいたま市大宮区桜木町
１-９-１　三谷ビル７Ｆ）またはＦＡＸで。申込書は、長寿はつらつ課、内間木支所、各出張所、各公民館で配布

日時／11月14日㈯　午前10時〜11時45分（午前９時45分〜受付）　
会場／産業文化センター　多目的ホール
内容／赤ちゃんの骨や筋肉について、また、発達を促すポイントをお伝えします。日常生活の中で無意識にやってい
ることが、赤ちゃんの身体と心にどんな影響を及ぼすのかを踏まえながら、抱っこやおろし方・寝かせ方を体験し
てみませんか。

講師／yufra＊すまぃるbaby代表　我
わが

妻
つま

希
のぞみ

さん　　対象／育児中の方、産後支援をされている方
定員／20人（先着順）　　持ち物／飲み物、おくるみ（お持ちの方）
その他／動きやすい服装でお越しください
申込方法／予約サイト（https://coubic.com/vienna-juku/280070?via=qr）または右のコードから

問／長寿はつらつ課　☎463-1952　申・問／株式会社シグマスタッフ　☎782-5173　FAX782-5175

主催・申・問／ＮＰＯ法人美えな塾　　　　　　　　　　
info@vienna-juku.com　HP http://viennajuku.com

広報あさかに掲載したお知らせは、新型コロナウイルスの影響で、催しの中止や
内容を変更する場合があります。詳しくは各問い合わせ先にご確認ください。
なお、催しの中止情報等は市ホームページからもご覧いただけます。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●催し・講座 記載のないものは、対象／どなたでも
費用／無料、申込方法／事前申込不要

日時／11月15日㈰　午前10時〜正午　
内容／３人１組のグループで、ミッションに従って朝霞
の街を歩きます。

対象／小学生を含む３〜４人のグループ
定員／20グループ
費用／１グループ100円（保険代）
持ち物／写真機能の付いている携帯電話
その他／出発地点は密を避けるため、グループごとに変
更します。申込時にご確認ください。

申込方法／電話で

日時／12月７日〜令和３年３月８日　祝日・令和３年１月
４日を除く毎週月曜日（同じ内容で２部開催）　全12回

　第１部　午後１時30分〜２時40分　　
　第２部　午後３時〜４時10分
会場／わくわくどーむ（健康増進センター）　　　
定員／各部15人（先着順）
対象／市内在住の65歳以上で軽い運動ができる方　
※基礎疾患等のある方は細心の注意を払ってご参加くだ
さい。　　　
持ち物／上履き、飲み物、タオル、運動できる服装、
マスク　

※マスクをしていない方、当日朝の検温結果が高い方は
参加をお断りする場合があります。
申込方法／今年度、いきいき教室に
・参加していない方：11月16日㈪〜24日㈫
・参加している方：11月18日㈬〜24日㈫　　　　
　どちらも電話で

市民活動団体支援補助事業
こどもライブフェスタ2020inあさか

「あさかをまるごと楽しもう」

フレイル予防のための「いきいき教室」

主催・申・問／朝霞おやこ劇場　岩
いわ

田
た

☎080-2675-5852

申・問／長寿はつらつ課　☎463-1952・1719
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●催し・講座 記載のないものは、対象／どなたでも
費用／無料、申込方法／事前申込不要

広報あさかに掲載したお知らせは、新型コロナウイルスの影響で、催しの中止や
内容を変更する場合があります。詳しくは各問い合わせ先にご確認ください。
なお、催しの中止情報等は市ホームページからもご覧いただけます。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●催し・講座 記載のないものは、対象／どなたでも
費用／無料、申込方法／事前申込不要

　運動機能低下防止のための健康体操を習得し、自宅で継続することを目的とした体操教室です。
会場１：ゆめぱれす（市民会館）
日程／11月18日〜令和３年１月20日の毎週水曜日（全８回）　※12月30日、令和３年１月６日を除く
時間／各回30分　①午前９時20分〜　②午前10時15分〜　③午前11時10分〜　　定員／各25人
会場２：㈱ランダルコーポレーション（西原１-７-１）
日程／11月19日〜令和３年１月21日の毎週木曜日（全８回）　※12月31日、令和３年１月７日を除く
時間／各回40分　①午前９時15分〜　②午前10時15分〜　③午前11時15分〜　　定員／各10人
 共通事項 
対象／市内在住の65歳以上で軽い運動ができる方　※基礎疾患等のある方は細心の注意を払ってご参加ください。
持ち物／上履き、飲み物、タオル、運動できる服装、マスク
※マスクをしていない方、当日朝の検温結果が高い方は参加をお断りする場合があります。
申込方法／現在、フレッシュトレーニング教室に
　・参加していない方：11月６日㈮〜13日㈮（先着順）　　
　�・参加している方：11月10日㈫〜13日㈮（申込締切後、「参加していない方」で定員が埋まらなかった場合、抽せん）
　どちらも電話で

へるすアップチャレンジ教室　動きたくなるカラダ、動きやすいカラダ

フレッシュトレーニング教室

申・問／健康づくり課　☎465-8611

申・問／長寿はつらつ課　☎463-1952・1719

　税金に関する相談に税理士が個別にお答えします。
日時／11月16日㈪　午前10時30分〜午後４時30分
　（最終受け付けは午後４時）
会場／にいざほっとぷらざ
対象／朝霞・和光・志木・新座に在住の方
申込方法／電話で

　「会員同士が集まることが難しい」、「定例会などの会
議を見送っている」など、活動を行うことが難しい中
でも、市民活動の歩みを止めないため、ビデオ会議ア
プリZOOMの使い方を一緒に学びましょう！
日時／11月21日㈯　午前10時〜午後４時
会場／仲町市民センター　会議室　　
内容／ZOOMの特徴と活用方法、ルールなどの基礎を
学ぶ

対象／市内で活動しているNPO・市民活動団体（ビデ
オアプリ会議初心者）

定員／７団体　１団体当たり30分（事前予約、先着順）
申込方法／電話、またはメールで

無料税務相談会

葬儀個別基本相談 市民活動を進めるため、オンライ
ン会議を体験してみよう！「はじ
めてのZOOM活用相談会」

問／関東信越税理士会朝霞支部事務局
☎465-0025

会場・問／斎場　☎460-0055

主催・申・問／市民活動支援ステーション・
シニア活動センター

☎463-1417　 simin_katudo@city.asaka.lg.jp

日時／11月19日㈭　午前９時〜11時（１人30分まで
先着順）　

会場／朝霞市斎場　
内容／もしもの時に備えて、基本的な葬儀の流れを個
別で説明します。当日は式場の見学もできます。

対象／市内在住の方

日程／日曜コース：12月６日㈰　午前10時〜正午　　月曜コース：12月７日㈪　午前10時〜正午
会場／保健センター　　
内容／姿勢のゆがみや食事バランスチェック、家でできる“ながら運動”
講師／健康運動指導士　溝

みぞ

越
こし

優
ゆ

貴
き

子
こ

さん　　
対象／市内在住の成人　　定員／各コース15人（先着順）
持ち物／体を動かしやすい服装、水分補給できるもの　　申込方法／11月５日㈭より電話で
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朝霞市役所（代表）　〒351−8501　朝霞市本町1−1−1　☎048−463−1111　 048−467−0770
※問い合わせの電話番号は直接各担当係につながります。また、市外局番は（048）です。直通番号一覧は右のコードからご覧ください。
●受付時間／午前８時30分～午後５時15分　●休日／土・日曜日、祝日、年末年始

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●催し・講座 記載のないものは、対象／どなたでも
費用／無料、申込方法／事前申込不要

広報あさかに掲載したお知らせは、新型コロナウイルスの影響で、催しの中止や
内容を変更する場合があります。詳しくは各問い合わせ先にご確認ください。
なお、催しの中止情報等は市ホームページからもご覧いただけます。

申…申し込み　問…問い合わせ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●催し・講座 記載のないものは、対象／どなたでも
費用／無料、申込方法／事前申込不要

　迫力ある生演奏をビール、おつまみ片手に食事とアル
コールなどを楽しみながら、ジャズの心地よい音色と極
上の時間を朝霞でお過ごしください。
日時／12月18日㈮　午後６時15分開演（午後６時開場）
入場料／４,000円（全席指定）　食事つき飲み放題
※今年は新型コロナウイルス感染症予防対策の為食べ放
題ではありません。また、規模を縮小しての開催となり
ます。
発売日／11月７日㈯　午前10時〜
　（電話予約は同日午後１時30分〜ゆめぱれすのみ）
※購入枚数を制限させていただく場合があります。
※窓口販売で完売した場合、電話予約は受け付けしませ
ん。
チケット取扱／ゆめぱれす（市民会館）

Jazz Night
会場・問／ゆめぱれす（市民会館）　☎466-2525

　古典落語を守りながらも、現代的なギャグをいれるな
ど自分の言葉で大胆にアレンジする春風亭一之輔。高座
で感じる雲を掴むかのようなキャラクター、その実よく
聞くと鋭い洞察眼で萬橘ワールド炸裂の三遊亭萬橘。落
語の芸をたっぷりとご堪能あれ！
日時／令和３年１月30日㈯　午後１時30分開演（午後
１時開場）

入場料／2,000円（全席指定）
出演／春風亭一之輔、三遊亭萬橘ほか
発売日／11月28日㈯　午前10時〜
　（電話予約は同日午後１時30分〜ゆめぱれすのみ）
チケット取扱／ゆめぱれす、産業文化センター、パルシ
ティ（志木市民会館）

第25回　あさか寄席
〜一之輔・萬橘の二人会〜
会場・問／ゆめぱれす（市民会館）　☎466-2525

　団体の決算のやり方や会計書類の作成方法って？初めての会計担当で分からないことだらけ…など、団体の税務・
会計に関するご相談をお受けします。
日時／12月３日㈭　午前10時〜午後４時（１団体30分まで）
会場／ゆめぱれす（市民会館）　　内容／税理士による無料の個別相談会　　定員／７団体（事前予約、先着順）
申込方法／電話、ＦＡＸまたはメールで
主催／（公財）いきいき埼玉、市民活動支援ステーション・シニア活動センター

NPO法人税務・会計相談会
申・問／彩の国市民活動サポートセンターＮＰＯ相談コーナー　
☎728-7146　FAX729-5091　 info@sai-saposen.on.arena.ne.jp

メリーディスタンス☆クリスマスパーティー2020☆〜未来に嵐を巻き起こせ！〜
申・問／こども未来課　☎463-2930　 kodomo_mirai@city.asaka.lg.jp

 

　決行！クリスマスパーティー2020☆　レクをしたりクリスマスグッズを製作して、コロナに負けずにクリスマス会
を楽しもう！何を作るかはお楽しみ♪（今回、調理は行いません）
日時／12月20日㈰　午前10時〜午後１時　　集合場所／中央公民館・コミュニティセンター
対象／市内在住の小学生　　費用／100円（保険代等）　　参加人数／12人（申込多数の場合抽せん）
申込方法／件名「クリスマス会希望」とし、氏名（ふりがな）、住所、学年、性別、電話番号を記入のうえ、11月27
日㈮までにメールで。結果ははがきでお知らせします。　　主催／青少年相談員朝霞市協議会

新型コロナウイルス感染症で影響を受けている事業者等への相談窓口
問／産業振興課　☎463-1903

①雇用調整助成金、休業支援金・給付金等、国・県給付金や労働・社会保険についての相談
日程／11月13日㈮・21日㈯・27日㈮　　対象／市内在住・在勤の勤労者および市内事業者　　相談者／社会保険労務士
②持続化給付金、家賃支援給付金等、国・県給付金や経営についての相談
日程／11月10日・17日・24日（すべて火曜日）　　対象／市内事業者　　相談者／中小企業診断士
  ①、②共通　　時間／午後１時〜４時（１人１時間まで）　
会場／市役所５階503会議室（①の21日㈯は、産業文化センターで実施）　
申込方法／電話で（先着順）　　※12月以降も実施します
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【お子さん対象教室】No.①～�  ～応募方法～
受付期間／11月１日㈰～14日㈯　　結果／11月20日㈮までに通知　※申込多数の場合は抽せん
ひとりで複数教室への申し込みも可能ですが、はがきで応募の際は１枚につき１人１教室までです。
また、受講確定後の一部キャンセルはできません。
●web予約
　公式ＨＰ（「わくわくどーむ」で検索）もしくは右のコードをご参照ください。

●往復はがき
　希望する教室名、住所、氏名(ふりがな)、年齢、電話番号、在学の方は学校名を記入
　〒351-0033　朝霞市大字浜崎27番地「わくわくどーむスポーツ教室」係宛て（返信はがき：表にご自宅住所、お名前のみ記入）

教室申し込みに際してご提示いただいた個人情報については、ご本人の許可なく当初の目的以外には使用しません。

会場・申・問／わくわくどーむ（健康増進センター）
☎472-6000わくわくどーむからのご案内

≪スポーツ教室　第５期　12月開講（12～１月）のご案内≫
対象／市内に在住、在勤または在学の方（医師から運動を禁止されている方は申し込みできません )。
※参加者全員にスポーツ傷害保険に加入していただきます（保険代は以下の受講料金内に含まれています )。
お子さん対象　スポーツ教室・水泳教室　◆◇　便利なインターネットでのweb予約もあります！
幼児水泳…完全におむつが外れている 3 歳以上の未就学児が対象です。こども水泳…小学生以上のお子さんが対象です。

≪わくわくどーむ11月の休館日≫　11月２日㈪
※３～11月は毎月第１月曜日、12～２月は毎週月曜日がお休みです。（祝日の場合は、翌営業日が休館日となります。）

№ 教 室 名（スタジオ） 日　程（休館日･祝日を除く） 定員 料 金

① キッズダンス基礎クラスＡ
（４～６歳の未就学児） 火

曜
15:15～16:15 12/1～1/19

※12/29除く

15 6,160円
／全７回

② キッズバレエ
（小学１～６年生） 16:45～17:45

③ キッズダンス基礎クラスＢ
（４～６歳の未就学児）

水
曜

15:15～16:15

12/2～1/20
※12/30除く④ キッズテーマパークダンスＡ

初級（小学１～６年生） 16:45～17:45

⑤ キッズテーマパークダンスＢ
中級（小学１～６年生） 18:15～19:15

⑥ リトルチアダンスＡ
（３～６歳の未就学児）

木
曜

15:00～15:50

12/3～1/21
※12/31除く

8

5,082円
／全７回

⑦ リトルチアダンスＢ
（３～６歳の未就学児） 16:15～17:05

15
⑧ キッズチアダンス 中級

（小学１～６年生） 17:30～18:20

⑨ キッズHIP HOP
（小学１～３年生） 16:15～17:05

8⑩ キッズHIP HOP
（小学４～６年生） 17:30～18:20

⑪ キッズHIP HOP中級 18:45～19:35

⑫ キッズストリートダンス
（小学３年生～中学生程度） 18:45～19:35 15

⑬ キンダースポーツクラブ
（３～６歳の未就学児）

金
曜15:30～16:30 12/4～1/22

※1/1除く 15 6,930円
／全７回

⑭ キッズチアダンス 初級A
（小学１～６年生）

土
曜

13:00～13:50 12/5～1/23
※12/26・1/2

除く

8 4,356円
／全６回

⑮ キッズチアダンス 初級Ｂ
（小学１～６年生） 14:15～15:05

15
⑯ キッズ空手 初級

（小学１～６年生） 15:30～16:20

12/5～1/23
※1/2除く

5,082円
／全７回⑰ キッズ空手 中級

（小学生～高校生） 16:45～17:35

⑱ キッズ空手 上級
（小学生～高校生） 18:00～18:50

№ 教 室 名（プール） 日　程（休館日・祝日を除く） 定員 料 金

⑲ 幼児水泳教室A
（水慣れ／クロール） 火

曜
15:15～16:15 12/1～1/19

※12/29除く

30 6,930円
／全7回

⑳ 幼児水泳教室B
（水慣れ／クロール） 16:15～17:15

� 幼児水泳教室C
（水慣れ／クロール）

水
曜15:15～16:15 12/2～1/20

※12/30除く

㉒ 幼児水泳教室D
（水慣れ／クロール）

金
曜15:30～16:30 12/4～1/22

※1/1除く

㉓ 幼児水泳教室E
（水慣れ／クロール） 土

曜
9:30～10:30 12/5～1/23

※1/2除く㉔ 幼児水泳教室F
（水慣れ／クロール） 10:30～11:30

㉕ こども水泳教室A（中級）
クロール・背泳ぎ

火
曜17:30～18:30 12/1～1/19

※12/29除く

35

6,160円
／全7回

㉖ こども水泳教室B（初級）
水慣れ・バタ足・息なしクロール8m

水
曜

16:45～17:45
12/2～1/20
※12/30除く㉗ こども水泳教室C（上級）

平泳ぎ・バタフライ 17:45～18:45

㉘ こども水泳教室（特級） 18:50～19:50 15

㉙ こども水泳教室D（初級）
水慣れ・バタ足・息なしクロール8m

金
曜

16:30～17:30

12/4～1/22
※1/1除く 35㉚ こども水泳教室E（中級）

クロール・背泳ぎ 17:30～18:30

㉛ こども水泳教室F（上級）
平泳ぎ・バタフライ 18:30～19:30

※No.⑤・⑧は、ダンス歴1年以上の方が対象となります。
※No.⑪はインストラクターの承認を得た方のみとなります。
※お子さん対象のスポーツ教室は保護者の見学・付き添いはでき
ません。

◇◆ 16歳以上の方が対象のスポーツ教室・水泳教室・アクアビクス（水中運動）教室 ◆◇　各教室の曜日・時間等はわくわくどーむホームページに掲載

※No.�～�以外の成人スポーツ教室は、新型コロナウイルス感染予防対策として１回毎のチケット制になっております。
※次回　第６期（２月～３月）の募集につきましては、第５期受講者に参加継続優先枠があります。
詳しくは、わくわくどーむホームページでご確認ください。
� レディース水泳教室

（水慣れ・クロール・背泳ぎ） � レディース水泳教室
（平泳ぎ・バタフライ）�

レディース水泳教室
（上級） � シニア水泳教室Ａ

（60歳以上） � シニア水泳教室Ｂ
（60歳以上） � 成人水泳教室 � アクアビクス

【16歳以上対象教室】 No.�～�　～応募方法～
１次募集：11月１日㈰～14日㈯前期継続者優先期間
２次募集：１次募集にて定員に満たない教室がある場合は11月15日㈰から２次募集を行います。
　　　　　２次募集は市外（志木市・和光市・新座市など）在住の方も申し込めます。
申込手続きはわくわくどーむ窓口のみとなります（電話申込不可）。

web予約

わくわくどーむホームページ
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ＮＰＯ法人朝霞ぐらんぱの会主催事業　『そうだったのか！子どもの行動　パートⅡ』
日時／11月８日㈰　午前10時～正午　　会場／中央公民館・コミュニティセンター
講師／保育士　茂

も

木
ぎ

厚
あつ

子
こ

さん　　定員／30人（先着順）　　費用／無料
申込方法／電話またはメールで事前申込。氏名と電話番号をお伝えください。
問／京

きょう

野
の

　☎080-5685-4515　 yk4668216@gmail.com

朝霞基地跡地の自然を守る会主催事業　【フィールドワーク】朝霞の森遊歩道のみどりをみんなで育てよう
～シンボルロードを専門家と歩き、見て学びます〜

日時／11月15日㈰　午後１時30分～３時30分
集合／市役所前広場（朝霞郵便局前・ハローワーク隣）　
※小雨決行。荒天の場合、中央公民館で座学に変更します。
講師／造園業・泉翠株式会社専務取締役　千

せん

田
だ

稔
みのる

さん　　定員／30人（先着順）　　費用／無料
申込方法／当日直接会場へ　※参加にはマスクの着用をお願いします。
問／大

おお

野
の

　☎090-5209-9467　 asaka_kichimondai@yahoo.co.jp

ＮＰＯ法人あさか市民大学主催事業　朝霞の生涯学習を体験して学ぼう−その５
⑤やってみよう、使ってみようリモート講座　〜パソコン持参でリモート講座を実施体験〜

日時／11月17日㈫　午前10時～正午　　会場／中央公民館・コミュニティセンター　　
講師／あさか市民大学会員　　定員／10人（先着順）　　費用／300円（資料代など）　　持ち物／パソコン、筆記用具
申込方法／電話またはメールで事前申込。氏名と電話番号をお伝えください。
問／川

かわ

池
いけ

　☎090-5219-0262　 lupin-the-3rd-55@jcom.home.ne.jp

年金者組合朝霞支部主催事業　高齢期を穏やかに過ごす“物と心の整理術”
日時／11月24日㈫　午後１時30分～３時30分　　会場／中央公民館・コミュニティセンター　　
講師／あんしんネット事業部　部長　整理コーディネーター　石

いし

見
み

良
よし

教
のり

さん　　定員／45人（先着順）　
費用／無料　　申込方法／当日直接会場へ　　問／田

た

之
の

岡
おか

　☎090-2414-0532　

生涯学習・スポーツ課　〒351-8501　朝霞市本町1-1-1
☎463-2920　FAX 467-4716

syogaku_sports@city.asaka.lg.jp
芸術・文化

あさかの生涯学習へようこそ！

市民企画講座のお知らせ（日時・会場はやむをえず変更する場合があります。詳細は講座の問い合わせ先にご確認ください。）

生涯学習体験教室参加者募集!!
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、当日の教室内容が変更となる場合があります。
　朝霞市生涯学習ボランティアバンク登録者が講師となり、講師が持つさまざまな知識や経験、優れた技術や技能を地域に
還元します。参加する皆さんと一緒に作り上げていく生涯学習体験講座です。
教室番号 教室名・内容・講師 日時 会場 費用 定員

25

100歳は夢でない－老後の生き方を考える
元気で幸せに暮らすキーワードを、皆さんと一緒に考える機会を作
りました。
講師／岡

おか

野
の

誠
せい

一
いち

さん　　持ち物／筆記用具

12月７日㈪
午前10時～11時30分

ゆめぱれす
（市民会館） 無料 20

人

対象／市内在住、在勤または在学の方　※申込多数の場合は抽せん。　※申込期間終了後、受講に関する通知を郵送します。
申�込方法／電話、FAXまたはメールで。FAX、メールの場合、タイトルに「体験教室参加希望」と明記のうえ、住所、氏

名（ふりがな）、日中連絡のとれる電話番号、教室番号、教室名を記入し、11月16日㈪【必着】までに生涯学習・スポー
ツ課へ。

※FAX番号・メールアドレスの間違いには十分ご注意ください。また、電話で送達をご確認ください（月～金曜日の午前
９時～午後５時）。



広報あさか　2020.11 36

よ
う
こ
そ
！

あ
さ
か
の
生
涯
学
習
へ

スポーツ・
　　  レクリエーション

生涯学習・スポーツ課　〒351-8501　朝霞市本町1-1-1
☎463-2403　FAX 467-4716　 syogaku_sports@city.asaka.lg.jp
総合体育館　〒351-0016　朝霞市青葉台1-8-1
☎465-9811　FAX 464-2429　公社HP　https://absk.or.jp/

総合体育館

第34番 水
す い

潜
せ ん

寺
じ

 秩父札所巡りここに結願
難易度★☆☆　約13㎞� 主催／朝霞市歩こう会
日・集／12月20日㈰　午前７時40分 北朝霞駅前広場 (雨
天決行)　行程／北朝霞駅→秩父鉄道皆野駅→水潜寺→秩父
鉄道皆野駅　対／小学生以上(小学生は保護者同伴)　参／
300円(保険代等)　締／12月４日㈮　持／弁当・水筒・雨
具等　申／はがきに、コース名、参加者全員の住所、氏名、
電話番号を記入のうえ、生涯学習･スポーツ課へ。参加決定
の通知はいたしません。当日は直接集合場所へ。
問／前

ま え

川
か わ

　☎464-5394

第７回フタバカップジュニアソフトテニス大会
主催／朝霞市ソフトテニス連盟

日／12月19日㈯　午前９時15分開会式　会／青葉台公園
テニスコート　対／小学生(高学年男子・女子団体戦）　
参／１人500円　締／12月６日㈰
申・問／安

や す

岡
お か

秀
ひ で

人
と

　☎080-3523-7563　
　　　　安

や す

岡
お か

亮
りょう

　☎080-1238-6525

スポーツ・レクリエーションに掲載した大会・行事は、新型コロナウイルスの影響で、中止や内容を変更する
場合があります。詳しくは各問い合わせ先にご確認ください。

体育施設臨時休館日（11月・12月）
総合体育館・武道館　11月９日㈪・12月14日㈪
滝の根テニスコート　11月２日㈪・16日㈪～20日㈮
　　　　　　　　　　12月７日㈪・21日㈪

★★スポーツ教室のご案内★★（11月～）
� 主催／(公財)朝霞市文化・スポーツ振興公社

教室名・内容 日時・会場等

１
ASAKAフィジカルトレーニングクラブ(第４期)
①競技力向上クラス　②ボディメイク・ダイ
エットクラス　③健康増進クラス

日／11月30日、12月７･14･21日、１月４･18日  （すべて月曜日）
※雨天順延　予備日あり　午後７時30分～８時45分（全６回）
会／中央公園陸上競技場　対／市内在住・在勤・在学の中学生以上
定／50人　参／4,500円　締／11月14日㈯

２

relaxヨガレッスン（第３期）
腹式呼吸を行い、ヨガで心身をリフレッシュし
ませんか。無理なく始められる初級クラスです。

【受付先着順】

日／12月15日～３月16日　予備日３月23日（12月29日、祝日を除
く毎火曜日）　午前10時～11時（全12回）　会／武道館　
対／18歳以上　定／30人　参／6,500円　締／12月14日㈪

３

はじめてピラティスand．．．（第３期）
ピラティスボールを使い、体幹を鍛える初級ピ
ラティスです。１日の始まりをすっきりしま
しょう。【受付先着順】

日／12月16日～３月10日　予備日３月17日（12月30日を除く毎水
曜日）午前10時～11時（全12回）　会／武道館　対／18歳以上　
定／30人　参／6,500円　締／12月14日㈪

４

refresh骨盤体操（第３期）
バランスディスクを使いながら、骨盤のゆがみ
をリセットしましょう。楽しくエクササイズし
ませんか。【受付先着順】

日／12月17日～３月18日　予備日３月25日（12月31日、祝日を除
く毎木曜日）午前10時～11時（全12回）　会／武道館　
対／18歳以上　定／30人　参／6,500円　締／12月14日㈪

申し込みを受け付けています。詳しくは公社ホームページまたは直接総合体育館にお問い合わせください。
２・３・４の教室：11月１日㈰　午前９時から受付（先着順）　※１の教室は申込多数の場合、抽せん
申／《公社ホームページ申込フォーム》紙面上部のコードからアクセスし、必要事項を入力
　　《往復はがき》�教室名、住所、氏名(ふりがな）、年齢、電話番号、メールアドレス、保護者名（１の教室で中学生の方のみ）を

ご記入のうえ、総合体育館宛てに郵送
他／開催日は、やむをえず変更する場合があります。ご了承ください。事業開催に際しては、新型コロナウイルス感染症の予防対策
を行いますので、ご協力をお願いします。　　問／総合体育館　

日日時  会会場  集集合場所  種種目  対対象  定定員  参参加費  締締め切り  持持ち物  申申し込み  他その他  問問い合わせ

✿　市民体育賞受賞おめでとうございます　✿
� （順不同、敬称略）

【体育功労賞】
野球連盟　島田恒一　相撲連盟　齊藤孝仁　
卓球協会　椿勇治　合気道部　石黒昌広
ソフトテニス連盟　上原康男・上原久美子　
スキー連盟　橋本和昌　テニス協会　稲田純次　
ソフトボール協会　遠藤敏昭・森下明美　
レクリエーション協会 朝霞ジョギングクラブ
大神博史・大石光利

【地区功労賞】
20年表彰状　
山田眞理子・大川玲子（上の原）、加登京子（東南部）
10年表彰状　該当者なし　
５年感謝状　伊藤千香（東南部）

【優秀選手賞】
バドミントン　吉野羽都希・大澤史和　
スキー　髙橋未羽　スピードスケート　奥野湖々奈　
テニス　青木亮子　サッカー　土方麻椰　
空手道　堀恵多・上野翔太・熊谷拓也　　
※表彰式に欠席された方は令和３年３月31日㈬までに生涯
学習・スポーツ課までお越しください。
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博物館へ行こう！
〒３５１―０００７ 岡２―７―２２ ４６９―２２８５
同 上（博物館内） ４６３―２９２７

〒３５１―００３３ 大字浜崎２３１―２ ４８６―２２４４

朝 霞 市 博 物 館
文化財課文化財保護係
埋蔵文化財センター

共通 ４６８―００７９
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　県立自然の博物館の学芸員が、午前中は「む
さしのフロントあさか」にちなみ武蔵野台地
をテーマに講演を、午後は植物・昆虫・古生
物・動物の分野から研究発表を行います。

　重要文化財旧高橋家住宅では、日本に古
くから伝わる行事を、展示を通して紹介し
ています。
　11月は、火の神・かまどの神とされる荒
神のおまつり「荒神様」の様子を展示しま
す。
　荒神は「おかまさま」とも呼ばれ、かま
どの近くに神棚を作ってまつられます。旧
暦10月は「神無月」と呼ばれ、島根県の出
雲大社に日本中の神が集まるといわれますが、荒神も出雲に出か
けるとされ、荒神が出雲に向かって旅立つ日、いったん家に戻る日、
帰ってくる日のことを特に「荒神様」と呼びます。
　「荒神様」は、月遅れで行われることが多く、10月31日が出雲
へ出発する「お旅立ち」、11月15日がいったん家に戻る「中帰り」、

　今年度実施を予定しておりました以下の展示およびイベントは
中止となりました。また、今後実施予定の事業も変更・中止の可
能性があります。その際は市ホームページにてお知らせします。

　歴史資料を学ぶために必要な古文書の読み方が学べます。初心
者から学習できるので、お気軽にどうぞ！（連続６回）
講師／立正大学特任講師　栗

くり

原
ばら

健
けん

一
いち

さん
日時／�令和３年１月24日・31日、２月14日・28日、
　３月７日・14日　すべて日曜日　各回午前10時～正午
対象・定員／どなたでも・30人　　会場／博物館　講座室
申�込方法／12月18日㈮【必着】までに、市ホームページの申し込

みフォーム、はがきまたは博物館窓口で。
※はがきの場合、住所、氏名（ふりがな）、電話番号、古文書講座
受講希望と明記のうえ、朝霞市博物館宛てに送付。
※申込多数の場合、初めてご参加される方を優先のうえ抽せんし、
締め切り後１週間以内に結果を送付します。

開園時間 	 午前９時～午後４時30分
休 園 日 	 月曜日(祝日の場合は開園)、12月27日〜１月４日

	 祝日の翌日(土・日曜日にあたる日は開園)　
住　　所 	 朝霞市根岸台2-15-10（根岸台市民センター隣）
問い合わせ 	 文化財課文化財保護係　☎463-2927

～朝霞市博物館・埼玉県立自然の博物館共催～

埼玉県立自然の博物館　研究発表会

～旧高橋家住宅歳時記～　荒神様

展示およびイベント中止のおしらせ

古文書講座

旧高橋家住宅 利用案内

11月 12月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5
8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12
15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19
22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26
29 30 27 28 29 30 31

博物館・埋蔵文化財センター　おやすみカレンダー
開 館 時 間 	 午前９時～午後５時
休 館 日 	 月曜日・第４金曜日（祝日にあたる日は開館）、
	 祝日の翌日（土日にあたる日は開館）、12月27日～１月４日
※第４金曜日は館内整理のため休館していますが、文化財課の業務は館内事務室にて行っています。
※埋蔵文化財センターの開所時間・休所日は博物館に準じます（臨時開館・休館の日は除く）。

～プログラム（予定）～
10：35～	 講演会①　主任学芸員　井

い の

上
う え

素
も と

子
こ

さん
	 「足元を知ろう！武蔵野台地の成り立ち」
11：20～	 講演会②　学芸員　木

き

山
や ま

加
か

奈
な

子
こ

さん
	� 「文化財にみる武蔵野の自然と人とのかかわり
	 -天然記念物を中心に-」
12：00	 休憩
13：00～	 研究発表①　学芸員　鐵

て つ

慎
し ん

太
た

郎
ろ う

さん
	 「新人学芸員から見た埼玉の植物の面白さ」
13：30～	 研究発表②　学芸員　半

は ん

田
だ

宏
ひ ろ

伸
の ぶ

さん
	� 「セイボウの生態学 -ついに発見 絶滅危惧種 
	 ムサシトゲセイボウ-」
14：10～	 研究発表③　学芸員　山

や ま

岡
お か

勇
ゆ う

太
た

さん
	 「化石から紐解く海産貝類の進化」
14：40～	 研究発表④　学芸員　奥

お く

村
む ら

みほ子
こ

さん
	 「埼玉のネズミ事情」

<博物館>
・令和２年度企画展および体験教室
<文化財保護係>
・旧高橋家住宅活用事業「手打ちうどんをつくろう」
  「収穫祭」および「郷土の伝統芸能鑑賞教室『根岸野謡』」

11月30日が出雲から家に帰ってくる「おちつき」と呼ばれていま
す。「お旅立ち」には「土産団子」と呼ばれる団子を供え、「おちつ
き」には小豆がゆやうどん、「おちつきそば」と呼ばれるそばを打っ
て供え、出雲まで出かけてきた荒神を労います。
　荒神は、「出雲から縁談を持って帰ってくる」という言い伝えが
あることから縁結びの神ともされ、また、子どもの守り神ともさ
れており、さまざまに信仰されてきた神でもあります。
※旧高橋家住宅での展示は、10月30日㈮～12月２日㈬を予定し
ています。

県立自然の博物館
ホームページ

国指定重要文化財  旧高橋家住宅からのお知らせ
～根岸台に残る、江戸時代の武蔵野の農家風景～

日時／12月５日㈯　午前10時30分～午後３時10分
対象・定員／どなたでも・30人（申込多数の場合、抽せん）
会場／朝霞市博物館　講座室
申込方法／11月24日㈫【必着】までに以下のいずれかの方法で。

＜インターネットでの場合＞
埼玉県立自然の博物館ホームページ内の「応募フォーム」から

＜郵送の場合＞
往復はがきに参加者全員の氏名、電話番号、研究発表会参加希望
と明記のうえ、埼玉県立自然の博物館宛てに送付

送付先：〒369-1305 埼玉県秩父郡長瀞町長瀞1417-１
問／埼玉県立自然の博物館　☎0494-66-0407
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11・12月の図書館のおやすみ
●本館の休館日
　11月／10日㈫、27日㈮　12月／８日㈫･18日㈮
　※12月25日㈮は開館します。
●分館の休館日
　11月／11日㈬　12月／９日㈬・24日㈭
　◆臨時休館（蔵書点検）　11月26日㈭～12月３日㈭
●本館・分館　年末年始の休館日
　12月28日㈪～１月４日㈪
●本館・分館の開館時間
　午前９時30分〜午後７時（土・日曜日、祝日は午後６時まで）
●公民館図書室臨時休室日
※各公民館図書室は蔵書点検のため、臨時休室となります。
ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
11月５日㈭東朝霞公民館　11月19日㈭西朝霞公民館
12月３日㈭南朝霞公民館　12月８日㈫内間木公民館
12月10日㈭北朝霞公民館　12月17日㈭中央公民館

お願い 図書館をご利用の際は、駐車台数に限りがありますので、なるべく公共交通機関のご利用をお願いします。

☆所蔵雑誌のスポンサーを募集しています！詳しくは、図書館までお問い合わせください。

みんなの図書館
朝霞市立図書館（本館）　〒351-0016 青葉台1-7-26
☎466-8686　FAX 466-8441　  tosyo@city.asaka.lg.jp
北朝霞分館　〒351-0033 大字浜崎669-1
☎470-6011　FAX 470-6013　  tosyobun@city.asaka.lg.jp

親子でご参加ください
｢北朝霞分館の絵本のよみきかせ｣

ブックスタートパックをお渡しします！

日時／11月17日㈫　午後３時～
会場／産業文化センター　２階　研修室兼集会室３
内容／手遊びと読み聞かせ
定員／20人（申込多数の場合は抽せん）
申込期限／11月10日㈫　午後５時まで
申�込方法／窓口、電話、メールにて受付します。

申込時に、住所、氏名（ふりがな）、電話番号を
お伝えください。

問／図書館北朝霞分館

４か月児健診（保健センター）でブックスタートを受けられなかった方へ、ブックスタートパック
（絵本２冊、図書館からの小冊子、ブックスタートのご案内）をお渡しします。
対　　象／市内在住の令和元年12月生まれ以降の赤ちゃんと保護者の方
　　　　　※原則１歳到達までです。
持ちもの／母子健康手帳　　配布場所／図書館（本館・北朝霞分館）
問／図書館本館
◆ブックスタートとは、絵本を通して赤ちゃんと保護者が楽しい時間を過ごすことを応援する1992年イギリス発祥の運動です。

入場無料申込制

一般書

児童書

新 着 図 書 の 紹 介 （　）内は所蔵館とコーナー名

未然に動脈硬化症を防ぐ生活と食事（本館・分館　実用書Ｂ）松原英多／監修　辰巳出版　493.2ミドリ
灯台からの響き（本館・分館　日本文学）宮本輝／著　集英社　Ｗミヤ

おふろにはいろ（本館・分館　児童コーナー）三浦太郎／さく・え　童心社　Ｅアカ

♪ほんかんの催し物♪
事前申込制の催し

うさみみタイム（幼児・児童向け）
日時／11月５日・12日・19日・26日、12月３日
　　　すべて木曜日　午後３時～
会場／おはなし室
内容／絵本や紙芝居の読み聞かせ
定員／各回７人
申�込方法／窓口、電話、メール、FAXによる事前申込
　�参加希望日１週間前の木曜日午前10時から前日までに、

住所、氏名、電話番号を図書館（本館）へお知らせくだ
さい。

※空きがあれば当日参加も可能です。

おはなしくらぶ（乳幼児向け）絵本の読み聞かせ
日時／11月23日（月・祝）　午前11時30分～正午
会場／展示集会室
定員／10組
申込開始／11月１日㈰　午前10時～（先着順）
申込方法／メールによる事前申込
　�件名に「おはなしくらぶ申込」、住所、氏名、電話番号を

図書館（本館）へお送りください。

事前申込不要の催し

松の木読書会
日時／11月13日㈮　午前10時～正午
会場／和室
内容／「おらおらでひとりいぐも」若竹千佐子
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〒351－0016 青葉台1－7－1
〒351－0005 根岸台6－8－45
〒351－0014 膝折町4－19－1
〒351－0023 溝沼1－5－24
〒351－0035 朝志ケ丘1－4－1
〒351－0032 田島2－18－47

※番号はお間違えのないようにお願いします。

住　所電話番号
４６５―７２７２
４６３―９２１１
４６２―１４１１
４６１―０１６３
４７３―０５５８
４５６―１０５５

施 設 名
中央公民館 コミュニティセンター
東 朝 霞 公 民 館
西 朝 霞 公 民 館
南 朝 霞 公 民 館
北 朝 霞 公 民 館
内 間 木 公 民 館

11 月の休館日
11／２･９･16･23･30
11／１･３･９･15･23･24･29
11／１･３･９･15･23･24･29
11／２･３･８･16･22･23･30
11／１･３･９･15･23･24･29
11／２･３･８･16･22･23･30
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※イメージ

特に記載のないものは、どなたでも参加することができます。お気軽に申し込みください。

・申込方法は、各イベントの申込期限までに電話または企画実施公民館窓口で受け付けます。
・別途申込方法が記載されている場合はそちらをご利用ください。　・申込多数の場合、市内在住者優先のうえ抽せんします。
・申込結果は、はがきまたは封書にてお知らせします。　・特に記載のないものは費用無料。費用は原則当日徴収します。

　呼吸を整えることは、免疫力を高めるのに効果的です。
運動が苦手な方も安心して参加できます。
日時／11月20日㈮　午前10時～11時30分
対象／おおむね65歳以上　　定員／10人
講師／朝霞市社会福祉協議会　吉

よ し

川
か わ

美
み

津
つ

子
こ

さん
申込期限／11月12日㈭　午後１時まで

　「癌で妊婦で45歳です」の著者が、自身の経験や最近
の出来事を題材に、相手の立場に立つとは何か、思いや
りの心を皆さんと一緒に考えます。
日時／11月25日㈬　午後２時～４時　　定員／50人
講師／森

も り

田
た

美
み

佐
さ

子
こ

さん　　持ち物／筆記用具
申�込方法／市ホームページの申し込みフォーム、はがき

または中央公民館窓口で。住所、氏名（ふりがな）、年
代、電話番号を明記してください。※はがきで申し込
みの場合は、〒351-0016　朝霞市青葉台１-７-１　
朝霞市中央公民館　人権教育講座宛て　に郵送。

申込期限／11月17日㈫【必着】
※手話通訳あり。

　椅子を使ったヨガやストレッチを行います。体が硬い
方や初心者も安心して参加できます。
日時／12月３日㈭　午前10時～11時30分
定員／20人
講師／ヨガインストラクター　渋

し ぶ

沢
さ わ

典
の り

子
こ

さん
持ち物／動きやすい服装、汗拭きタオル、飲み物
申�込方法／市ホームページの申し込みフォーム、はがき、

中央公民館窓口で。住所、氏名（ふりがな）、年代、電
話番号を明記してください。※はがきで申し込みの場
合は、〒351-0016　朝霞市青葉台１-７-１　朝霞市
中央公民館　さわやか健康教室宛て　に郵送。

申込期限／11月26日㈭【必着】

　薬味とスパイスの薬効を学び、美容と健康の増進に役
立てましょう。脳トレタイムもあります。
日時／12月５日㈯　午後１時30分～２時30分
対象／成人　　定員／12人
講師／管理栄養士　木

き

村
む ら

倫
と も

代
よ

さん　　持ち物／筆記用具
申込期限／11月25日㈬　午後１時まで

　丈夫な米袋（再利用袋）をエコバッグに変身させて使っ
てみませんか。
日時／11月18日㈬　午前10時～11時30分
対象／成人　　定員／８人
講師／日本デコラージュ協会講師　磯

い そ

貝
が い

佳
よ し

子
こ

さん
費用／250円（材料費）
申込期限／11月12日㈭　午後１時まで

　ほのぼのプーさんと森の仲間たちがくり広げる「お話
びっくり箱」。クラシックなプーさんをお楽しみください。
日時／11月21日㈯　午前10時～11時
定員／35人（先着順）　　作品／プーさんのびっくり箱
申�込方法／当日直接会場へ　※来場者多数の場合は、入

場をお断りさせていただく場合があります。

　この時代を乗り切るために、学んでみませんか？初心
者にも分かりやすく解説していただきます。
日時／11月28日㈯　午前10時～正午　　定員／15人
講�師／日本証券業協会　金融・証券インストラクター　

岡
お か

田
だ

由
ゆ

美
み

子
こ

さん　
申込期限／11月19日㈭　正午まで

　ミシンを使って、丈夫でより快適な立体マスクとケー
スを作ります。
日時／11月28日㈯　午前10時～正午　　対象／成人
定員／７人　　講師／サイトウカーテンの皆さん
費用／500円（材料費）
保育／１歳以上の未就学児（定員４人）
持ち物／マチ針、はさみ、定規
申込期限／11月19日㈭　午後３時まで

　ひらがなや漢字で書いた文字を石に彫って、印を作り
ます。年賀状や絵手紙に素敵なアクセントを！
日時／12月３日㈭　午前10時～正午
定員／12人　　講師／篆刻師範　小

こ

松
ま つ

章
あ き

子
こ

さん
費用／500円（材料費）　※道具は用意します。
申込期限／11月24日㈫　午後３時まで

東朝霞
公民館

中　央
公民館

中　央
公民館

北朝霞
公民館

北朝霞
公民館

北朝霞
公民館

東朝霞
公民館

内間木
公民館

内間木
公民館

さわやか健康教室
免疫力Up! 気功体験

人権教育講座
思いやりの心を大切に

さわやか健康教室
椅子ヨガ講座

教養講座
薬味・スパイスの効能

教養講座
米袋エコバッグを作ろう

映画会

生活教養講座
ライフプランと資産運用のはじめの一歩！

快適せいかつ講座
手作りマスクでおしゃれに！

快適せいかつ講座
はじめての篆

て ん

刻
こ く

～自分だけの印をつくろう～
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申・問／健康づくり課
465-8611 466-7522

各種健（検）診等の年間日程は「朝霞市保健
センターガイド」に掲載しています。

乳幼児と保護者の方へ

成人の方へ

高齢者の方へ

申・問／健康づくり課
465-8611 466-7522

各種健（検）診等の年間日程は「朝霞市保健
センターガイド」に掲載しています。

乳幼児と保護者の方へ

成人の方へ

高齢者の方へ 申・問／健康づくり課
465-8611 466-7522

各種健（検）診等の年間日程は「朝霞市保健
センターガイド」に掲載しています。

乳幼児と保護者の方へ

成人の方へ

高齢者の方へ

内　容 日　時 会　場 対　象 そ　の　他

離乳食ステップ
アップ教室

12月10日㈭
午前10時～11時30分
または午後１時30分～３時

保健センター

令和２年１月～５月生の第１子のお
子さんとその保護者

申／11月５日㈭から電話で
※午前と午後の内容は同じです

マタニティ教室

令和３年１月９日㈯
午後１時30分～３時30分
令和３年１月24日㈰
午前10時～正午
または午後１時30分～３時30分

令和３年４月～６月出産予定
※初妊婦・パパになる方

内容／歯っぴい講座、家族で
育む食生活講座、沐浴・妊婦
体験、ＤＶＤ上映
申／11月５日㈭から電話で

乳幼児健康診査 ※詳しい日程は、市ホームページまたは保健センターガイドをご確認ください。

内　容 日　時 会　場 対　象 そ　の　他

こころの健康相談
11月５日㈭、12月３日㈭
午後１時15分～２時15分
11月25日㈬　午後２時～３時

保健センター

精神面の健康に心配のある方や、認知
症を含む精神障害のある方とその家族

申／�相談日の３日前までに電
話で

献血
11月30日㈪
午前10時～11時45分
午後１時～４時

16～69歳の方
※65～69歳の方は、60～64歳の間
に献血をされた方に限られます。

採血者／埼玉県赤十字血液セ
ンター
★骨髄ドナー登録会も同時実
施

※費用：無料

３歳児健診にスポットビジョンスクリーナーを導入しました

ノロウイルスに気をつけましょう

　子どもの視力が発達する時期は３歳から５歳がピークといわれています。
　そのため、弱視の危険因子を早期発見し、適切な治療を始めることが大切です。
　スポットビジョンスクリーナーという機器を使い、１メートルの距離から両眼で機器を見る
だけで、弱視の危険因子となる斜視および屈折異常（遠視、乱視、近視、不同視）を検査しま
す。

� 問／朝霞保健所　☎461-0468
　ノロウイルスによる食中毒は、特に冬場（11月～３月）に増える傾向があります。１～２日の潜伏期間の後、下痢、
嘔吐、腹痛等の症状が現れます。予防するために次の点に注意しましょう。
・調理や食事の前、トイレの後には、石けんを使って手洗いを十分に行いましょう。二度洗いが効果的です。
・食器類、調理器具等は十分に洗浄し、消毒しましょう。塩素系漂白剤が有効です。
・食品は中心部まで十分に加熱をしましょう（85～90℃で90秒以上）。
・便や嘔吐物からの感染を防ぐため、汚染された場所はマスクや手袋をして消毒しましょう。

・申込方法は、各イベントの申込期限までに電話または企画実施公民館窓口で受け付けます。
・別途申込方法が記載されている場合はそちらをご利用ください。　・申込多数の場合、市内在住者優先のうえ抽せんします。
・申込結果は、はがきまたは封書にてお知らせします。　・特に記載のないものは費用無料。費用は原則当日徴収します。

公民館のひろば

　毎日をもっと素敵にする簡単でおしゃれなお花をアレ
ンジして、暮らしに彩りを添えましょう。
日時／12月12日㈯　午後１時～３時
対象／成人　　定員／10人　
講師／florist花よし代表　河

か わ

村
む ら

太
た

郎
ろ う

さん
費用／2,000円（材料費）
持ち物／花を入れる袋、花バサミ（お持ちの方）
申込期限／12月３日㈭　午後１時まで

　ステイホーム中に運動不足になっていませんか？
　簡単な体操で、ばね指・首痛・腰痛の予防を。
日時／12月17日㈭　午前10時～11時30分
定員／20人
講師／栗原整形外科柔道整復師　藤

ふ じ

井
い

元
げ ん

喜
き

さん
持�ち物／バスタオル、汗拭きタオル、上履き、動きやす
い服装、飲み物
申込期限／12月１日㈫　午後３時まで

北朝霞
公民館

南朝霞
公民館

教養講座
はじめてのフラワーアレンジメント

さわやか健康教室　身体の痛み改善体操
～手遅れになる前に始めよう～
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日曜・休日に実施している医療機関 午前10時～午後４時

月日 場所 施　設　名 科　　目 電話（048） 場所 施　設　名 科　　目 電話（048）

11

1 新座 新座むさし野
クリニック

内、アレ、
循内 489-5323 和光 大森耳鼻咽喉科医院 耳 467-3314

3 和光 和光駅前
クリニック

外、内、小、整外、
消内、肛、リハ 460-3466 朝霞 谷合眼科 眼 462-2355

8 朝霞 石原クリニック 消内、内 486-1890 志木 ここ肌クリニック 皮、精、
心内 458-3956

15 志木 はんだ内科
クリニック

内、消内、
循内、小 486-2327 朝霞 北あさか城北

クリニック
整外、消内、
肛、外、リハ 474-9066

22 朝霞 あいかわ循環器
内科・内科 循内、内 461-8585 志木 田島耳鼻咽喉科医院 耳 475-3308

23 新座 新座西山内科眼科
クリニック

循内、内、眼、
小 202-1112 朝霞 朝霞台呼吸器科・内

科・外科クリニック

外、呼外、内、
呼内、循内、
消内、糖内、
乳外、消外

485-1620

29 朝霞 ひるま小児科
クリニック 小 466-0320 志木 たなか整形外科クリ

ニック
整外、リウ、
リハ、麻 486-1010

動脈硬化（Arteriosclerosis）
朝霞地区医師会　春

はる

田
た

　裕
ひろ

典
のり

☎464-4666
わたくしたちの健康

日曜日、祝日に
開局している
薬局
下 記 のQRコ ー
ドから確認でき
ます。

※当番医は変更になる場合があります。確認してからお出かけください。

実施日／ 11月３日（火・祝）・23日(月・祝)
受付時間／午前９時～11時30分
診察料／健康保険法の規定料金（保険証を必ずお持ちください。）
問／☎481-2211

●埼玉県南西部消防本部　☎048-460-0123
●埼玉県救急電話相談　♯7119（全国共通ダイヤル）または　☎048-824-4199
　(ダイヤル回線、ＩＰ電話、ＰＨＳ)

休日歯科応急診療所 救急医療のお問い合わせ（新座市保健センター内）

申…申し込み　問…問い合わせ

１、血管について
　血管は血液に含まれる免疫など感染から身を守る細胞、栄養や
酸素を運ぶパイプラインのようなもので、体中に張り巡らされて
います。
　血管には動脈と静脈があります。心臓がポンプのように血液を
拍出し、心臓から遠ざかる血管を‘動脈’、逆に心臓に戻ってく
る血管を‘静脈’といいます。
　動脈硬化とはこの‘動脈’の壁の異常によって、心臓の筋肉を
栄養している血管である‘冠動脈’や脳を栄養している‘脳血管’
など重要な動脈にトラブルを生じることで、心筋梗塞や狭心症な
どの虚血性心疾患や脳梗塞などの原因となります。
２、動脈硬化の進行
　動脈は筒状になっていますが、その壁を動脈壁といいます。動
脈壁は三層構造になっており、一番内側（血液が通る側）から内
膜、中膜、外膜といいます。さらに内膜には内側に血管内皮とい
う薄い膜があります。動脈硬化は主に内膜や中膜が固くなること
ですが、特に内膜が固くなったり、炎症や潰瘍が起こり障害され
るタイプの動脈硬化を粥

じゅく

状
じょう

硬化（アテローム性動脈硬化）
Atherosclerosisといって、動脈硬化の中で特に問題となります。
動脈硬化を生まれつき持っていることはなく、いわゆる生活習慣
病とも呼ばれ年月を重ねることにより増悪します。過去の疫学研
究から粥状硬化を増悪する因子として、高血圧、糖尿病、脂質異
常症、慢性腎臓病、喫煙、加齢、男性、動脈硬化疾患の家族歴（血
縁者に動脈硬化による病気の人がいる）、高尿酸血症、睡眠時無
呼吸症候群、肥満などが挙げられます（動脈硬化疾患予防ガイド
ラインより）。
　以上のようなものは血管にとってストレスとして働き、血管内
皮を傷害していきます。血管内膜で炎症が起こり、同時にコレス
テロールが血管内膜に取り込まれ、その結果として生じた壊死物
質が血管内膜にたまっていきます。中膜は主に平滑筋という筋肉
から成り立っていますが、その平滑筋が内膜に移動してきて隙間
を埋めます。これを粥腫（プラークPlaque）といって、粥状硬
化の本体です。粥腫のために血管内膜が肥厚し、その結果血管の
内腔が狭くなります。またこの粥腫が何かの原因で破綻（プラー
ク破裂）するとその部分に血栓を生じ、血液が阻害されることで

さまざまな重大な病気を発症します。
３、動脈硬化により引き起こされる様々な疾患
　脳梗塞の中で、首や脳を栄養する頭部の動脈の粥状硬化の破綻
により生じるものをアテローム血栓性脳梗塞といいます。また心
筋を栄養している冠動脈の粥状硬化により心筋の虚血、いわば心
筋が栄養不足に陥った病態を虚血性心疾患といい、心筋梗塞や狭
心症などを含めた総称です。冠動脈が狭くなり血流の流れが悪く
なると、心臓の筋肉に必要な酸素や栄養不足の状態になります。
運動や強いストレスで心臓の筋肉への相対的な血液需給不足にな
ると、前胸部、左腕や背中、歯の痛みや気分不快を生じることが
あります。
　冠動脈への血液灌流が、一時的に途絶えた場合が狭心症であり、
完全に途絶えたために心筋が崩壊した状態が心筋梗塞です。
　また手足の血管にこのような粥状硬化により、やはり四肢の血
液不足が生じます。これを閉塞性動脈硬化症といい、初期には歩
くと足の痛み、疲れを自覚します。進行すると安静時においても
痛みを生じたり、足の壊疽を生じたりします。また腹部の最も太
い大動脈が大きく拡張し、瘤という血管のコブができることがあ
ります。これを大動脈瘤といい、動脈硬化と密接な関係がありま
す。多くは無症候のまま進行し、拡大し破裂すると致死率が高い
疾患です。
４、動脈硬化による疾患を防ぐ
　このように動脈硬化は多くは自覚症状のないまま進行し、重大
な疾患を引き起こすことがあります。先述した粥状硬化の増悪因
子のうち、加齢は誰にでも平等に訪れるものですし、性別や家族
を選んで生まれることはできません。しかし喫煙や肥満に関して
は生活習慣の工夫で、高血圧症、糖尿病、脂質異常症、高尿酸血
症、睡眠時無呼吸症候群などは治療によって進行を遅らせること
ができるようになりつつあります。動脈硬化は初期のうちは特に
自覚症状なく進みます。心臓や脳などに重大な疾患を認めて初め
て気づくことも多いのです。
　このため自分に増悪因子があるかどうかを健康診断などで調べ
ることが大事で、もし増悪因子があるのならば、生活習慣を見直
したり、初期のうちに受診することが大切です。
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　朝霞消防署では迅速、的確に連携して救命活動を行った
村上麗さん、大塚雅一さん、髙三隆太郎さんに対し、荻

お ぎ

野
の

消防署長から感謝状を贈呈しました。
　３人は、７月24日（金・祝）に大字溝沼地内で、心肺停止
状態となった男性に対し119番通報と救急隊が到着までの
間、連携した心臓マッサージおよびＡＥＤを使用した救命
活動を行いました。

　９月16日㈬、有限会社タイセックから、ぽぽたんのイラ
ストが入った一時停止を啓発する看板を30枚寄贈していた
だきました。
　子どもたちのために製作された、心のこもった看板は、
市内の通学路の中で交通量が多く、信号のない横断歩道に
設置させていただきました。
　安全のために、徐行、一時停止を心がけましょう！

　テイ・エス テック株式会社から、車いす５台を寄贈して
いただき、９月29日㈫に物品の寄贈に伴う感謝状贈呈式を
行いました。
　ご寄贈いただきました車いすは、高齢の方や障害のある
方への貸し出しに有効活用させていただきます。今回で15
回目の寄贈となります。

　朝霞消防署では、９月４日㈮、10日㈭、16日㈬の３日間、
東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向け
た災害対応力の強化を図ることを目的に、テロを想定した
特殊災害訓練を実施しました。
　この訓練では、サリン等の化学剤を使用したテロに対応
するため、防護服を着装し、救出、除染、搬送までの一連
の活動を行いました。

迅速、的確に連携した救命活動に対
し、感謝状を贈呈

「止まってくれてありがとぽ！」
横断歩道一時停止啓発看板が寄贈さ
れました！ 市への寄贈ありがとうございました

テロを想定した特殊災害訓練を実施
しました

左より、有限会社タイセック岡
お か

敏
と し

夫
お

代表取締役社長、笠
か さ

間
ま

都市建設部長
左から富

と み

岡
お か

市長、総務部総務管理課横
よ こ

井
い

海
み

知
ち

子
こ

主任、
総務部総務管理課影

か げ

浦
う ら

郁
い く

夫
お

課長

左より、村
む ら

上
か み

麗
れ い

さん、大
お お

塚
つ か

雅
ま さ

一
か ず

さん、髙
た か

三
み

隆
りゅう

太
た

郎
ろ う

さん
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事案内行
労働・社会保険・年金に関する無料相談会
日時／11月16日㈪　午前10時30分～午
後４時30分　会場／にいざほっとぷらざ
その他／ご来場の際はマスクの着用をお
願いします。　主催／埼玉県社会保険労
務士会あさか支部　問／浅

あ さ

川
か わ

　☎090-
8749-3963
フリーマーケット
日時／①11月８日㈰　②11月14日㈯　
どちらも午前10時～午後３時　会場／①
朝霞駅南口広場　②朝霞中央公園　費用
／出店料1,500円　申込方法／電話で　
主催・問／NPO法人フリーマーケット
推進ネットワーク　☎090-9326-0016
朝霞リトルリーグ野球体験会
日時／11月23日（月・祝）　午前９時～

正午　会場／上野荒川運動公園野球場　
対象／幼稚園年中～小学生　申込方法／
電話で　その他／バット、グローブ貸出
可。帽子、水筒持参。動きやすい服装（長
ズボン）で。お土産あり。女の子も大歓
迎！　主催／朝霞リトルリーグ　問／東

ひがし

山
や ま

　☎090-8179-8851

員募集会
モダンバレエ　アラベスク
日時／毎週火・金曜日　午後４時40分～
会場／南朝霞公民館　入会金／2,500円
費用／月4,000円～　対象／年少から　
その他／振付家・ダンサーとして活躍中
の先生が指導してくれます。体験・見学
受け付け中。HPあります。　問／池

い け

上
う え

　
 a.r.b.s.q.123@gmail.com

　／シティ・プロモーション課
－

問

市民伝言板市民伝言板

記載のないものは、費用／無料 対象／
どなたでも 申込方法／当日直接会場へ
※市外局番のない電話番号等の市外局番
は（048）です。

　市内の公共施設で定期的に活動
している団体の行事案内・会員募
集を掲載しています。掲載を希望
される方は市ホームページをご覧
ください。

市民伝言板に掲載したお知らせは、新型
コロナウイルスの影響で、中止や延期と
なる場合があります。詳しくは各問い合
わせ先にご確認ください。

　９月30日㈬に、埼玉県トラック協会朝霞支部から市内の
小学校に通う１年生の児童へ、１人２枚のクリアホルダー
計2,600枚を寄贈していただきました。

　10月６日㈫、埼玉司法書士会と「災害時における被災者
等相談の実施に関する協定」を締結しました。この協定に
より、災害発生時に朝霞市が埼玉司法書士会に対して協力
を要請することで、被災者等が相続や不動産登記などに関
する相談を無料で受けることが可能となります。

　10月１日㈭、和光市とのごみ広域処理開始に向けて、事
業の主体となる「朝霞和光資源循環組合」を両市で設立し、
同日、設立式を開催しました。今後は、組合が主体となり、
両市と連携しながら令和10年度の施設稼働を目指して検討
を進めていきます。

市への寄贈ありがとうございました

災害時における被災者等相談の実施に関する協定を締結しました

ごみ広域処理に向けて、新たな一歩
を踏み出しました

左から埼玉県トラック協会朝霞支部佐
さ

藤
と う

信
し ん

一
い ち

支部長、三
み

好
よ し

教育長、
同協会岩

い わ

﨑
さ き

克
か つ

美
み

副支部長

左から富岡市長、埼玉司法書士会柴
し ば

由
よ し

之
ゆ き

会長

左から、石
いし

原
はら

朝霞市議会議長、富
とみ

岡
おか

朝霞市長、松
まつ

本
もと

和光市長、吉
よし

田
だ

和光市議会議長

申…申し込み　問…問い合わせ
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選手
ボクシング・男子ミドル級

平成30年日本選手権　優勝
令和元年プレオリンピック　第２位
令和元年日本選手権　優勝

競技の見どころは？
　アマチュアボクシングはプロとは違いテンポが速い
ため、常に全力勝負なところです。

朝霞の魅力・好きなところは？
　朝霞市は緑と公園が多いので、公園が好きな僕はと
ても大好きです。

濵
はま
田
だ
　尚

しょう
里
り

選手
柔道・女子78㎏級

平成30年世界選手権　優勝
令和元年世界選手権　第２位
令和元年世界選手権団体　優勝

東京2020大会への思いは？
　オリンピックまでに技術面の向上など取り組む課題
がたくさんあるので、一日一日を大切にやるべきこと
をしっかりやっていきたいです。

朝霞の皆さんへ
　朝霞市に所在する自衛隊体育学校の選手として良い
結果をお届けできるように頑張ります。

藤
ふじ
嶋
しま
　大

ひろ
規
き

選手
カヌースプリント・
カヤックフォア

2012年ロンドンオリンピック出場
平成30年アジア競技大会　第４位

東京2020大会への思いは？
　東京オリンピックに向けて自分の競技人生の集大成
として、絶対後悔しないようにベストパフォーマンス
で臨めるように練習したいです。

競技の見どころは？

　静
せい

水
すい

面
めん

を疾走する姿が美しく躍動感があります。
　Ｋ−４（４人乗りカヤック）なのでより一層スピード
感を感じることができます。

松
まつ
下
した
　桃

もも
太
た
郎
ろう

選手
カヌースプリント・
カヤックフォア

2012年ロンドンオリンピック出場
平成30年アジア競技大会　第４位

東京2020大会への思いは？
　オリンピックに向けて練習できなかった期間はあり
ましたが、今はすごく良い練習ができているので、メ
ダルを目標に頑張ります。

朝霞の皆さんへ
　カヌー競技に興味を持っていただけると嬉しいです。
良い結果をお届けできるように頑張りますので応援よ
ろしくお願いします。
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市ホームページ
朝霞市キャラクターぽぽたん

　

私が　暮らしつづけたいまち　朝霞

市では広報あさかのほか、ホームページ、ツイッター、フェイスブックページなどで情報をお知らせしています。

◆東京2020オリンピック聖火リレートーチを展示します！
本物を間近で観られる貴重な機会です。
桜ゴールドと呼ばれる美しい輝きをぜひご覧ください！
展示日時／ 11月18日㈬　午前10時～午後４時
展示場所／総合体育館　１階玄関ホール
※トーチのみの展示で、聖火は灯っていません。
※マスク着用など、感染症拡大防止にご協力ください。

－ 応援企画！「夏の夢の始まりに」－
自衛隊体育学校選手インタビュー！

朝霞市内の自衛隊体育学校　東京2020オリンピック出場内定選手

自衛隊体育学校
ツイッター

YouTube朝霞
市チャンネルで
動画配信中！

画像提供：Tokyo 2020

詳しくはコチラ
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